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はじめに 

 

校長 石井 正広 

 

平成 29年３月に学習指導要領が告示、平成 30年２月に小学校学習指導要領解説が出版されまし

た。今回の改訂は、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、社会と連

携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む」という理念の基に、新しい時

代に必要となる資質･能力の育成と、学習評価の充実、新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた

教科･科目等の新設や目標･内容の見直し、主体的･対話的で深い学びの視点からの学習過程の改善とい

う方向性が示されました。 

小学校社会科においても、教科目標そのものが改善されるたいへん大きな改訂でした。小学校学習

指導要領解説（社会科編）のページ数は 1.5倍ほどになり、何について、どのようなことに着目し

て、どのように考え、最終的にどのような理解ができればよいかという、「学びのプロセス」と「授業

づくりのポイント」がこれまで以上に丁寧に示されました。若手の教員を中心に「社会科の授業をど

のように進めたらよいか分からない」という声を聞くことがありますが、今回の学習指導要領解説を

読み込むことを通して、社会科の苦手な教員でも授業の質が飛躍的に向上する可能性があると期待し

ています。 

このような中、今年度から、本校は、国立教育政策研究所の教育課程研究指定校小学校社会の指定

を受け、学習指導要領の趣旨を実現するための学習や指導方法及び評価方法の工夫改善に関する実践

研究を目的とし、研究主題に「社会的事象の見方・考え方を働かせて、学習問題を協働的に追究する

社会科学習」、副主題に「主体的に学習に取り組む態度の育成を踏まえた指導と評価の工夫を通して」

を掲げ、１年間社会科の研究活動に取り組んできました。 

本校の研究内容は以下の４つです。 

①社会的事象の見方・考え方を働かせることができる教材開発 

②学習問題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 

③児童の学びが深める問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

④児童の主体的に学習に取り組む態度の育成方法と学習状況の評価方法を工夫 

どれも社会科の授業づくりにおいては、今日的で重要な課題です。しかも、新たな評価規準の観点

にもなっている「主体的に学習に取り組む態度」、３観点の評価規準による学習評価の方法については

参考とするモデルがなく、研究指定１年目の取組では試行錯誤しながらでしたが、全教職員が協働し

て、年間９本の検証授業を通して４つの研究内容の具現化を目指してきました。 

研究は道に半ばではありますが、１年間の研究成果を研究紀要としてまとめました。すでに、新し

い教科書が採択され、次年度から新学習指導要領の全面実施を迎えます。本紀要がこれから小学校で

新しい社会科の授業をされる先生方にとって、少しでも参考にしていただけるものになれば幸いで

す。そして、本紀要で紹介している実践を一歩でも超える実践が増え、社会科の実践研究が新宿区は

じめ全国の小学校に力強く広まっていくことを願っています。 

結びに、本校の研究に懇切丁寧にご指導いただきました文部科学省教科調査官 小倉勝登 先生、聖

徳大学大学院教授 廣嶋憲一郎 先生、国士舘大学教授 澤井陽介 先生、新宿区教育委員会統括指導主

事 波多江誠 先生、同指導主事 北中啓勝 先生、物心両面からご支援いただきました新宿区教育委員

会の皆様に、この場をお借りして深く感謝申し上げます。 



Ⅰ 研究の概要 
１ 研究主題設定の理由 

（１） 研究主題 

（２）本校の研究経過及び社会的な要請から 

本校は、平成２５年に第５１回全国小学校社会科研究協議会研究大会（東京大会）の会場校として、「よ

りよい社会の形成に参画する資質や能力の基礎を培う社会科教育～子供が自らＩＣＴを活用し、社会認識を

深める授業の創造」を研修主題に研究発表を行っている。その後も、新宿区の研究指定校としてＩＣＴを活

用した協働的な学習や深い学びを目指した研究実践を積み重ねてきた。 

今回の学習指導要領改訂を踏まえて「主体的・対話的で深い学び」を実現していくためには、深い学びの

鍵となる「見方・考え方」を働かせる学習をどのように構成していくか、ＩＣＴをはじめ様々なツールを活

用してどのように協働的な学習を創造するのかが授業改善のポイントであり、その授業設計の方策を明らか

にすることは極めて重要である。 

そのためには、指導の方策とともに児童の学習状況に関する評価方法の開発を進めていくことが社会科学

習では欠かせないと考え、上記の研究主題を設定した。 

（３）本校の児童の実態から 

※「平成25年度学習指導要領実施状況調査」の児童質問用紙を参考に作成 
 項目 4年 全国 差 ５年 全国 差 6年 全国 差 

1 社会科の学習が好きだ。 75% 58.8 ◎16.2 68.1 55.2 ◎12.9 75 63.2 ◎11.8 

2 
社会科の学習をすれば、ふだんの生活や社会
に出て役に立つ。 73.9 80.3 ▲6.4 79.2 80.1 ▲0.9 91.7 78.8 ◎12.9 

3 
問題を決めてその解決のために調べたり、考
えたりすることが好きだ。 73.9 66.6 〇7.3 75 63.3 ◎11.7 90.3 66.8 ◎23.5 

4 自分で資料を集めて調べることができる。 73.9 75.2 ▲1.3 73.6 79.4 ▲5.8 88.9 85 3.9 

5 
自分の考えを資料などを使って説明すること
ができる。 65.9 61 4.9 52.8 58.6 ▲5.8 76.4 62.6 ◎13.8 

6 
友達の意見に対して、自分の意見をもつこと
ができる。 72.7 72.8 ▲0.1 66.7 75.3 ▲8.6 97.2 76.7 ◎20.5 

7 
調べたことをもとに自分の考えを文章で書く
ことができる。 81.8 74.6 7.2 77.8 72.9 4.9 93.1 77 ◎16.1 

8 
問題やテーマを決めて討論（話し合い）する
ことが好きだ。 77.3 63.3 ◎14 72.2 55.3 ◎16.9 70.8 51.8 ◎19 

9 
学んだことをもとにして、自分たちがすべき
ことを考えることがある。 76.1 75 1.1 69.4 76.6 ▲7.9 69.4 76.5 ▲7.1 

10 
問題の解決に向けて、学習の計画を立てたり
解決の見通しをもったりして学習を進めてい
る。 

69.3 ― ― 70.8 ― ― 86.1 ― ― 

11 
問題の解決に向けて、学習がうまく進んでい
るか自分でチェックしながら調べたりしてい
る。 

60.2 ― ― 58.3 ― ― 83.3 ― ― 

12 

調べたり考えたりすることがうまくいかない
ときにも、ちがう方法を工夫したり友達や先
生に自分から相談したりしてねばり強く取り
組んでいる。 

71.6 ― ― 63.9 ― ― 79.2 ― ― 

※「当てはまる」＋「どちらかといえば当てはまる」の割合を比較 単位：％ 

アンケートの結果からは、以下のようなことが見えてきた。 

〇社会科学習に関しては概ね好きで、特に、調べたり考えたりすることや問題を決めて話し合うことで全国

平均を大きく上回っている。これは、学校をあげてＩＣＴなどを積極的に活用して発表したり意見交換を

したり互いの考えを確かめ合ったりする学習経験に基づいているものと考える。 

▼一方、第４学年と第５学年では、全国平均と比べると普段の生活に役に立つという意識が低く、自分で資

料を集めて調べることへの自信が低いとともに、友達の意見に対して自分の意見をもつことにも積極的で

はないことが読み取れる。 

▼学校で作成した質問項目（10～12）を見ると、第４学年と第５学年は、ほぼ 70％以下であり、見通しを

もったり自己調整をして学習を進めたりすることが充分にできていないことが読み取れる。 

以上の教員の社会科への苦手意識や本校の児童の実態も踏まえて、本研究主題を設定した。 

社会的事象の見方・考え方を働かせて、学習問題を協働的に追究する社会科学習 

～主体的に学習に取り組む態度の育成を踏まえた指導と評価の工夫を通して～ 



２ 研究体制及び研究組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
部 学年部会の目的 部員  部会 研究部会の目的 部員  研 推 

低
学
年 

・生活科と社会科の接
続に関する研究 

・地域に関わる単元の
授業実践 

○塚田 

○城堂、舟山 

○菅田 

○大木、高瀬 

 
 

 
自己
学習 

低中高学年で目指す自己学
習能力を獲得した姿を明ら
かにし、自己学習能力の向
上させる手だてとして振り
返りカードを開発する。 

◎菊地 
○塚田 
○大島 
高瀬 
首藤 

 

 
 
 
 
 
 

校長 
副校長 
研究主任 
 
研究推進委員 

塚田 
菅田 
大島 
本木 
菊地 
木月 
山下 
松木 
城堂 
 

３
年 
 

・３年の年間指導計画
と評価規準作成 

・検証授業の実践 

○栁沼 

白澤  
協働
的 
学習 

低中高学年で目指す協働的 
に学習に取り組む姿を明ら 
かにし、協働的学習を促す 
手だてを開発する。 

◎菅田 

○山下

○城堂 

串崎 

大橋 

４
年 
 

・４年の年間指導計画
と評価規準作成 

・検証授業の実践 

○大島 

○本木 

串崎 

５
年 
 

・５年の年間指導計画
と評価規準作成 

・検証授業の実践 

○菊地 

大橋 

 
学習 
技能 

社会科の一人学びが成立す 
るための技能として、社会 
科のノート指導のあり方を 
開発する。 

◎本木 

○大木 

瀧上 

飯野 

松本 

６
年 

・６年の年間指導計画
と評価規準作成 

・検証授業の実践 

○木月 

瀧上 

 
学習 
評価 
 

単元のまとめの段階におけ
る表現活動の工夫と理解や
思考・判断の評価方法につ
いて開発・整理する。 
 

◎木月 

○松木 

舟山 

白澤 

 

専
科 
 

・アンケート調査の集
計と分析 

・社会科に関する学習
環境の整備 

○山下 

○松木 

松本、飯野 

首藤  

 
３ 研究内容及び具体的な研究活動 
（１）研究内容 
研究主題に迫るために、今年度は、４つの研究内容の柱を通して実践研究に取り組んでいく。 

①社会的事象の見方・考え方を働かせることができる教材開発 
今回の改訂で大きく改善が図られた内容について、教材分析の観点（知識・資料・視点や方法・問い）

とフレームワークを活用して学習指導要領及び解説に即した教材開発の方策を明らかにする。 
②児童の学びが深める問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 
課題把握（つかむ）→課題追究（調べ・考える）→課題解決（まとめる・いかす）の中で、学習問題を

中心に視点や方法、資料などと関連付けて児童の思考を深める「問い」の構成の仕方についての方策を明ら
かにする。 
③学習問題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 
学習問題や追究の問いについて自己の考えをもち、ＩＣＴや思考ツールなどを活用した学び合いを通し

て自己の考えを広げ、他者と対話したり資料と対話したりして多角的に考察するなど、互いの視点や方法の
働かせ方を学び合い、自己の学びを深める学習活動の工夫の方策を明らかにする。 
④児童の主体的に学習に取り組む態度の育成方法と学習状況の評価方法を工夫 
児童が主体的に学習取り組む態度を自己学習能力の育成の側面から、その構成要素を明らかにし、発達

段階に即して明らかにするとともに、その育成の方策を明らかにする。 
また、主体的に取り組む態度を含め、３つの資質・能力に即した単元の目標と学習活動に即した評価規

準を設定して学習状況を適切に評価する具体的な評価方法を開発し、有効性を分析する。 
 

文科省・都教委・区教委 

（研究推進委員） 
５年部会 

研究推進委員会 

（研究主任・研究副主任・研究推進委員） 

（研究推進委員） 
４年部会 

（研究推進委員） 
生活科部会 

（研究推進委員） 
調査（専科）部会 

（研究推進委員） 
６年部会 

企画委員会 

（校長・副校長・主幹教諭・研究主任） 
東京都小学校社会科研究会 

学校経営支援部 

四谷小スクール・ 

コーディネーター 

（研究推進委員） 
３年部会 

 

自己学習能力部会・協働的学習部会・社会科学習技能部会・学習評価部会 

地域協働学校運営協議会 



（３）研究仮説 
視点や方法と知識、資料、追究の問いを相互に関連付けて教材を分析し、問題解決的な学習過程の中

で、児童が学習問題を中心に問いがつながるよう追究の問いの構成を工夫したり、複数の視点や方法を用い
て多角的な考察ができるようＩＣＴや思考ツールなどを活用した協働的な学習活動を工夫したりするととも
に、児童が主体的に学習に取り組む態度を目指した振り返り活動を適切に設定することで、社会的事象の見
方・考え方を働かせ、学習問題を協働的に追究する児童が育つであろう。 
 

（４）研究の構想図 

学習指導要領改訂 
〇主体的・対話的で深
い学び 

〇３つの資質・能力の
育成 

〇見方・考え方を働か
す学習 

〇３観点の評価規準に
よる評価 

 新宿区教育目標 
●広い視野と、自らを律し互いを認め、思いやりの心をも
つ人 

●地域の一員として、規範意識や公共の精神に基づき、社
会の形成に進んで参画する人 

●個性や創造力が豊かで、自ら学び、考え、行動する人 
を育てる教育を推進します 

学校教育目標 
◆自ら学び、よく考える子 
◆豊かな心をもち、思いやりのある子 
◆最後までやりぬく、たくましい子 

 児童や地域の実態 
□調べて考えることや
問題を決めた話し合
いには関心が高い。 

□江戸時代からの歴史
がある四谷の街 

■主体的に学ぶことや 
社会参画する意識の
向上が不十分 

   
  

研究主題 

社会的事象の見方・考え方を働かせて、学習問題を協働的に追究する社会科学習 
～主体的に学習に取り組む態度の育成を踏まえた指導と評価の工夫を通して～ 

  

研究仮説 
視点や方法と知識、資料、追究の問いを相互に関連付けて教材を分析し、問題解決的な学習過程の中

で、児童が学習問題を中心に問いがつながるよう追究の問いの構成を工夫したり、複数の視点や方法を用
いて多角的な考察ができるようＩＣＴや思考ツールなどを活用した協働的な学習活動を工夫したりすると
ともに、児童が主体的に学習に取り組む態度を目指した振り返り活動を適切に設定することで、社会的事
象の見方・考え方を働かせ、学習問題を協働的に追究する児童が育つであろう。 
 
 

   
   

教材開発の方法  問いの構成  協働的な学習  主体的な学習 
改訂で大きく改善が図ら
れた内容について、教材
分析の観点（知識・資
料・視点や方法・問い）
とフレームワークを活用
した教材開発の方策 

つかむ→調べ・考える→

まとめる・いかす過程の

中で、学習問題を中心に

視点や方法を働かせる

「問い」の構成の仕方 

ＩＣＴや思考ツールなど

を活用した学び合いを通

して自己の考えを広げ、

他者と対話したり資料と

対話したりして学びを深

める学習活動 

主体的に学習に取り組む

態度を自己学習能力の育

成の側面から構成要素を

明らかにし、発達段階に

即した態度育成の方策と

評価方法の開発。 

     
   

 
 
 
 
学
年
分
科
会 

低学年 
１年「見つけた秋で遊ぼう」 
２年「まちたんけんパート２」 

 
 

低中高学年で目指す自己学習能力を獲得し

た姿を明らかにし、自己学習能力の向上さ

せる手だてとして振り返りカードを開発す

る。 

 
自己
学習 

 
 
 
 
研
究
部
会 

３ 年 
「地域の販売の仕事」 
「新宿区の移り変わり」 

低中高学年で目指す協働的に学習に取り組

む姿を明らかにし、協働的学習を促す 

手だてを開発する。 

協働
的な 
学習 ４ 年 

「地域の自然災害の防止」 
「国際交流が盛んな地域」 

５ 年 
「情報を活用して発展する販売
業」 

社会科の一人学びが成立するための技能と

して、社会科のノート指導のあり方を 

開発する。 

 
学習 

技能 

６ 年 
「戦後の新しい日本の国づくり」 
「日本国憲法と私たちのくらし」 単元のまとめの段階における表現活動の工

夫と理解や思考・判断の評価方法について

開発・整理する。 

 
学習

評価 専 科 
基礎的な知識の定着を図る掲示物 
３年：地図記号 ４年：都道府県 ５年：世界の国々 ６年：歴史人物 

成
果 
集
約 

内 
容 
吟 
味 



（４）具体的な研究内容 

①社会的事象の見方・考え方を働かせることができる教材開発 

今回の改訂で、社会的事象の見方・考え方は、「社会的事象を位置や空間的な広がり、時期や時間の経

過、事象や人々の相互関係（視点）などに着目して捉え、比較・分類したり総合したり、地域の人々や国民

生活と関連付けたりする（方法）こと」と整理された。 

教材について、着目する視点や考える方法を基軸に「指導内容の構造

化」と「必要な資料の選定」の２点から教材の開発・分析に取り組む。 

学習指導要領の各学年の内容「ア知識及び技能」で示された理解事項に

到達する構造を、中心概念（幹）←基本的事項（大枝）←具体的知識（小

枝）←資料（葉）として捉える。その際、児童が着目する視点や社会的事

象の特色や意味を考える際の方法などを焦点化し、「問い」との相互関連性

を意識して「指導内容の構造化」を図る。今年度は、大きく改善された内

容を中心に教材開発を行い、授業実践に取り組む。 

 

②児童の学びが深まる問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

問題解決的な学習過程に即して、単元の学習問題と学習問題を解決するために必要な「追究の問い」に

ついて、着目する視点を踏まえて想定する。実際の授業で 

は児童の思考に合わせて修正する。 

学習問題は中心概念との関連を意識して設定し、「追究 

の問い」は児童が捉える社会の様子や仕組みに関する具体 

的知識を意識して吟味する。 

また、３種類「追究の問い」を学習場面で使い分ける。 

・事実を問うもの→具体的知識の獲得へ 

・理由や根拠を問うもの→特色や意味の理解へ 

・選択や判断を問うもの→社会との関わり方の構想へ 

上記①②に基づき下のフレームワークを作成・活用して 

指導内容の構造を分析する。 

指導内容の構造化に向けた手

順は次の通りである。 

ア本単元で着目して追究する視

点や特色や意味を考える際の

方法について明確にする。 

イ視点や方法を働かせて追究し

た結果として獲得できる知識

や単元の理解事項を明確にす

る。 

ウ追究に必要な資料を精選した

り、視点や方法を用いて追究

する学習活動を吟味したりす

る。 

エ単元の理解事項につながる学

習問題と追究に必要な問いを

吟味する。 

オ社会的事象との出会いや学習

の出口としての社会との関わ

りについて吟味する。 

カそれぞれの指導内容の関連を

検討して指導内容の構造を図

式化する。 

 

中心概念 

基本事項 

具体的知識 

資料 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1545484975/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGx1c3RpbWFnZS5jb20vP2lkPTEyNjg-/RS=^ADBn.ZOOxZ.nSInj30y8xO7vHeZvio-;_ylt=A2Rivb4u6Rxc7RUAbSuU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz


次に明らかにした指導内容から、「問い」だけ抜き出し、並べ替える。その際の学習過程は、ワーキング 

グループの資料で例示されているものを参考にした。本校では、この過程を踏まえつつも、児童や教員にも

親しみやすい、「つかむ・調べる・まとめる・いかす」という学習過程で指導計画を構成している。 

 

 

 

 

 

この学習過程に即して児童の思考の流れを想定して、「問い」を吟味にして以下のように構成する。 

「問い」は、学習問題を中心に、「学習問題を把握する問い」、学習問題や学習計画に即して「事実を追

究し捉える問い」、社会的事象の「特色や意味を考える問い」、学んだことを基に「社会との関わり方を考え

る問い」に分類することができる。 

これらの「問い」の種類を意識しながら、【見方・考え方＝視点や方法】を児童が働かすことができるよ

うな「問い」を以下のように構成していく。 

学習問題を把握

する問い 

私たちは、どこでどのような物を買っているのだろう。 

【消費者の願い】【商店の分布】 

単元の学習問題 A店にたくさんの人が買い物に来るひみつは何だろう？ 

 

 

事実を追究

し捉える問

い 

A 店ではどのような売り方の工夫をしているのだろう。      【販売の仕方】 

A 店ではたくさんの人に来てもらうためにどのようなことをしているのだろう。 

【販売の仕方】 

A 店の商品はどこから来ているのだろう。      【他地域や外国との関わり】 

特色や意味を考

える問い 

A 店の人気のひみつは何だろう。種類ごとに分けて考えよう！    【分類する】 

お店の人の工夫は買い物客の願いとどうつながっているのだろう。 【関連付ける】 

A 店以外のスーパーでも同じような工夫をしているのだろう。    【比較する】 

社会との関わり

を考える問い 

お店のよさを買い物をする人にどう伝えるとよいのだろう。     【総合する】 

私たちはどのように買い物をしていくとよいのだろう。     【生活との関連】 

 

そして、指導計画の作成に当たって、本校では、見方・考え方を働かせることを意識して、次のような

項目で単元の展開案を構想し指導計画を作成している。 

 ねらい 問い 〇学習活動 ・児童の反応 ■資料□教師の指導【】評価 

つ

か

む 

･･･････････

･････。 

○学習問題を設定する学習活動 

 

●評価につながる学習活動 

■資料 

□指導上の留意点  

【思・判・表①】【態度①】 

 

 

調

べ

る 

･･･････････

･････････。 

･･･････････

････。 

 

○問いを追究する学習活動 

●評価につながる学習活動 

 

○問いを追究する学習活動 

●評価につながる学習活動 

■資料 

□指導の留意点  

【知・技①】 

■資料 

□指導上の留意点  

【知・技①】 
ま
と
め
る 

･･･････････

･････。 

 

○調べたことをまとめ学習問題の結論を出す 

●評価につながる学習活動 

□指導上の留意点 

【思・判・表②】 

【知・技②】 

い
か
す 
 

･･･････････

･････。 

 

○発展や関わり方を考える学習活動 

●評価につながる学習活動 

■資料 

□指導上の留意点  

【思・判・表②】【態度②】 

【課題把握】 

動機付け／方向性 

 

【課題追究】 

情報収集／考察・構想 

【課題解決】【新たな課題】 

まとめ／振り返り 

つかむ 調べる まとめる いかす 

学習問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・？ 

問い・・・・・・・・・・・・・・・・・・？ 

問い・・・・・・・・・・・・・・・・・・？ 

問い・・・・・・・・・・・・・・・・・・？ 

問い・・・・・・・・・・・・・・・・・・？ 



③学習問題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 
ア 単元の協働的な学びを支える話し合いの工夫 
社会的事象の見方・考え方を働かせるためには、一人の見方・考え方で結論を導くのではなく、様々な 

視点や方法で考え合うことが大切である。社会科の学習では集団思考を通して理解を深めていいきたい。 
調べたことを学級で共有したり思考の流れが共有したりできるよう、ＩＣＴや思考ツール、ホワイトボ

ードなどを有効に活用することや児童の思考の流れが共有できる構造的な板書や考えの深まりを自覚できる
ノート指導を行うことの大切さを確認してきた。 
グループワークのルールを定着させて効果的に話し合い活動を進める。 

＜協働的な学習において育てたい話し合い＞ 

学習過程における協働的な学習場面 協働的な学習活動の例 
つ
か
む 

〇思いや疑問、調べたいことを表
出し合い共有する場面 

◆ペア（二人）で話し合う。 
・短時間で、疑問に思ったことや気付いたこと、考えたこと
や感想をお互いに言葉やノートなどで紹介し合う。 

◆グループ（４人程度）で話し合う。 
・問いについて、分かったことや考えたことなどを紹介し合
い、思考ツールやホワイトボード、付箋などを活用して、
比較・分類・関連付けなどして情報を整理して考えを深め
たり広げたりする。 

・ホワイトボードや短冊などを活用して話し合ったことを関
連付けたり総合したりして文章などにまとめていく。 

◆学級全体で話し合う。 
・立場を明確にしたり友だちの発言とつなげたり、資料やＩ
ＣＴを活用して視覚的に伝え合ったりして話し合う。 

◆社会生活を営む人と対話的に学ぶ 
・直接聞き取りしたり、手紙やメールで質問したりする。 

調
べ
る 

〇気付いたことや調べたことを共
有する場面 

〇比較や関連付けして特色や意味
を考え合う場面 

ま
と
め
る 

〇まとめた作品等を使って考えた
ことを説明し合う場面 

〇新たな問いについて話し合い、
考えを深める場面 

い
か
す 

〇学んだことを活用して社会の発
展や自分の関わり方について話
し合う場面 

 
④ 児童の主体的に学習に取り組む態度の育成方法と学習状況の評価方法を工夫 
ア 主体的に学習に取り組む態度を育成する指導の工夫 
「主体的に学習に取り組む態度」の要素として 

“見通し（目標設定・計画立案）”  
“学習調整（個人の学習調整＝自己モニタリング） 

（集団の学習調整＝相互モニタリング）” 
“振り返り（自己評価＝結果と過程の評価）” 
“自己効力感（熟達・自信・意欲・関わり）”の 
６つ下線の要素を育成することとした。 
問題解決的な学習を通して、この６つの要素が育つ 
よう指導をしていくことで、児童が主体的に学習に 
取り組む態度が高まると考えた。 

イ 評価場面の焦点化と評価方法の工夫 
学習指導計画の作成にあたっては、評価場面の焦点化を下のように行うことにした。その際、評価場面

においては、評価につながる学習活動を設定するようにした。 
記録に残す評価として「思

考・判断・表現②」と「知識・
技能②」の評価について、学習
過程のまとめる段階において、
文章のみならず図表や新聞、パ
ンフレットなどの表現活動も設
定し、調べたことを整理し、学
習問題などについて考えたこと
を説明し合い、最後に分かった
ことを文章などでまとめる記録
に残したもので評価することと
した。また、いかす場面が設定
されている単元では「態度②」
も評価することとした。 

観点 評価方法例 評価場面 
 

知識 

技能 

 

教材構造図で抽出した知識の獲得状況をノートの

記述や単元末のペーパーテストなどで把握する。 

主に 
知・技①は 

調べる段階 
知・技②は 
まとめる段階 

技能の習得状況を調査活動やノートの記述から把

握し、資料活用の再現テストで技能の定着状況を

把握する。 

思考 

判断 

表現 

思考場面でのノートや作品の記述、特色や意味の

考察や説明から思考・判断の発揮状況やその表現

の様子を把握する。 

主に 
思・判・表①は

つかむ段階 
思・判・表②は
まとめる段階 

主体

的な

態度 

予想や学習計画などの見通しの状況を把握する。 

単元で作成する「学習振り返りカード」を用いて

自己学習の状況を把握する。 

振り返りの記述を継続的に分析する。 

主に 
態度①は 

つかむ段階 
態度②は 

いかす段階 



⑤ １時間の授業の構造化と４つのポイント 
右図のような授業構成を基本とした学習展開 

を構想した。 
課 題 把 握（つ か む）本時の問いやめあて 

を把握 
じぶんタイム（調べる１）自分で調べる 
みんなタイム（調べる１）みんなで調べたこと 

を共有 
（調べる２）比較・分類・関連付 

けて考える 
ふりかえりタイム（まとめる）自分の考えのまとめ 
展開の中で協働的な学習場面を設定していく 

こととした。特に、みんなタイムでは、調べた 
事実を確かめる時間から特色や意味を考える時 
間へと学習内容の深まりを保障し、振り返りで 
は、本時の問いのまとめと学び方を振り返るようにした。その際の授業づくりの手立てを下に整理した。 
 
 

 つかむ  →  調べる  →  まとめる・いかす 

つ
か
む 

 
 
 

 
じ 
ぶ
ん
タ
イ
ム 

 

み
ん
な
タ
イ
ム
１ 
み
ん
な
タ
イ
ム
２ 

 

 

ふ
り
か
え
り
タ
イ
ム 

 

 
 
 
 

３の矢 

友達と学ぶ 

調べたことや考

えたことを共有

し、協働的に考え

を広め深め合う

授業 

 

 

２の矢  
自分で学ぶ 
必要な学習技能 
を身に付け、一人 
学びができる 
授業 

学びの基本（授業を支える土台） 
○話し方  ○聞き方  ○ノートの書き方  ○一人学習の仕方  ○グループ学習の仕方 

○発表の仕方      ○質問の仕方    ○話し合いの仕方   など 

 

１の矢 
見通しをもつ問
いやめあてを明
確に意識できる
授業 

社会的事象
について疑
問をもつ。 
ノートや短
冊などに記
述する。 

 

 

 

学習問題に
対して予想
を立てる。 
ノートや短
冊などに記
述する。 

 

 

 

問いについ
て調べて分
かる。 
ノートやワ
ークシート
などに記述
する。 

 

 

 

問いに対し
て自分の考
えをもつ。 
ノートやワ
ークシート
などに記述
する。 

 

 

 

 

一人一人の
疑問を出し
合って共有
し、ノート
などに追記
する。 
 

 

 

学習問題の
予想を話し
合って共有
する。 
 

 

 

 

調べて分か
ったことを
確かめ合っ
て共有し、
ノートなど
に追記する 

考えを出し
合って考え
を広めて、
ノートなど
に追記す
る。 

 

 

 

 

疑問を分類
関連付けて
集約して学
習問題の設
定に向けて
話し合う。 
 

 

 

学習問題に
対する予想
を分類して
学習計画に
ついて話し
合う。 

 

 

 

調べて分か
ったことを
比較・分類
関連付けて
特色や意味
を考えて話
し合う。 

 

 

学習問題の
結論につい
て考えを出
し合い、大
切なことを
話し合
う。 

 

問題意識や追究意欲をもつとともに、その時間の

めあてや問いを明確にし、追究の見通しをもつ。 

 

 

・意欲を高める導入 
・問いを生む資料の工夫 
・ICTの活用 
・課題設定、学習計画 
・発問 

・各教科で身に付けるべ

き学習技能の分析と定

着 

・情報収集、情報の整理 

・技能習得カード 

・学びが見える板書・掲

示 

・ペア学習やグループ学

習 

・思考ツールや ICT の効

果的な活用 

・発問や問い返し 

・教師の個別支援 

 
４の矢  

学びを振り返る 

学んだことを振 

り返り、学びを価 

値づけ、次の学び 

につなげる授業 

・振り返りの方法や工夫 

・学び方カードの活用 

・単元を通した評価計画 

・学んだことの価値付け 

・次時への見通し 

・めあてや問いについて学習したことを振り返っ
て自分の言葉でまとめる。 

・自分の学習の進め方を振り返って、次の時間に
向けて改善していく。 

・自分の成長を振り返り、自信をもって、新たな
学びに向かっていこうとする。 

 
・ 

四 谷 小 ス タ イ ル の 授 業 づ く り 



（５）研究の経過 
時 期 校内研究の取組計画 研究推進委員会 

４月 ２日（火） 
 

４ 日（火） 
 
２４日（水） 

 

研究全体会① 
・研究内容、研究計画、組織の確認 
研究全体会②→研究部会 
・研究資料作成へ向けて 
研究全体会③ 
・学習指導案や授業研究の進め方 
・アンケート分析結果の報告  

講師：文部科学省教科調査官 小倉 勝登先生 

アンケート調査Ⅰの 

実施と分析 

年間の指導単元の検討 

検証授業単元の決定 

学習指導案のプロット等の検討 

５月 ８日（水） 
 
 

 ９日（木） 

研究全体会④ 
・実践単元のポイントと学習評価について  

講師：国士舘大学教授 澤井 陽介先生 
研究部会（研究資料作成） 

学習指導要領解説（小学校社会）の分

析と評価方法 

研究部会の研究内容の検討 

６月 ５日（水） 
 

研究全体会⑤ 
・３年指導案の確認 
・研究部会の協議→学年部会 

社会科授業作りの手立ての共通理解 

３年：指導計画案検討１７日（月） 

本時案検討 ２５日（火） 

７月 ５日（水） 
 

検証授業① 第３学年「わたしたちのくらしと 
販売の仕事」 

講師：聖徳大学大学院教授 廣嶋 憲一郎先生 

検証授業で共通理解したいこと、研究

協議会の流れの確認 

夏季休業 
７月２３日（火） 

 

 
研究全体会⑥→学年部会→研究推進委員会 
・学年部会の２学期研究授業単元の検討① 

２学期単元、検証授業単元の指導計 
画・本時案検討 

 

８月２３日（金） 
 
 
 

研究全体会⑦ 
・学年部会の２学期研究授業単元の検討② 

（学年ごとに指導・助言） 
講師：文部科学省教科調査官 小倉 勝登先生 

９月１１日（金） 
 

研究全体会⑧ 
・研究部会の研究内容の確認 

研究部会の研究内容の方向性の確認 

部会の報告と今後の予定 

１０月２４日（木） 
 
 
 

３０日（金） 
 

検証授業② 第２学年「もっと なかよし 
 まちたんけん」 

講師：新宿区教育委員会指導主事 北中 啓勝先生 
 
検証授業③ 第４学年「水害からくらしを守る」 
講師：聖徳大学大学院教授 廣嶋 憲一郎先生 

２年：指導計画案検討 ２日（水） 

本時案検討  ７日（月） 

４年：指導計画案検討１０日（木） 

本時案検討 １５日（火） 

６年：指導計画案検討２９日（火） 

 

１１月２０日（金） 
 
 
 

検証授業④第６学年「長く続いた戦争と 
新しい日本の国づくり」 

講師：文部科学省教科調査官 小倉 勝登先生 
 

６年：本時案検討   ８日（金） 
１年：指導計画案検討 ８日（金） 

本時案検討 １４日（木） 

４年：指導計画案検討２０日（水） 
本時案検討 ２７日（水） 

１２月 ３日（金） 
 
 
１１日（水） 

 
 

検証授業⑤ 第１学年「つくろう あそぼう」 
講師：新宿区教育委員会統括指導主事  

波多江 誠先生 
検証授業⑥ 第５学年「情報を活用して発展する 

販売業」 
講師：文部科学省教科調査官 小倉 勝登先生 

研究協議会用報告書作成 

（研究のまとめ） 

発表プレゼンの作成 

 

冬季休業 
 

 研究紀要のページ構成などの検討 
発表プレゼン、報告書原稿の修正 

１月 ７日（火） 
１０日（金） 

 
 

３１日（金） 
 

研究全体会⑨（研究部会での提案内容の検討） 
研究全体会⑩（研究への指導助言） 
講師：文部科学省教科調査官 小倉 勝登先生 

→研究部会での提案内容の検討 
検証授業⑦ 第４学年「世界とつながる大田区」 
講師：聖徳大学大学院教授 廣嶋 憲一郎先生 

４年：指導計画案検討１０日（金） 

６年：指導計画案検討１５日（水） 

４年：本時案検討  １６日（木） 

６年：本時案検討  ２２日（水） 

研究協議会配布資料の作成 

２月 ７日（金） 
 

１２日（水） 
 

国研教育課程研究指定校研究協議会発表 
（研究の中間まとめ） 

検証授業⑧ 第６学年「わたしたちのくらしと 
日本国憲法」 

講師：聖徳大学大学院教授 廣嶋 憲一郎先生 

研究紀要の作成（～３月中旬まで） 

研究部会資料作成 

３年：指導計画案検討１３日（木） 

本時案検討  ２０日（木） 

３月 ６日（金） 
 

１１日（水） 
 

検証授業⑨ 第３学年「新宿区の移り変わり」 
           ※臨時休校により中止 
研究全体会⑪（研究部会からの報告、 

令和２年度研究計画） 

アンケート調査Ⅱの実施と分析 

研究紀要締切    ２４日（火） 

印刷所入稿     ２６日（木） 

 



 

Ⅱ 各学年の実践 

生活科（低学年分科会）の取組 

１ 生活科の目標について 

具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、自立し生活を豊かにし

ていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、それらの関

わり等に気付くとともに、生活上必要な習慣や技能を身に付けるようにする。 

（２）身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、自分自身や自分の生活について考え、表

現することができるようにする。 

（３）身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学んだり生活を豊かにしたり

しようとする態度を養う。  ※「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説生活編」より 

 

２ 生活科の特質について 

 

 

 

 

 

 

  上記のような特質上、生活科では体験を重視し、体験を通して気付きを高めていくことが重要であ

ると考える。そのため、教師の役割はコーディネーター的な要素が強くなることを自覚し、各単元で

の指導に当たっていく。 

 

３ 低学年部会の目的 

○生活科と社会科の接続に関する研究 

                  低学年分科会では、第１学年及び第２学年の生活科の学習が

第３学年からの社会科の学習にスムーズにつながっていくよう

に、各単元の指導計画を社会科の４つの学習過程を踏まえた３

つの学習過程にして計画している。 

また、児童自身が学習過程を意識して取り組めるように、活動

のゴールイメージをもたせ、見通しがもてるようにしたり、毎時

間の振り返りをカードなどで行ったりすることで主体的に学習

に取り組む態度の育成を踏まえた指導を目指している。 

 

○地域に関わる単元の授業実践 

 四谷の地域は自然の少ない場所ではあるが、児童にとっては生活の場であり、公園や児童館などの

遊ぶ施設や日常的な買い物を行う場所は徒歩圏内に複数存在している。また、スマイルクラブという

地域の方々のサポーター制度があり支援を受けやすいことを生かし、計画的に授業を行っていくこと

で、充実した活動を安全に進めていくことが可能である。 

①子どもの身近な生活圏を活動や体験の場や対象にする。 

②子どもの身近な人や社会、自然と関わる活動を重視する。 

③子どもの思いや願いをはぐくみ、意欲や主体性を高める学習過程にする。 

④対象についての気付きとともに、自分自身に気付くことができる。 

⑤子どもの姿を丁寧に見取り、働きかけ、活動の充実につなげる。 

＜社会科＞ 

つかむ 

↓ 

調べる 

↓ 

まとめる 

↓ 

いかす 

＜生活科＞ 

であう 

↓ 

調べる 

(かかわる) 

↓ 

ひろげる 



 

指導者 1年３組 舟山 貴博  
 

 

１ 単元名  「つくろうあそぼう」（16時間） 

 

２ 単元の目標と観点別評価規準 

（１）単元の目標 

身近な自然物や、身の回りにあるものを使って、おもちゃを工夫してつくったり、遊び方を工夫したり

して、遊びの面白さや自然の不思議さに気付き、安全に気を付けて、みんなで遊びを楽しむことができる

ようにする。 

 

（２）単元の観点別評価規準 

生活への 

関心・意欲・態度 

活動や体験についての 

思考・表現 

身近な環境や自分についての 

気付き 
身近な自然物を使って、遊

びに使うものをつくったり、
遊んだりすることに関心をも
ち、みんなで楽しく遊ぼうと
している。 

 自然物や身の回りにあるも
のを利用して、遊びに使うもの
を工夫して作ったり、みんなが
楽しく遊べるように、約束やル
ールを考えたりしながら、みん
なで楽しく遊んでいる。 

 自然物を利用して遊んだり、遊
びに使うものを作ったりすること
の面白さや、自然の不思議さ、秋の
自然物を使ってみんなで遊ぶこと
の楽しさに気付いている。 

 

３ 単元の位置付けと教材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元は新学習指導要領の内容（６）「自然や物を使った遊び」を元にして、（５）「季節の変化と

生活」と（８）「生活や出来事の交流」と合わせ、単元の内容を構成した。 

本単元は、前単元である「たのしいあきいっぱい」の学習を受け、構成している。この単元は、秋の

校庭や公園で身近な自然と関わり、それらを利用して遊ぶことを通して、秋の自然や、夏との違いや変

化に気付いたり、自分たちの生活を楽しくしたりすることができるようにすることを目標としている。

前単元で、身近な自然を利用して、遊びを作り出す面白さに気付き、伝え合いや交流することの楽しさ

を味わう活動を十分に行い、本単元でそれらの活動を深めていくことで、本単元の主たる内容である

（６）「自然物や物を使った遊び」が充実した活動となると考える。 

第１学年 生活科学習指導案 

 



４ 研究主題との関連 

（１）学習課題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 

   本単元での活動の中心は、秋の素材を生かしておもちゃ作りを行うことである。前単元で経験した簡

単な遊びを発展させ、児童一人一人が自分の作りたいおもちゃのイメージをもち、製作活動に取り組ん

でいく。 

①座席やグループの工夫 

活動の中で、同じおもちゃを作る児童同士が関わり合ったり、おもちゃで遊ぶことを通して互いに認

め合ったり高め合ったりできるように、場面に応じて通常の座席だけでなく、生活班や新たに作ったグ

ループでの活動を計画した。 

 

  ②繰り返し活動での思考の深まりと気付きの質の高まり 

   本単元では、「おもちゃを作る→遊ぶ→改良する」という活動を３回計画している。１回目は自分で遊

んでみて改良する、２回目は友達と遊んでみて改良する、３回目は遊ぶ相手を意識して改良するという

ように、目的意識をもって取り組むようにする。２回目と３回目の活動では、友達におもちゃで遊んだ

感想やアドバイスを付箋に書いて渡すことにした。一人一人の活動が活性化し、思考が深まり気付きの

質が高まると考えた。 

 

（２）児童の主体的に取り組む態度の育成方法と学習状況の評価方法の工夫 

  ○振り返りカードの活用 

   体験で終わらず、気付きを言葉にして残せるように、振り返りカードを活用した。授業の始まりに毎

回のめあてを確認し、活動に取り組ませていく。そして、授業の終わりには「進んで活動できたか・工

夫して活動できたか」の２項目を毎回チェックし、単元を通しての自己の変容が実感できるようにして

いる。また、「きづいたこと・つぎにむけて」の記述を教師が毎回確認して次時の活動の計画を立てるこ

とで、毎回の活動がより児童の実態に即した内容となるようにした。このように振り返りカードを活用

して児童一人一人の活動状況を把握することにより、児童が主体的に学ぶことができるよう指導に生か

すとともに、より適切な評価が可能になると考えた。 

 

    



５ 単元の指導計画(全１６時間)  

で

あ

う 

             ～前単元での子どもたちの願い～ 

〇公園で集めた葉や木の実、身の回りから集めた材料を使って遊び、おもちゃづくりへのイメー

ジをもつ。 

 

 

 

 

  〇主な学習活動      児童の学び 

●評価の活動 

・指導上の留意点 ■評価 

か

か

わ

る 

１ 

 

 

〇自分の作るおもちゃの計画書を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●作ってみたいおもちゃをワークシート

に記入する。 

・前単元の「たのしいあき いっ

ぱい」と関連させ、葉や木の実

などの、自分たちで集めた自

然物で作ったり、遊んだりす

る活動への意欲化を図る。 

・教科書 P76～77の「おもちゃず

かん」を参考にして、自分の作

るおもちゃへのイメージをも

たせる。 

・教師が作ったおもちゃを提示

し、製作への関心を高める。 

■自分たちで集め

た葉や木の実に

関心をもち、そ

れらの特徴を生

かしたおもちゃ

や楽器を作ろう

としている。

【関・意・態】 

（ワークシート） 

 

 ２ 

・ 

３ 

 

〇おもちゃや楽器を工夫して作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●おもちゃを作って工夫したことを振り

返りカードに記入する。 

・道具の使い方について、教科書

などを活用して指導し、安全

面に十分配慮する。 

・計画書を基に材料を工夫して

おもちゃや楽器の製作に取り

組めるようにする。 

■集めた自然物の

中から、使って

みたいものを選

び、試したり、見

立てたりして、

工夫しながらお

もちゃや楽器を

作っている。 

【思考・表現】 

(行動・観察・振

り返りカード) 

 ４ 

・ 

５ 

 

〇作ったおもちゃや楽器で友達と一緒に

遊びながら、もっと楽しく遊べるように

改良する。 

 

 

 

 

 

 

 

●おもちゃで遊んでみて気付いたことを

振り返りカードに記入する。 

・作ったおもちゃを生活班の友

達と遊ぶ場を設定する。 

・遊びながら、作り直したり、ル

ールを変更したりするなど、

工夫を重ねる活動を促すよう

な支援や言葉がけを行う。 

・遊びを通して、よいところや気

付いたところを付箋に書いて

伝えられるようにする。 

 

 

 

 

■実際に遊ぶ中

で、みんなが楽

しく遊べるよう

に考え、遊びの

ルールや約束を

工夫している。

【気付き】 

（振り返りカード） 

 

友達のおもちゃでも 

遊んでみたいな。 

迷路を作るのが、楽しみだな。 

もっと道を長くするといいと思うよ。 

落ち葉やどんぐりで、冠を作って楽しかったな。 今度は、どんぐりで迷路を 

作りたい。どうやって作ろうかな。 

。 

どんぐりの他に、必要な材料は何かな。 

どんぐり迷路を作りたいな。 

もっと楽しませたいな。 

あっという間にゴールしたから、道

を増やして、迷路を長くしたよ。 

 



 ６ 

 

〇作ったおもちゃの遊び方説明書を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●作ったおもちゃの工夫した点やみんな

で楽しめる遊び方をワークシートに記

入する。 

・事前に作ったおもちゃの写真

を撮り、ワークシートに貼れ

るようにしておく。 

・前時の付箋を活用し、友達の意

見を生かして、遊び方説明書

を書かせる。 

・友達と遊びながら、作り直した

り、ルールを変更したり、友達

と比べて気付いたことなども

書かせることで、自分の工夫

を振り返らせる時の手がかり

とさせ、児童の思考を深めさ

せる。 

■自分のおもちゃ

の工夫した点や

みんなで楽しめ

る点を表現する

ことができる。 

【思考・表現】 

(ワークシート) 

 

 ７ 

・

８ 

〇お店屋さんごっこをして友達の工夫を

見つける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お店屋さんごっこをして気付いたこと

や感想を振り返りカードに記入する。 

・遊ぶ時間を十分確保できるよ

うに、遊ぶ場の準備はできる

だけ簡単に済ませる。 

・遊びの途中で、随時改良しても

よいことを伝えておく。 

・遊ぶ人を前後半に分け、交代で

各グループを回り、遊べるよ

うにする。 

・友達のおもちゃで遊んだ後に、

おもちゃを作った友達やグル

ープに感想を付箋に書いて伝

える時間を確保する。 

 

■作ったおもちゃ

を使ってお店屋

さんを開き、自

分以外のおもち

ゃを使ってみん

なで楽しもうと

している。 

【関・意・態】 

（行動・観察・振り

返りカード） 

 

 ９ 〇前時の活動を通して気付いたことを振

り返り、これからの活動の計画を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●次時の願いを振り返りカードに記入す

る。 

・自分が工夫したことを言葉に

することで、気付きを自覚化

させるとともに、友達の作っ

たものには、自分のものとは

違うよさがあることに気付か

せる。 

・子ども園との交流を計画する。 

 

 

上手に作れたから他の人に

も遊んでもらいたいな。 

工夫して作ったよ。 

みんなに自慢したいな。 

そういえば、子ども園の園児が、

遊んでいるとき見ていたよ。 

とがったどんぐりは、ぶるんぶ

るんとまわったよ。まるいどん

ぐりの方が、びゅんびゅんと長

く回るよ。 

競争すると、みんなで

遊べて楽しいよ。 

どんぐりの大きさや種類によって、

回り方が違うね。 

お店屋さんって楽しいな。 

もっと他の人にも遊んでもらいた

いな。 

子ども園の子たちにも遊んでもら

いたいな。 
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本

時 

〇園児に楽しく遊んでもらうためには、お

もちゃや遊び方をどう工夫したらよい

かを話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●園児に楽しんでもらうための改良点を

ワークシートに記入する。 

・園児が楽しく遊ぶためには、お

もちゃの強度を増したり、遊

びのルールを簡素化したりす

るなどの工夫が必要なことに

気付かせる。 

・友達からもらったアドバイス

も参考にさせ、考えさせる。 

・「園児が楽しめるように」とい

う観点を大切に、話し合いを

させる。 

・遊び方について、自分の考えを

伝えると同時に、友達の考え

を聞き合えるような時間を確

保する。 

■相手が園児であ

ることを考え、

遊びのルールや

約束を工夫して

いる。 

【思考・表現】 

(ワークシート・

振り返りカー

ド) 

 

 11 

・ 

12 

〇園児に楽しんでもらうために、おもちゃ

を改良する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●改良する視点をもっておもちゃやルー

ルの改良に取り組んでいる。 

・ルール、おもちゃの改造など、

前時に出たグループごとの工

夫をもとに、おもちゃの改良

をし、お店屋さんの準備を行

わせる。 

・役割を分担して準備を行い、早

く終わった児童には、他の役

割を分担している友達の手伝

いをさせるなどして、学級全

体で、楽しいお店屋さんの準

備をするのだという意識をも

たせる。 

■相手が園児であ

ることを考え、

遊びのルールや

約束を工夫し、

みんなで楽しめ

るようにする。 

【思考・表現】 

（行動・観察・振り

返りカード） 

 13 

・ 

14 

〇園児を招待して、「おもちゃやさん」を

する。 

 

 

 

 

 

●こども園の子たちに遊んでもらい気付

いたことを振り返りカードに記入する。 

・活動にあたっては、安全確保に

十分留意するとともに、園児

の安全を守る立場にあること

を含めて、児童にも改めて安

全指導を行う。 

・活動の中で、園児の様子を気に

かけたり、園児に感想を聞い

たりするような言葉かけをさ

せる。 

■自分たちが、園

児を楽しませる

ことができたこ

とが分かり、自

分自身の成長に

気付いている。

【気付き】 

（振り返りカード） 

 15 〇「おもちゃやさん」で頑張ったことを発

表する。 

 

 

 

 

 

●おもちゃやさんをやってみて気付いた

ことや友達の発表を聞いて気付いたこ

とを振り返りカードに記入する。 

・自分が工夫したことを言葉に

することで、気付きを自覚化

させるとともに、友達の作っ

たものには、自分のものとは

違うよさがあることに気付か

せる。 

■自他のおもちゃ

屋さんには皆が

楽しむための工

夫が施されてい

ることに気付い

ている。 

【気付き】 

（振り返りカード） 

子ども園の友達に楽しんでもらう

ために、ルールを簡単にしよう。 

お手本を見せると分かりやすいな。 

優しく教えてあげよう。 

ルール説明が分かりにく

い所があったよ。 

○○さんは教えるのが

上手だったよ。 

子ども園のお友達が楽しめるように、

ルールを説明してあげよう。 

こども園の子たちにわか

りやすく説明できたよ。 



ひ

ろ

げ

る 

16 〇学習の振り返りを行う。 

 

 

 

 

●本単元を行ってみて気付いたことや次

時への願いを振り返りカードに記入す

る。 

・３学期以降も、様々な活動の中

で、園児や他学年との交流 

ができるように、児童が願い

を聞き合い、今後の活動を広

げられるような意欲付けをす

る。 

■本単元を振り返

りこれからの活

動に生かそうと

している。 

【関・意・態】 

（振り返りカード） 

           

６ 本時の指導 （10／16時）                           

（１） 本時のねらい 

  おもちゃやルールなど子ども園の園児と楽しむための工夫を考え表現することができる。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応 ◎資料 □指導上の留意点 ・【評価】 

導
入
（
１
０
） 

〇前時の振り返りカードから本時の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇楽しんでもらうためには、どんなところを変えればい

いのか予想する。 

 

 

◎前時で使用した振り返りカード 

感想が書かれた付箋 

 

□振り返りカードを見ながら、気付いた

こと、分かったことを発表させる。 

 

 

 

 

□本時のめあてを振り返りカードに書か

せる。 

□お店の相手が自分たちから園児に変わ

ったことを認識させる。 

 

□子どもたちの予想を板書し、改良して

いく視点を補助する。 

自
分
タ
イ
ム
（
７
） 

〇園児が楽しめるにはどうすればいいのかを自分で考

え、遊び方説明書に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇計画書、遊び方説明書を使い自分たちの遊びで改善で

きる点を報告書に書き込む。 

□自分たちのお店ごっこの時の振り返り

や感想の書かれた付箋などから、改善

する視点をもたせ、考えさせる。 

□小学校に入学する前と後で、自分がで

きるようになったことを認識させる。 

□実際の園児の写真を見せて、相手意識

をもたせる。 

◎計画書、遊び方説明書 

□報告書の写真から線を引き、自分の考

えた改善点と改善する場所を合わせさ

せる。 

また子ども園の友達と遊びたいな。 

またみんなで遊びたいな。 

本時のめあて：子ども園の子たちに楽しんでもらうための作戦を考えよう。 

 

 

子ども園の子たちは私たちよ

り小さいからどこを変えれば

いいかな？ 

まだひらがなも習っていない

から説明の仕方も変えたほう

がいいよ。 

子ども園の子たちと一緒に遊ぶの

楽しみだな。 

子ども園の子たちが楽しんで遊ぶ

には少しむずかしいかも・・・。 



み
ん
な
タ
イ
ム
（
２
０
） 

 

〇班ごとに自分たちの改善する点を話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□話し合いの仕方や順番を全体で確認す

る。 

◎遊び方説明書 

 

□途中で何班か発表させ、子ども園の子

たちに楽しんでもらうという目的や、

改善の視点を再度確認させる。 

 

□改良する点を班の作ったおもちゃやお

店の写真に書き込む。 

 

振
り
返
り
タ
イ
ム(

８) 

〇振り返りカードを使って本時を振り返り、次時の学習

につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

◎振り返りカード 

□次時に何の作業を進めていくのか見通

しをもたせる。 

 

・おもちゃやルールなど子ども園の園児

と楽しむための工夫を考え表現してい

る。【思考・表現】（ワークシート・振り

返りカード） 

 

 

（２） 本時の板書計画      

 

                                           

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

こどもえんの子たちにたのしんでもらうための 

さくせんをかんがえよう。 

 

ぼくは、子ども園の子たちがまだひらが

なを習っていないので、説明に絵を入れ

ればいいと思います。 

私は子ども園の子たちが楽しんで遊べる

ように、迷路をもっと簡単にしてあげれ

ばいいと思いました。 

来てくれた子たちにわかりやすいよう

に、実際にやりながら説明してあげた

り、ルールを簡単にしたりしようよ。 

今日考えた作戦で、友達と協力して準備

をしよう。 

友達と話したら、もっと改良するところ

が分かったよ。 

・みせばんがたのしか

った。 

・むずかしかったけど

できた。 

・ルールせつめいする

のがむずかしかった。 

・ほめてもらったから 

たのしくできた。 

・おもちゃ 

おもちゃをもっとかんたんにしたほう

がいいい。 

・ルール 

もっとわかりやすくしたほうがよさそ

う。 

・みせづくり 

かんばんをつけてあげたほうがわかり

やすい。  

どんぐりごまはん      けんだまはん      めいろはん    たいこ、マラカスはん 

・まわしかたをおしえてあげる ・はいるこつをおしえてあげる ・みちをかんたんにする ・いっしょにえんそうする 

・ルールをやりながらせつめいする ・はいったらほめてあげる  ・おうえんしてあげる ・しってるきょくでえんそうする 



７ 実践事例の成果と課題 

(１)学習課題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 

〇おもちゃ作りの際には、座席を生活班にしたり、同じおもちゃを作 

る児童同士が隣り合うように座らせたりして、学習場面に応じてグ 

ループを変えておもちゃを製作させた。友達と遊びながら作らせる 

ことで、お互いのおもちゃにアドバイスをし合ったり、よさを認め 

合ったりする様子が見られた。 

〇試しの遊びを繰り返し、児童がお互いに遊んだ感想やアドバイスを 

付箋に書き、交換したことで、おもちゃを工夫して改良することの 

楽しさを味わうことができた。また、もらったアドバイスを基に、 

おもちゃ作りを工夫することができた。 

〇話し合いの際には、「園児が楽しめるように」という観点を教師が意 

識させながら遊びの工夫を考えさせることができた。話し合いの途 

中で、何班か発表させ、園児に楽しんでもらうという目的や、改善 

の視点を確認させたことで、児童も視点を明確に話し合うことがで 

きた。 

 

 

 

●グループでの話し合いは、おもちゃの工夫について意見を出すこと 

ができた。しかし、一つ一つの意見を深めたり、さらに付け加えの 

意見を出したりしながら、グループ全員で決定する話し合いには至 

らなかった。１年生でも話し合いを進めていけるように、教師がグ 

ループに入り、話し合いの経験を重ねる必要がある。 

  

(２)児童の学習評価についての評価方法の工夫 

〇単元を通して毎時間の振り返りを一枚のカードで行ったことで、児 

  童が学習過程を意識して取り組み、活動のゴールイメージをもちな 

がら学習に取り組むことができた。前単元の「たのしいあき いっ 

ぱい」から、同じ書式のカードを使ったことで、カードの書き方に 

も慣れ、短時間で振り返ることができるようになった。 

〇めあてと振り返りを毎時間カードに記入させたことで、担任が児童 

一人一人の活動状況を把握することができた。特に、「気付き・次に 

むけて」の欄には、感想だけでなく「次はこうしたい。」など児童の 

毎時間の気付きを言葉に残し、単元を通して自己の変容を実感させ 

ることができた。 

 

 

 

 

●振り返りカードを使うことで、活動に主体的に取り組む児童の様子 

をみとることができた。しかし、児童の気付きの深まりについては、 

全ての児童から振り返りカードだけでは見切れない部分があった。 

「楽しかった。頑張った。」だけの振り返りで終わらないように発見 

カードの工夫や書かせ方の工夫が必要である。 

【児童の記述】 
・どんぐりごまのつまようじを短く切ると、びゅんびゅん回ることが分かった。 
・的入れの的を大きくすれば、どんぐりがたくさん入るから、子ども園の友達も楽しめると思う。 

【児童の記述】 
・次の授業では、子ども園の友達が楽しんでもらえるように、おもちゃを改良していきたい。 
・おもちゃの工夫をグループで考えたから、次の時間は、みんなで力を合わせて作りたい。 
 



第２学年 生活科学習指導案 

指導者 ２年２組 大木 雅也 

１ 単元名  「もっと なかよし まちたんけん」（２０時間） 

 

２ 単元の目標と観点別評価規準 

（１） 単元の目標 

質問をしたり、いっしょに何かをしたりするなどして、地域の人々と関わる活動を通して、地域

には生活したり、働いたりしている人がいることや、それらの人々と自分たちの生活との関わりに

気付き、地域の人々に親しみや愛着をもつとともに、人々と適切に接したり、安全に生活したりす

ることができるようにする。 

（２）単元の観点別評価規準 

生活への関心・意欲・態度 
活動や体験についての 

思考・表現 
身近な環境や自分についての気付き 

①地域の人々や様々な場所に関心をもっ

て関わろうとしている。 

②地域の人々の様子や様々な場所につい

て、見たり、調べたりしようとしている。 

③地域の一員として、マナーを守り、安全

に気を付けて活動しようとしている。 

④自分の好きな場所や人、心に残った出来

事などを伝えようとしている。 

⑤相手に分かりやすい発表の仕方を考え、

練習している。 

⑥自分の好きな場所や人、心に残った出来

事などを分かりやすく伝えたり、友達の

発表を進んで聞いたりしている。 

①行きたい場所や会って

みたい人、してみたい

ことを決めている。 

②相手や場に応じた行動

について考え、活動の

計画を立てたり、約束

を決めたりしている。 

③好きになった場所や親

しくなった人々などの

ことを振り返り、自分

なりの方法で表現して

いる。 

①地域には様々な場所があり、そこ

には多様な人々が生活している

ことに気付いている。 

②地域には様々な場所があり、それ

らの仕事に携わっている人がい

ることに気付いている。 

③地域で生活したり働いたりして

いる人々の思いや、自分たちの生

活との関わりに気付いている。 

④親しみや愛着のある場所が増え

たり、人々と適切に接したりする

ことができるようになった自分

に気付いている。 

 

３ 単元の位置付と教材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１） 本単元の教材について 

本単元は、新学習指導要領第３章第２節生活の内容(3)に基づいて設定した。 

 

 

 

 

１回目のまち探検で、児童は、自分たちの住む四谷地域には様々な場所があることに気付いた。２回

目に行うまち探検では、四谷地域に生活する人々の思いに気付き地域に愛着をもつことを目的とする。 

1回目のまち探検では、自分の住んでいる地域に対して関心を向けるために、住んでいる家の周りに

ある、興味をもった場所について紹介し合った。児童は、自分が普段目にしている気に入ったものや場

所を友達と紹介し合い、友達の発表を聞くことによって、よく知らない場所や行ったことのない場所に

興味をもち、まち探検の活動への関心・意欲を高めた。そして、実際に探検に行くことで、今まで知ら

ないものや場所に気付き、地域に親しみをもつことができた。 

2回目のまち探検では、1回目のまち探検を基にし、四谷の地域で生活したり働いたりしている人々

に焦点を当てる。まち探検では、その場所を利用する人やそこで働く人たちにインタビューしたり質問

をしたり、話したりして関わる活動を充実させる。そうした活動を通して、自分たちが生活している地

域には、たくさんの人々が関わっていることが分かり、さらに地域に対して親しみや愛着をもち、地域

の人々と適切に接することができるようになると考えた。 

 

４ 研究主題との関連 

（１） 学習課題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 

児童の気付きの質を高めるためには、自分との違いや新たな視点を児童同士で話し合い、伝達し合う

ことが大切である。そのため、まち探検で見学やインタビューしてきたことを発表するための方法を話

し合う際には、活発に意見交換できる手だてが必要である。 

本時では、まず付箋を用いて発表方法、その理由を考える。次にグループになりピラミッドチャート

を使用して友達と話し合う。そして「それがなぜなのか」理由を話し合っていく活動を通して、よりよ

いものがどれなのかを選択をしていく。また発表の中で自分たちのグループとは違う視点や共通点に

気付くことができるようにする。友達との意見を比較することが児童の気付きへの深まりにつながる。 

（２）児童の主体的に学習に取り組む態度の育成方法と 

学習状況の評価方法の工夫 

○振り返りカードの活用 

学習問題の追究の見通しをもち、個人や集団で学習調 

整をしながら進めていくために必要な態度や技能を児童 

の発達段階や指導内容を踏まえて具体化して児童に示す 

ことで、自己の学びを振り返る指標することが期待でき 

ると考えた。本単元では、児童が自己の学びを振り返る 

ために、振り返るための問いの工夫と学びのプロセスに 

即して作成した「学びの振り返りカード」を活用した。 

（３） 地域に関わる活動を通して、地域の場所やそこで生活したり働いたりしている人々につい

て考えることができ、自分たちの生活は様々な人や場所と関わっていることが分かり、それ

らに親しみや愛着をもち、適切に接したり安全に生活したりしようとする。 



５ 単元の指導計画（全２０時間） 

 時 ○主な学習活動 

児童の学び 

・指導上の留意点 

 

■評価 

で

あ

う 

１ 〇自分のお気に入りの場所や興味のある場

所、知っている場所などを話し合う。 

 

 

 

・自分の生活している地

域の中で、お気に入り

の場所や興味のある場

所などを紹介し合うこ

とができるようにる。 

・知っている場所の絵を

かき、地図に貼る。自

分の住んでいる周りに

何があったか想起させ

る。 

■地域の人々や様々な

場所に関心をもって

関わろうとしている。 

【関・意・態】 

（観察・行動） 

 ２ ○自分が行きたい場所を決め、探検の計画

を立てる。 

 

 

 

・行きたい理由を明確に

させ、行きたい場所を

決めるようにする。 

■行きたい場所や会っ

てみたい人、してみ

たいことを決めてい

る。 

【思考・表現】 

（ワークシート） 

 ３

・

４ 

○探検の計画や、ルール、マナーを確認

し、探検に出かける。（グループごと） 

 

 

 

 

 

 

・校外で活動するときの

安全やマナーについて

の約束を確認する。 

 

■地域の人々の様子や

様々な場所につい

て、見たり、調べた

りしようとしてい

る。【関・意・態】 

（行動・観察） 

■地域には様々な場所

があり、そこには多

様な人々が生活して

いることに気付いて

いる。【気付き】 

（振り返りカード） 

 ５ 

・

６ 

○１回目の探検で分かったことをグループ

ごとに発表する。 

 

 

 

 

・探検で分かったことを

発表し合うまとめの活

動へ見通しをもたせ、

さらに知りたいことを

考えられるようにす

る。 

■好きになった場所や

親しくなった人々な

どのことを振り返

り、自分なりの方法

で表現している。 

【思考・表現】 

（行動・観察・ワーク

シート） 

 

人に会ったらあいさつをし

よう。 

 

いつも三栄町公園で遊んで

いるよ。 

 

学校に来る途中にお寺があ

るよ。 

友達と遊んでいる公園に

行きたいな。 

道の歩き方に気を付けよう。 

初めて知るお店がたくさんあ

ったよ。 



  ○さらに知りたいことを話し合い、２回目

の探検の計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

・前時で子どもたちが発

表したことを掲示し、

話し合いを進めやすく

する。 

■地域の人々の様子や

様々な場所につい

て、見たり、調べた

りしようとしてい

る。 

【関・意・態】 

（行動・観察・ワーク

シート・振り返りカ

ード） 

か

か

わ

る 

７ 

・

８ 

 

 

○探検の計画やルール、マナーを確認して

２回目の探検に出かける。（グループ） 

 

 

 

 

 

 

 

・金駒   ・坂本屋  ・東京堂 

・光タイヤ ・大久保碁盤店 ・わかば 

・ＺＯＯ  ・西念寺  ・塩湯 

・スマイルクラブの方々

に協力を依頼して、グ

ループごとに探検に行

く。 

・探検に行く場所や施設

に教師が事前に連絡を

取り、協力をお願いす

る。 

・何を聞きたいかをグル

ープで話し合い、決め

られるようする。 

■地域の一員として、

マナーを守り、安全

に気を付けて活動し

ようとしている。 

【関・意・態】 

（行動・観察） 

 

 ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○探検を振り返り、見つけたことや気付い

たことをカードにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

・写真を掲示して探検を

振り返りやすくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自分の好きな場所や

人、心に残った出来

事などを伝えようと

している。 

【関・意・態】 

（行動・観察） 

■地域には様々な場所

があり、それらの仕

事に携わっている人

がいることに気付い

ている。【気付き】 

（ワークシート） 

■好きになった場所や

親しくなった人々な

どのことを振り返

り、自分なりの方法

で表現している。 

【思考・表現】 

（振り返りカード） 

「わかば」にもう一度行って

インタビューしたい。 

「塩湯」のお風呂場の様子

や働く人のお話を見たり聞

いたりしたいな。 

塩湯は１００年前からあるこ

とを知ったよ。 

お客さんの笑顔を見ると嬉し

くなると言っていたよ。 

他のグループの場所

のことも知りたいな。 

お店の人にも勉強したこと

を伝えたいな。 

他の場所にも行ってみたい。

坂本屋のお店の人にカステラ

をどうやって作っているか聞

いてみたい。 
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本

時 

 

 

 

 

 

 

〇グループごとに発表の方法を話し合う。 

 

 

 

 

 

 

〇司会を決めて話し合

う。 

〇話し合いを進めやすい

ように、賛成・反対の

意見に分ける。 

 

 

 

 

 

■好きになった場所や

親しくなった人々な

どのことを振り返

り、自分なりの方法

で表現している。 

【思考・表現】 

（行動・ワークシー

ト） 

 

 

ひ

ろ

げ

る 

11 

・ 

12 

・ 

13 

・ 

14 

〇グループごとに報告会の準備をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発表方法のモデルを示

し、他のグループに伝

わりやすい紹介文を考

えられるように指導す

る。 

・1グループごとに前後

半に分かれ、発表でき

るようにする。(他のグ

ループの発表を見せら

れるようにする。) 

■自分の好きな場所や

人、心に残った出来

事などを伝えようと

している。 

【関・意・態】 

（行動・観察） 

 

■好きになった場所や

親しくなった人々な

どのことを振り返

り、自分なりの方法

で表現している。 

【思考・表現】 

（行動・ワークシー

ト） 

 

 15 ○発表の分担、声の大きさ、話す速さを確

認し、グループで発表の練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分かりやすい発表にす

るためのポイントが理

解できるようにする

（声の大きさ・視線・

資料の見せ方等）。 

 

・自分たちの発表を動画

で撮影して確認しなが

ら練習させる。 

 

 

■相手に分かりやすい

発表の仕方を考え、

練習している。 

【関・意・態】 

（行動・観察・振り

返りカード） 

 

絵を見せてから、話し始め、

話した後、絵を見る時間が

あるといいね。 

話しているところがどこなの

か分かるように、新聞を指し

ながら話すといいね。 

「わかば」に行って分かったこ

とを他のグループにも伝えた

いな。 

色々聞いたけど、どこをクイズ

に出そうかな。 

「塩湯」の人の笑顔の写真を見

せたいな。利用している人と話

すことが嬉しいと言っていた

から。 

他のグループの友達に伝わる

ように、どんなポスターにす

ればいいかな。 
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・

17 

 

○学年で報告会を開き、見つけたことを発

表する。（お店の方も招待する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発表する時に大切なポ

イントを確認してか

ら、発表を始めるよう

助言する。 

 

■自分の好きな場所や

人、心に残った出来

事などを分かりやす

く伝えたり、友達の

発表を進んで聞いた

りしている。 

【関・意・態】 

（行動・観察） 

■親しみや愛着のある

場所が増えたり、

人々と適切に接した

りすることができる

ようになった自分に

気付いている。 

 【気付き】 

 （発言、振り返りカ

ード） 
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・ 

19 

○学年合同で報告会を開いて、〇〇さんを

招待する。 

 

 

 

 

・地域には様々な場所が

あり、多くの人々が自

分たちの生活を支えて

いることに気付くこと

ができるようにする。 

■自分の好きな場所や

人、心に残った出来

事などを分かりやす

く伝えたり、友達の

発表を進んで聞いた

りしている。 

【関・意・態】 

（行動・観察） 

■地域で生活したり働

いたりしている人々

の思いや、自分たち

の生活との関わりに

気付いている。 

【気付き】 

（振り返りカード） 

 20 〇学習の振り返りをする。 

 

・地域の人々と自分たち

の生活との関わりに気

付くことができるよう

にする。 

 

■本単元を振り返りこ

れからの活動に生か

そうとしている。 

【関・意・態】 

（行動・観察・振り

返りカード） 

 

 

大きな声ではっきりと発表で

きた。写真を見せるタイミン

グもよかった。写真を見て、驚

いてくれて、嬉しかったよ。 

お世話になったお店の人にも

伝えたい。ありがとうを言い

たい。 

それってすごい。私もそのお

店に行きたい。 

お店の人となかよくなっ

て、まちのことがよく分か

るようになった。もっとい

ろいろなところに行って

みたいな。 

四谷の町にはたくさんの人が

働いていて、私たちの生活を

支えてくれているんだ。 



６ 本時の指導 （１０／２０時）                           

（１）本時のねらい 

探検したお店や親しくなった人々のことを発表するために、どんな発表にするか友達と伝え合うこと

ができる。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応 ◎資料 □指導上の留意点 【評価】 

導
入 

〇前時を振り返り、たんけん場所を確認する。 

〇自分がまとめカードに書いたことを確かめる。 

・～だった、すごい。 

・～を教えたい。 

・他のグループのことを知りたい。 

 

◎前時で使用した振り返りカード 

 

□振り返りカードを見ながら、気付いた

こと、分かったことを発表させる。 

 

自
分
タ
イ
ム 

〇発表の方法を自分で考える。 

・クイズ  ・劇 

・新聞   ・ポスター  

・写真   ・作文 

□これまでの学習で行った発表方法を想
起させる。 

◎付箋 

□自分でよいと思う方法を赤字、わけを

黒字で書く。 

み
ん
な
タ
イ
ム 

〇どの方法で発表したほうがよいか、なぜその方法を選

んだかをグループで話し合う。 

・写真を見せながら話すと分かりやすい。 

・ポスターにした方がみんなで発表できるよ。 

・みんなが楽しめるようにクイズにしたい。 

□ピラミッドチャートを使用して、児童

の意見を集約、焦点化して、発表方法

を決定できるようにする。 

〇グループで話し合った方法を発表する。 

・写真を見せながら説明するとイメージできて分かりや

すいから、使いたい。 

・「わかば」で見つけた秘密をクイズにして発表すると

みんなも参加できるから。 

・「ＺＯＯ」で聞いたことをポスターにして、みんなで

発表すると、１枚でたくさんのことが分かる。 

□他グループの発表を聞き、グループの発

表の方法を見直すようにする。 

 

【思考・表現】グループでよりよい発表方

法について考え伝え合っている。 

 （ワークシート） 

 

振
り
返
り 

タ
イ
ム 

〇本時を振り返り、次時の学習につなげる。 

・いろいろな発表方法のよいところが分かった。 

・発表の準備がしたい。 

◎振り返りカードを書き、次時への見通し

をもつようにする。 

（３）本時の板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のめあて グループではっぴょうの方ほうを考えよう。 

 

 

グループではっぴょうのほうほうを考えよう。 

ほうほう 

 

・クイズ  ・しゃしん ・げき ・しんぶん ・ポスター  

これまでの学習

の発表写真 

 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

げき     しんぶん   クイズ 

紙しばい     ポスター  しゃしん 

これまでの学習

の発表写真 

 



７ 実践事例の成果と課題 

(１) 学習課題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫  

○ピラミッドチャートを使ったことでグループで発表方法を 

話し合う際に、よりよいものを選択しようとする様子が 

見られた。発表の中で自分たちのグループとは違う視点や 

共通点に気付く児童が見られた。 

 

 

 

 

●児童が写真など、様々な発表方法を経験していないため、 

発表のイメージがもてず、話し合いが活発化されなかった。 

●本実践でのグループでの話し合いは、司会を決めて進め 

たが、日々の授業から計画的に話し合いの場を多く設け、 

経験させていく必要がある。 

●児童が思考を整理できるよう、「見つける」「比べる」 

「関連付ける」などの場面に応じて、言葉かけや板書を 

工夫する必要があった。 

 

(２) 児童の学習状況についての評価方法の工夫 

○単元を通して毎時間の振り返りを行ったことで、児童が 

活動の流れを意識して取り組み、活動のゴールのイメー 

  ジをもちながら見通しをもって学習に取り組むことがで 

きた。 

○振り返りカードを記入させたことで、担任が一人一人の 

活動状況を把握することができた。特に「気付き・これ 

からやってみたいこと」の欄には、感想だけでなく「次 

はこうしたい」等のように、児童の毎時間の願いを言葉 

に残し、自己の変容を実感させることができた。 

 

 

 

 

●児童の気付きの深まりについては、全ての児童から振り 

返りカードだけでは見切れない部分があった。「よかっ 

た。」、「楽しかった。」だけの振り返りで終わらないよう 

に、カードの工夫や書かせ方の工夫が必要である。 

 

【児童の記述】 

・新聞のほうがはったときにみんなが見られるから。 

・お店の人のえがおのしゃしんを見せたい、お客さんと話

すときがうれしいと言っていたから。 

 

【児童の記述】 

・インタビューで聞いてきたひみつをクイズにしたい。 

・しゃしんをつかって友だちといっしょに絵本にまと

めたい。 

 



 

 

 

 

 
 

指導者 ３年１組 栁沼 麻美 
                             ３年２組 白澤恵梨香 

 

１ 小単元名 「わたしたちのくらしと販売の仕事」（１２時間）  

 

２ 小単元の目標と観点別評価規準 

（１） 小単元の目標 

〇販売に携わっている人々の仕事の様子について、消費者の願い、販売の仕方、他地域や外国との関わりなど

に着目して問いを見いだし、見学・調査したり地図などの資料で調べたりして白地図などにまとめ、調べた

ことを分類したり、消費者の願いと関連付けたりして考え、適切に表現することを通して、販売の仕事は消

費者の多様な願いを踏まえ売り上げを高めるよう工夫して行われていることを理解できるようにする。 

○地域に見られる販売の仕事について、学習問題を主体的に調べ解決しようとするとともに、学んだことを

消費生活に生かそうとする態度を養う。 

 

（２）小単元の観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①消費者の願い、販売の仕方、他地域
や外国との関わりなどについて、買
い物調べをしたり商店を見学して
調査したり地図などで商品の仕入
れ先などを調べたりして情報を集
め、読み取り、販売に携わっている
人々の仕事の様子を理解している。 
 

②読み取った情報を白地図や図表に
まとめ、販売の仕事は消費者の多様
な願いを踏まえ、売り上げを高める
よう工夫して行われていることを
理解している。 

①消費者の願い、販売の仕方、他地
域や外国との関わりなどに着目
して問いを見いだし、販売の仕
事の様子を考え、表現している。 

 
 
 
 
②調べたことを基に、観点ごとに
販売の仕方を分類して工夫を考
えたり、販売の仕事と消費者の
願いを関連付けて工夫を考えた
りして文章で記述し、図表など
にまとめたことを基に説明して
いる。 

①地域に見られる販売の仕事
について、予想や学習計画
を立てたり見直したりし
て、主体的に学習問題を追
究し、解決しようとしてい
る。 

 
 
②地域に見られる販売の工夫
について学習したことをも
とに、これからの消費生活
に生かそうとしている。 

 

３ 小単元について 

（１）内容の枠組み「現代社会の仕組みや働きと人々の生活（経済・産業）」から見た小単元の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3年「身近な地域と新宿区の様子」 

・交通の広がり・土地利用 

3年「新宿区の様子の移り変わり」 

・交通の広がり・土地利用・人口 ３年「地域に見られる生産の仕事」 

3年「地域に見られる販売の仕事」 

４年「東京都の特色ある地域」 

・自然環境を保護活用・地場産業 ４年「人々の健康や生活環境を守る」 

５年「我が国の農業や水産業」 ５年「我が国の工業生産」 ５年「情報を活用して発展する産業」 

3年総合 

「四谷の花いっぱい運動を進めよう」 

3年総合 

「天童に伝えよう！四谷のまち」 

２年生活「四谷のまちたんけん隊」 

中学校公民 「私たちが生きる現代社会」「現代社会を捉える枠組み」「私たちと経済」 

第３学年 社会科学習指導案 

 



 

 

（２）指導内容の構造 

 

 

 

 

 

 

                                  ※【 】は、視点と方法を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行学習指導要領 第３学年内容（２） 

アの(ｲ)：販売の仕事は、消費者の多様な願いを踏まえ、売り上げを高めるよう、工夫して行われていること

を理解すること。 

アの(ｳ)：見学・調査したり地図などの資料で調べたりして白地図などにまとめること。 

イの(ｲ)：消費者の願い、販売の仕方、他地域や外国との関わりなどに着目して、販売に携わっている人々の

仕事の様子を捉え、それらの仕事に見られる工夫を考え、表現すること。 

＜学習問題＞ 

Ａ店にたくさんの人が買い物に来るひみつは

何だろう。 

問い：私たちは、どこでどのよう

な物を買っているのだろ

う。  【消費者の願い】 

        【商店の分布】 

知識：四谷の地域には、いろいろ

な種類の店がたくさんあっ

て、目的に応じて買い物を

する店を決めている。 

：食料品の買い物が多く、

特にＡ店で食料品を買う

人が多い。 

資料：四谷地域のお店マップ 

：買い物調べカード 

：買い物調べの集計グラフ 

問い：Ａ店ではどのような売り方の

工夫をしているのだろう。    

【販売の仕方】 

知識：買いやすいようにきれいに並

べている。 

：タイムセールなどで安く売

っている。 

：お客がほしがる新鮮なもの

を売っている。 

資料：お店の見学カード 

：商品陳列の写真 

：お店の人のインタビュー 

問い：Ａ店ではたくさんの人に来

てもらうためにどのような

ことをしているのだろう？   

【集客の仕方】 

知識：買い物に来てもらうため

に、チラシを配布したり、

のぼりや広告を掲示したり

している。 

：お客を待たせないようすば

やく会計ができるレジを用

意している。 

：食料品以外にも雑貨屋や本

屋も同じ建物の中にある。 

資料：折り込みチラシ 

：店の見学カード 

：店の人のインタビュー 

＜社会との関わり＞ 

問い：私たちはどのように買い物をしていくとよいのだろう。 

四谷にはたくさんのお店があり、それぞれのお店の人たちが買い物客の願いに応える販売の工夫をしているから、これからは私たち

も、店の特長や広告などの情報をよく知って買い物をしていくことで、欲しいものを安く買うことができそうだ。 

＜出合い＞ 

先生が１週間でどのような買い物をしているか

を知り買い物や利用するお店に関心をもつ。 

 

問い：Ａ店の商品はどこから来て

いるのだろう。 

【他地域や外国との関わり】 

知識：Ａ店では、東京以外の県や

外国からも様々な商品を仕

入れて販売している。 

資料：段ボール等の表示の写真 

：仕入れ先の日本・世界地図 

＜出合い＞ 

Ａ店のバックヤードを見学してたく

さんの段ボール箱があることから他

地域や外国との関連に気付く。 

問い：お店のよさをどう伝えるとよいのだろう。【総合】 

活動：それぞれのお店のお客にとってのよさをポスターにして説明し合う。 

問い：Ａ店には、なぜたくさんのお客が

集まるのだろう。 

種類ごとに分けて考えてみよう。 

活動：見学や調査で分かったことをカー

ド化して分類・整理する。【分類】 

問い：お店の人の工夫は買い物客の願い

とどうつながっているのだろう。 

活動：買い物客の願いと分類・整理した

工夫を線でつなげる。【関連付け】 

知識：Ａ店では、売り上げを高めるため

に、買い物に来る人の多様な願い

に応える工夫をしている。 

問い：Ａ店以外のスーパーではどのよう

な工夫をしているのだろう？ 

【比較】 

知識：売り方を工夫したり、チラシや広

告を出してお客を呼び込もうした

りするのは同じだけど、どの店も

そのお店に来るお客の願いに合わ

せた特色ある売り方の工夫をして

売り上げを高めようとしている。 

資料：見学カード お店の写真 個々の

工夫を整理した比較表 

 



 

 

（３）本小単元の教材について      

 本小単元は、買い物調べを基に児童が家族に聞き取りをしたり見学により店の様子の観察や働く人への聞 

き取り調査ができたりするなど具体的な調査活動ができる単元である。見学により調べた事実（店が具体的 

に行っている事柄）を販売や集客の拡大のための工夫として捉えることで、消費者の願い（ニーズ）に基づ 

いて店が経営され売り上げを高めているという、経済的な活動に気付せる単元でもある。 

取り上げる店としては、四谷三丁目にあるＡ店を中心に、消費者の異なるニーズに応える複数の店を取り

上げる。児童が、Ａ店をモデルとして学習し、その店の工夫と比較しながら、他の店も調べることでどの店

も消費者のニーズをふまえて工夫して販売の仕事を行っていることを理解できるようにしていきたい。また、

「いかす」段階では、調べた店の工夫やよさが伝わるポスターに表現することで、地域の販売の仕事につい

て学んだことを消費生活に生かしていこうとする態度を育んでいきたいと考える。 

【本小単元で見学するスーパーマーケットの特徴の分析】 

店の名称 スーパーマーケットの特徴 

Ａ店（四谷三丁目・ 
新宿通り沿い） 

 

・１階は文房具、飲料、日用品、生鮮品以外の食品、弁当や揚げ物などのコ
ーナー、そして支払いのレジがある。 
・２階は生鮮食品、その食品を加工した弁当などが置かれている。 
・混雑緩和のため、客が自分でお金を投入するシステムが導入された。 
・日曜日はメガ売りをしており、消費者のニーズに合わせた量や品揃えを考
えている。 

・毎月の第○曜日などによって、肉の特売日、魚の特売日などが決まってい
て、イベントを多く企画している。 
・無添加の食品を多く、扱うようにしている。 
・外資スーパーや他のスーパーのブランドの品物も置いている。 
・駐車場あり。・ポイントカードがある。・花を置いている。 
・新宿区を移動販売していたり、配送サービスをしたり、買い物に不便を感
じている人（高齢者など）に対して配慮した取組をしている。 

・使用したペットボトルなどの回収（リサイクル）に取り組んでいる。 
・お客さんの声を集めて掲示し、店作りに生かしている。 
・従業員１００名程度。（１日に働く人８０人。深夜２時まで営業のため。） 

Ｂ店（若葉町・住宅街） 
 

・Ａ店よりは狭い。・外資スーパーの商品も置いている。 
・建物が、生鮮品エリア、食品・日用品エリアが分かれている。 
・隣には、精肉店がある。焼鳥屋の屋台も出ている。 
・お買い得の野菜は、外に並んでいる。 
・輸入食品や日用品、雑貨など置いている。 
・雨の日サービスがあり、雨の日だと一部の商品が安かったり、雨の日スタ
ンプカード（独自）のスタンプがたまると値引きされたりする。 

・住宅地にあることで、地域の住民が近くで買い物ができる便利さがある。
周辺にはあまり店がない。（坂が多いため、高齢者やベビーカーを押す人 
などは助かっている。） 

・総菜をバックヤードで作っている。・花を置いている。 
・Ａ店と同じポイントカードがある。 

Ｃ店(四谷２丁目)

 

・Ａ店よりは狭い。 
・ポイントカードがある。ポイントが数倍の日が月に数回ある。 
・店舗独自の銀行ＡＴＭがある。 
・総菜をバックヤードで作らず、配送されている。（コンビニ的スーパーマ
ーケット） 

・安く提供できるように、系列店全体で仕入れ値が決まっている。 
・狭いが、飲み物、お菓子、パン、生鮮品（野菜、肉、魚、フルーツ）が一
通り揃う。そして、安い。まとめ買いをするような場合は選ばれない。 

・こまめに買いに行く人が多い。（店もそこを狙っている。） 
・お買い得な日用品や水などの飲み物は外に並んでいる。 
・花を置いている。 
 
 

コンビニ型スーパーマー

ケットで、夜遅くまで営

業している。一括仕入れ

により安く販売してお

り、共働き家族の利用が

多い。 

 

雨の日特売など独自のサー

ビスを行う。坂を上らなくて

も地域の人は買い物ができ

る。 

店舗面積が広く、品揃えが充

実している。四谷地域で一番

売れている店で、幅広いお客

のニーズに応える販売の工

夫をしている。 



 

 

 

 

（４）児童の学びが深める問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

本小単元では、学習指導要領や解説から、着目させたい視点や考える方法を抽出（【】で表現）し、その

視点や方法が働くように促す追究の問いを設定し、学びのプロセスに即して構成を下記のように考えた。 

学習問題を把握

する問い 

私たちは、どこでどのような物を買っているのだろう。 

【消費者の願い】【商店の分布】 

単元の学習問題 Ａ店にたくさんの人が買い物に来るひみつは何だろう？ 

 

 

 

事実を追

究し捉え

る問い 

Ａ店ではどのような売り方をしているのだろう。          【販売の仕方】 

Ａ店ではたくさんの人に来てもらうためにどのようなことをしているのだろう。 

【集客の仕方】 

Ａ店の商品はどこから来ているのだろう。      【他地域や外国との関わり】 

特色や意味を考

える問い 

Ａ店には、なぜたくさんのお客さんが集まるのだろう。種類ごとに分けて考えてみよ

う！                                  【分類】 

店の人の工夫は買い物客の願いとどうつながっているのだろう。   【関連付け】 

Ａ店以外のスーパーはどのような工夫をしているのだろうか。       【比較】 

社会との関わり

を考える問い 

店のよさを買い物する人にどう伝えるとよいのだろう。             【総合】 

私たちはどのように買い物をしていくとよいのだろう。     【生活と関連付け】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４ 小単元の指導計画と評価計画 （１２時間扱い） 

 ねらい 〇主な学習活動●評価の活動問問い・児童の反応 ◎資料□指導上の留意点【評価】 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

 

 

 

① 自分や家庭での買い

物経験を基に、地域の

販売の仕事の様子に

関心をもつ。① 

 

〇自分の家庭の買い物経験を振り返って話し合う。 

問：私たちはどこでどのような物を買っているのだろう。 

〇四谷にある店について地図で確かめ、自分たちの買

い物調べの方法を確かめる。 

・いろいろなお店で買い物している。 

・家庭によって買い物に行く店がちがうようだ。 

●疑問や知りたいことをノートに書く。 

◎先生の１週間の買い物調べカード 

□先生の買い物をモデルに自分の買い

物経験を話し合わせる。 

□教科書や副読本を参考に買い物調べ

の見通しをもたせる。 

【態度①】家庭の買い物に関心をもち疑問を

もっている。（ノート） 

家庭学習 ○１週間の買い物を調べ学習カードに記録する。 【態度①】（学習カード） 

買い物調べの結果を

分類して地図に整理

し、四谷地域の商店の

広がりや買い物の傾

向について理解する。

② 

問：学級の買い物調べの結果を整理するとどのような

ことがわかるのだろう。 

〇買い物調べの結果を買った店と買った物の種類別

に色シールで四谷の地図に整理する。 

●買い物地図を見て気付いたことをノートに書き話

し合う。 

◎買い物地図、店の写真、買い物調べま

とめ用グラフ、買い物調べカード 

□グループで集計したものを基に学級

全体で地図にまとめるようにする。 

【知技①】買い物調べの結果を地図に整理し、

店の分布や買い物の傾向に気付いている。（ノ

ート） 

買い物調べの結果か

ら生まれた疑問など

を基に、学習問題を設

定し、学習計画を立て

る。③ 

 

 

〇気付いたことや疑問に思ったことを紹介し合う。 

〇学級で調べる学習問題を設定する。 

 

〇予想を話し合い、学習計画を立てる。 

・品物の種類や量が多いから。 

・大きな道路の近くあるから。 

・イベントや子供のガチャガチャがあって人が来る。 

・その他 

●つかむ段階の学習を振り返りカードに記入する。 

◎買い物調べをまとめた地図、店の写真 

□疑問を集約して学習問題を設定する。 

 

□学習問題に対する予想を考え、見学の

計画を立てる。 

【思考①】学級で話し合ったことを根拠にし

て、調べていくことを考えている。（ノート） 

【態度①】学習計画の作成を通して見学の見

通しをもっている。（学びの振り返りカード） 

 

調 

 

べ 

 

る 

 

スーパーマーケッ

トの見学をして、店

で働く人の販売の

仕事について必要

な情報を集めるこ

とができる。④ 

 

問：予想したことは合っているのだろうか。実際に 

Ａ店を見学して調べてみよう。  

〇事前に設定した観点に即して観察したり、店の人に

聞き取りしたりして見学する。 

・やっぱり予想していた通りだった。 

・予想していなかったことも分かった。 

●見学で分かったことをカードに記録する。 

◎見学カード 

□見学に当たっては、【品物】、【店の様子】、

【働く人】、【その他】の観点に基づいて観察  

するようにする。 

【知技①】見学の観点に即して観察したり聞

き取りしたりしたことを見学カードに記入

し、店の工夫に気付いている。（見学カード） 

見学で調べたこと

を基に、店の人は品

物を売るためにど

のような工夫をし

ているのか考え、販

売の工夫を理解す

る。⑤ 

 

問Ａ店ではどのような売り方の工夫をしているのだ

ろう。  

〇見学カードを分類・整理して、売り方の工夫につ

いて分かったことを話し合う。 

・【品揃え】同じ種類でもさまざまな品物がある。 
・【店の様子】特売の表示や分かりやすい表示がある。 

・【店の様子】ついでに買えるように近くにおかずが

作れる材料が置いてある。→売れる並べ方 

●売り方の工夫のまとめをノートに書く。 

◎商品陳列の写真 

□売り方の工夫に着目して、調べてきた

こと分類して板書に整理するように

する。 

◎店の人のインタビュー（文章資料） 

 

【思考①・知技①】販売の仕方に着目し 

て集めた情報から問いについて考え、売

り方の工夫を理解している。（ノート） 

見学で調べたこと

を基に、集客のため

にどのような工夫

をしているのかを

考え、販売の工夫を

理解する。⑥ 

 

問Ａ店ではたくさんの人に来てもらうためにどのよ

うなことをしているのだろう。 

〇見学カードを分類・整理して、たくさんの人に来

てもらう工夫について話し合う。 

・特売イベントのポスターやのぼりを用意する。 

・エレベーターやエスカレーターは高齢者に便利。 

・サービスカウンターでお届けサービスがある。 

・ポイントカードや子どもガチャガチャがある。 

◎チラシ、のぼり、看板などの写真 

◎様々なサービスの広告 

□買い物をする人に着目して、お客を

集める取組の目的について考えるこ

とで、集客の工夫に気付かせるよう

にする。 

◎店の人のインタビュー（文章資料） 

【思考①・知技①】集客の仕方に着目し 

て集めた情報から問いについて考え、集 

Ａ店にたくさんの人が買い物に来るひみつは何だろう。 



 

 

●お客を集める工夫のまとめをノートに書く。 客の工夫を理解している。（ノート） 

店で販売する品物

について、日本地図

や世界地図を用い

て産地を調べ、私た

ちの生活は外国や

他地域とつながり

があることを理解

する。⑦ 

 

〇見学前に予想しなかった発見を紹介し合う。 

問：Ａ店の商品はどこから来ているのだろう。 

〇Ａ店で売っている品物の産地を調べる。 

・全国各地から品物が来ている。 

・外国からもたくさんの品物が来ている。どうやって

きているのだろう。 

●調べて分かったことをノートに書く。 

・Ａ店はみんなが欲しがるか考えながら、日本各地や

外国からも品物をそろえている。 

●学習問題の解決にたどり着いたか話し合う。 

・調べたいことはだいだいできたからまとめたい。 

◎段ボールの写真や商品ラベル 

◎日本地図や世界地図 

□産地名をもとに地図を使って調べ、日

本と品物の産地とを結ぶようにする。 

◎店長さんの話（外国産のニーズ） 

【思考①・知技①】他地域や外国との関

わりに着目して地図で調べた情報から

問いについて考え、そのつながりを理解

している。（ノート） 

【態度①】学習問題の解決に向けて必要 

なことを調べることができたかを振り 

返っている。（学びの振り返りカード） 

販売の工夫を消費

者の願いと関連付

けて考えることを

通して、学習問題

についての自分の

考えを文章にまと

める。⑧ 

 

問：Ａ店にはなぜ買い物客がたくさん来るのだろう。 

●販売の工夫の目的を話し合い、自分が考えた A店の

ひみつをノートに書く。 

Ａ店の人気のひみつはたくさんある。例えば、「品揃え」で

は、一つの種類のものでも、何種類もそろえていたり、肉の

となりに料理に必要なものをついでに買えるようにしたり

している。お客さんもついでに何でもそろうから、店を選ん

でいる。また、安心・安全な食べ物をそろえているから、 

信用されてまた人が集まってくるのだと思う。Ａ店は、お客 

さんの願いを考えて店づくりをし、お客さんを集め、たくさ 

んの品物を売っていることが分かった。 

○Ａ店以外の店が利用される理由を話し合う。 

◎Ａ店の店長さんの話 

（店づくりの理念の 3つの柱） 

□販売の工夫の目的を話し合うことを通

して、買い物客の願いと販売の工夫を

線でつなげて話し合えるようにする。 
【思考②】販売の工夫を分類したり消費 
者の願いと関連付けたりして工夫を考 
えている。（ノート） 
【知技②】Ａ店の人気の秘密を自分の言葉
でまとめ、消費者の願いを踏まえて売り
上げを高めるよう工夫していることを
理解している。（ノート） 
□Ａ店以外のスーパーの工夫を予想させ、見
学の見通しをもたせる。 

 

ま

と

め

る 

 

 

Ａ店以外のスーパ

ーの工夫について

予想したことをも

とに学級で別の店

の見学を通して情

報を収集する。⑨ 

問：Ａ店以外のスーパーでは、どのような工夫をして

いるのだろう。 

○学級で見学先を選択してスーパーマーケットの工

夫を調べる。 

・これは違う工夫だな。 

・Ａ店と同じ工夫だな。 

◎買い物地図と各商店の写真 
□Ａ店より規模の小さい店も独自の工
夫があることを意識させる。 

□Ａ店の見学の経験を生かして別のス
ーパーマーケットを見学する。 

【知技①】すでに学んだＡ店の販売の工夫
を基に見学・調査し、それぞれの店の工
夫を理解している。（ノート） 

スーパーマーケッ

トの販売の工夫を

比較し、どの店にも

それぞれのお客の

ニーズを踏まえた

売り上げを高める

販売の工夫がある

ことを理解する。⑩ 

○それぞれの店のよさを話し合い、３つの店の販売の

工夫を比較表に整理する。 

・どの店もチラシなどを出して客を集めている。 

・Ｂ店は、若葉町の人たち向けに、雨の日に特売をし、

お客さんが集まるようにしている。 

・Ｃ店は、働いている人向けに営業時間が長くして、

なるべく安く買えるようにしている。 

●売り上げを高めるスーパーの工夫をノートに書く。 

□１組と２組で分担して調べた店の工

夫をグループで紹介し合う。 

□３つの店の比較表を拡大掲示して共

通点と相違点を考えるようにする。 

【思考②・知技②】表に整理した販売の 

工夫の比較を通して、消費者の多様な

願いを踏まえた売り上げを高める販売

の工夫を理解している。（ノート） 

家庭学習 〇個人で担当する商店を調査する。（夏季休業中） 【態度①】 

 

 

 

 

い 

か

す 

 

それぞれの店の工

夫やよさをポスタ

ーにまとめて表現

する。⑪ 

〇個人で調べてきた商店の工夫を紹介し合う。 

問：店のよさをどう伝えるとよいのだろう。 

●商店のよさを伝えるポスターにまとめる。 

・１００円ショップは、安いのに品揃えが多い。だか

ら、みんなにとって分かりやすいし、嬉しい。 

□地図に整理した店から一つを選択し

てポスターにまとめるようにする。 

【思考②・知技②】商店の工夫を総合し

て店のよさとして表現し、多様な販売の

工夫を理解している。（ポスター） 

これからの買い物

の仕方ついて自分

の考えをまとめ、地

域の販売について

さらに考えたこと

を文章にまとめる。 

⑫ 

問：私たちはどのように買い物をしていくとよいのだろう。 

○３つのスーパーや個人で調べた商店のよさをもと

に考えたことを話し合う。 

●これからの買い物にどう生かすか考えて書く。 

 

◎買い物地図 ◎商店のポスター 

◎３つのスーパーの工夫の比較表 

【態度②】学んだことをもとに考えて生

活に生かそうとしている。（ノート） 

店にはそれぞれの工夫があって、そのよさを知ると、品質のよいものや安いものなど、自分
の願いをかなえる買い物ができる。私たちもこれからの買い物に生かしたい。 



 

 

５－１ 本時の指導（６／１２時）                            

（１）本時のねらい 

〇見学で調べたことをもとに、集客の仕方に着目して、たくさんの人に来てもらうためのＡ店の工夫を考え、理解

することができる。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応  ◎資料 □指導上の留意点 【評価】 

導
入
⑸ 

 

〇前時の学習を振り返る。 

・Ａ店は、いろいろな種類のものをかえるように品揃え

をよくしていて、売り方の工夫をしていた。 

 

 

◎店の売り方の工夫（前時の内容）が
分かる掲示物（模造紙）や写真 

□学習計画を掲示し、本時の問いを確
認する。 

自
分
タ
イ
ム
⑺ 

〇たくさんの人に来てもらう工夫をノートに書く。 

・チラシやのぼりでお客さんに伝えている。 

・エスカレーターやお茶が置いてある。 

・ポイントカードが使える。 

◎見学カード、店の様子が分かる写真

（チラシ、のぼり、看板など） 
□調べてきたことの中から、お客さんを
集めるための工夫を見つけ出すように
する。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

⒂ 

 〇たくさんの人に来てもらう工夫について話し合う。 
・特売のイベントのポスターやのぼりが飾られている。
→安さで人を集める。 

・駐車場がある。→車でも来やすい。 
・サービスカウンターでお届けサービスをしている。 
→楽に買うことができるから来たい。 

・ポイントカードでポイントがたまる。 
→値引きになるから使って買いたい。 

□グループで発表カードに書く。見学カ
ードに書かれた内容を分類・整理して、
視覚的に捉えられるようにする。 

□店の人がしていることの目的を考え、 
お客さんを集める工夫を色分けして書 
く。 

◎店の人の話（文章資料） 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

⑽ 

 

〇たくさんの工夫があった中で、Ａ店の１番のひみつは
何かを話し合う。 

・チラシを配ったり、特売日を毎週やったりしているか
ら、安く買いたい人が集まると思う。 

・お茶のサービスやガチャガチャは、お年寄りにも子ど
もにもやさしいからよいと思う。 

◎店の様子が分かる写真 
□発表された工夫の中から自分が１番 
のひみつだと考えるものを選び、そ 
の理由を話し合う。 

□必要に応じて発表に関連する写真を
提示して確かめ合うようにする。 

振
り
返
り
タ
イ
ム
（
８
） 

〇お客さんを集める工夫のまとめをノートに書く。 
Ａ店では、お客さんを集めるために、安さを知らせるためにチ
ラシを配ったり、特売日を毎週やったりしている。ポイントカ
ードやお茶のサービスなど店に「来きたいな」、「買いたいな」
ということをしているから、子どももお年よりもたくさんの人
が集まって買い物をするのだと思う。 

〇今日の学習を通してできるようになったことや次の時

間のめあてなどを記入する。 

【思①知①】集客の仕方に着目して 
集めた情報から問いについて考え、お 
客の集め方の工夫を記述している。（ノ 
ート） 
 
□学習の仕方を振り返り、次時のめあ
てを記入できるよう、「学び方カー
ド」を活用する。 

（３）本時の板書計画 

 

 

自分タイム 考えをノートに書く 

みんなタイム 発表し合う 
 

 

 

 

 

                                                      

                                                                                                              

                                       

本時の問い：Ａ店ではたくさんの人に来てもらうためにどのようなことをしているのだろう？ 

 

Ａ店ではたくさんの人に来てもらうためにどのようなことをしているのだろう。 

 

せん伝のくふう 

・特売日のカレンダー 

・のぼり 

・チラシ 

・特売カレンダー 

 写真 

 

 

 

 

買いやすさのくふう 

・駐車場（障碍者マー

ク）⇒遠くの人 

・エスカレーター 

・エレベーター 

・おとどけサービス 

⇒小さな子どもの母

親、高齢者、障害の

ある人…だれでも 

 

写真    写真 

くり返しきて

もらうくふう 

・ポイントカード 

・子ども用ガチャ

ガチャ 

・お客さんの声コ

ーナー 

・サービスカウン

ター、レジの人 

⇒笑顔、困ったと

きに聞きやすい。 

【考えたこと】 

・特売日や安さがわかるチラシやポスタ

ー⇒安売りはお客さんはうれしいから 

・ポイントカード⇒さらに安くなるから 

・お茶、お届けサービス、ガチャガチャ

⇒子どももお年寄りも「来きたいな」、    

「買いたいな」。 

・品揃えがいい⇒行けば何でもそろうか

ら、それも人が集まるひみつ。 

ふりかりタイム 

Ａ店のひみつは・・・・・・ 



 

 

５－２ 本時の指導（１０／１２時）                            

（１）本時のねらい 

〇３つのスーパーマーケットの販売の工夫を比較し、どの店にも、消費者のニーズを踏まえた販売の工

夫があり、それは売り上げを高めるにつながっていることを理解することができる。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応  ◎資料 □指導上の留意点 【評価】 

自 
分 
タ 
イ 
ム
(５) 

 

〇前時の学習を振り返り、今日の学習の見通しをもつ。 

・1組は「Ｂ店」に見学に行って、2組は「Ｃ店」に行ってきたの

で、隣のクラスに伝えます。 

 

 

〇となりのクラスの人に何を伝えるか一人一人が確認する。 

・Ｂ店の・・・を伝える。・Ｃの・・・を伝える。 

□掲示した学習計画を見て、本時の問いと今

日の学習の進め方を確認する。 

 

 

 

□自分が伝える工夫を確かめ準備する。 

み
ん
な
タ
イ
ム 

Ⅰ

‐
① 

⑺ 
 〇グループの違う組の相手にそれぞれの店の工夫を伝える。 

・Ｂ店は、坂道を上るのが苦手な高齢や・・・・・・。 
・Ｃ店は、夜遅くまでやっていて仕事帰りに・・・。 

◎店の工夫が分かる写真（一人一人） 

□１組と２組で分担して調べた店の工夫をグ

ループ内で紹介し合わせる。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

-

②
⒂ 

 ○それぞれの店の工夫を発表し合い、３つの店の販売の工夫を比較
表に整理する。（全体） 

・どの店もチラシなどを出して客を集めている。 
【Ｂ店】 
・若葉町の人たち向けに、雨の日に特売をしている。 
・Ａ店と同じく、お茶を出していて、お客にやさしい。 
【Ｃ店】 
・Ａ店と似ていて、夜遅くに仕事から帰ってくる人向けに営業時間
が長くして、なるべく安く買えるようにしている。 

・ATMでお金がおろせたり、ポイントカードでお得になったりする
ことがよいところだ。 

◎店の比較表（児童・教師用） 

□見学に行っていない店の工夫について聞い

た児童に発言させ、見学に行った学級の児

童に補足の発言をさせるようにする。 

□３つの店の比較表をホワイトボートに拡大

掲示して、共通点と相違点を視覚的に捉え

やすくする。 
□必要に応じて発表に関連する写真を提示し
て確かめ合うようにする。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

⑽  

〇「Ａ店」と「Ｂ店」や「Ｃ店」の販売の工夫を比較して、共通
点と相違点について話し合う。（全体） 

・Ｂ店は、坂の下に住む、若葉町あたりの近くに住む人に向け
た、雨でもおとくなサービスをしている。 

・Ｃ店は、通りかかった人でも、「ついでに」、「思いついたとき
に」買えるくふうをしている。 

・どの店も、近くに住む人や来そうなお客さんのことを考えて、
売るための工夫をしている。 

・お客さんのことを考えているのは、やはり、Ａ店と同じく売り
上げを高めてもうけるためだ。だから店が続いている。 

□すでに学習しているＡ店の工夫を基に共通

点と相違点を考えるようにする。 
□下線や色分けして共通点に着目できるよう
にしたり、それぞれの店の工夫をまとめた
言葉を考えたりして、特長に気付かせる。 

□「なぜ店の工夫に違いがあるのか」を考える
ことにより、どの店にも、消費者のニーズを
踏まえた販売の工夫があり、それは売り上
げを高めることにつながっていることに気
付くようにする。 

振
り
返
り
タ
イ
ム
（
８
） 

〇今日の学習から、分かったことや考えたことをノートに書く。 

〇今日の学習を通してできるようになったことを振り返り、次の

時間に向けためあてなどを書く。 

Ｂ店も、Ｃ店も、少しせまいけれどお客さんを集めるために、

Ａ店とはちがった工夫をしていました。どのお店もお客さんに

合わせた工夫をして何回も来てもらい、店がもうかるようにし

ていることは同じだと分かりました。 

スーパー以外のほかの店でもそうなのか調べてみたいです。 

【思考②・知技②】表に整理した販売の工夫の
比較を通して、どの店にも共通する消費者
のニーズを踏まえた売り上げを高める販売
の工夫の大切さを理解している。（ノート） 

□振り返りタイムでは、みんなタイムⅡのこ
とを使って、自分のまとめをしていく。 

□また、早く書き終えた児童には、「学び方カ
ード」を活用し、学習の仕方を振り返り、次
の学習に向けての記述をするようにする。 

（３）本時の板書計画 

 

 
 自分タイム かくにんをする。 みんなタイムⅠ 聞いたことからみんなで表にまとめる。⇒まとめると・・・みんなタイムⅡ 

Ｂ店 Ａ店 Ｃ店 

・雨の日とく売 

・雨の日スタンプカ

ード 
・坂の下の人のため
に 

 お年寄り、ベビー
カーの人 

・ポイントカード 
・おそうざい○多 

・品ぞろえがいい 
・店が広い 
・とく売日 
・イベント 
・お茶 
・お客さんに合わせ
て 

・ポイントカード 

・ATM 

・ポイントカード 
・夜おそくまで 
・まとめて仕入れ
て、安く 

・せまいけど品ぞろ
え◎ 

 

  
 

 

本時の問い：「Ｂ店」や「Ｃ店」は、どのような工夫があるのだろう？ 

 

「Ｂ店」や「Ｃ店」には、どのようなひみつがあるのだろう。 

 

広い店で 

めずらしいものも 

たくさん買える 

 

坂の下の人が  

雨でもおとく  

楽しく買い物 

 

通りがかりの人も 

ついでに、ちょっと  

でも安く買い物 

 

 にていること 
【すべて】 
 お客さんに合わせて 
 おとくに、安く 
 ポイントカード 
【Ｂ店とＡ店】 
 お茶のサービス 
 いっしょのポイントカード 

【Ｃ店とＡ店】 
 夜おそくまで 
  

・どの店もお客さんのねがいに合わせて、
自分の店らしいくふうをしている。 

（せまくても、広くても） 
・どの店も、売り上げを上げるために、そ
れぞれの店らしいくふうしている。 

・せんもん店やほかの店は、どうだろう？ 

ふりかえりタイム 
・Ｂ店もＣ店も、Ａ店よりせまいけど、自
分の店らしい、売るためのくふうをし
ていた。 

・どの店も、お客さんに合わせてくふう
し、売り上げをのばそうとしているこ
とが分かった。 

ち
が
い お客さんを呼びたい、売りたい 

店➡どの店も、もうけたい 

 

 

 

お
客
さ
ん
に
合
わ
せ
た 

く
ふ
う 

く
ふ
う 



 

 

６ 実践事例の成果と課題                            

（１）社会的事象の見方・考え方を働かせることができる教材開発 

○「買い物調べ」後に、地域の店の分布を地図に表し、どの店でどの  

 ようなものを購入していたのかをシールで捉えられるようにした   

ことで、複数の店を比較し、それぞれの店のよさを理解することが  

できた。  

○児童は、分布に着目して商店が新宿通り沿いや駅の近くに広がって  

いることや、地形と買い物行動をつなげて考え、坂の下に暮らす  

人々によく利用される商店の存在に気付くことができた。 

 

 

 

●複数の店を比較し、それぞれの店のよさを理解することができた半面、指導時間や教材研究にかかる 

時間は多かった。指導内容を精選して、次年度の指導に生かすとよい。 

（２）学習問題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 

○学習問題を追究するために、スーパーマーケットの見学・調査を行  

 った。「お客さんを集めるためにどのようなひみつがあるのだろ 

う。」という問いに向かって一人一人が調べ、学級全体でどのよう  

なひみつがあったのかを短冊に書いて話し合い、店の工夫として理 

解することができた。 

○スーパーマーケットで働く人から店内やバックヤードで実物を見  

ながら教えてもらったことで売り上げを高めるためにさまざまな

工夫をしていることを実感しながら捉えることができた。 

（３）児童の学びが深まる問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

○資料として「地域の店の地図」を作成したことで、取り上げた A店だけでなく「ほかの店はどうなの

だろう。」という問いが自然と生まれ、児童がそれぞれの店の工夫を捉え、比較しながら学習できた。 

  ○見学でスーパーマーケットのバックヤードを見学させてもらうことで、商品の産地に着目して「品物

はどこから来ているのか。」という問いが生まれた。 

（４）児童の学習状況についての評価方法の工夫 

○小単元終末のまとめとして、地域の店の工夫やよさを総合して考え、「地域 

の店紹介ポスター」を作成した。「店の工夫を総合して店のよさとして表現 

していたか（思考・判断・表現②）」とまた、「多様な販売の工夫を理解して 

いたか（知識・技能②）」の２点について評価した。 

【Ｂ児のポスターの評価】 

・その店らしい販売を高めるための工夫を「店のよさ」として絵や文で表現 

している。→「思・判・表②」をＡと評価。 

・販売を高めるための工夫を複数記述している。→「知・技②」はＡと評価。 

○学び方カードでは、一人一人が項目を自己評価して学び方を振り返り、Ａ児のような友達と学ぶよさ

に気付く記述が見られた。友達の発言やポスターから地域の店に関心をもち、自らかかわろうとする

姿が見られた。 

●初めて学び方カードを記述する中で、どのように書いてよいかわからない児童もいた。友達の考えを

聞いたり、記述したものをプロジェクターで拡大提示したりしてどの児童も自分の学び方を振り返る

ことができるよう積み重ねていく。 

【B児のポスター（一部削除）】 

 

【Ａ児の記述】みんなで調べて教え合ったら知らないお店のひみつがたくさんあった。どの店にもそれ

ぞれの「人気のひみつ」があったので、今度行ってみたい。こんなにお店のある四谷ってすごいとこ

ろだなと思いました。 

 

【Ａ児の記述】 
四谷にはいろいろなしゅるいの店があちこちにある。新宿通りぞいにスーパーなどのお店が多い。駅の
近くには食べ物を売る店が多い。家の人は、買うものによって店をえらんで買い物をしていた。 



 

 

７ 参考資料（板書の実際や活動の様子） 

【第６時】 

 

【第１０時】 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

【第１２時】 

 

【第１１時】 ポスターを紹介する様子 

 

【第９時】 見学の様子（１組Ｂ店、２組Ｃ店） 



 

 

 

 



 
 

指導者 ３年２組 白澤 恵梨香 
 

 

１ 単元名 「新宿区の移り変わり」（１６時間） 

 

２ 単元の目標と観点別評価規準 

（１） 単元の目標 

〇新宿区の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期による違い

に着目して問いを見出し、聞き取り調査をしたり地図などの資料で調べたりして年表などにまとめ、

比較したり関連付けたりして変化を考え、適切に表現することを通して、新宿区や人々の様子は、時

間の経過に伴い、移り変わってきたことを理解できるようにする。 

〇新宿区の移り変わりについて、主体的に学習問題を解決しようとするとともに、区民の一人として新

宿区の発展を考えようとする態度を養う。 

 

（２）単元の観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①交通や公共施設、土地利用や人口、
生活の道具について、聞き取り調査
をしたり、地図などの資料で調べた
りして情報を集め、読み取り、区の
様子や人々の生活の移り変わりの
様子について理解している。 

 
②調べたことを年表などにまとめ、区
や人々の生活の様子は、時間の経過
に伴い、移り変わってきたことを理
解する。 

 

①交通や公共施設、土地利用や人
口、生活 の道具などの時期に
よる違いに着目して問いを見い
だし、区の様子や人々の生活の
移り変 わりの様子について考
え、表現している。 

 
②調べたことを相互に関連付けた
り、区の様子の変化と人々の生
活の様子の変化を結び付けたり
して区全体の変化の傾向を考え
たり、学習したことを基に、区の
発展を考えたりして、表現しよ
うとしている。 

①区の移り変わりについて、
予想や学習計画を立てた
り、見直したりして、主体
的に学習問題を追究し、解
決しようとしている。 

 
②学んだことを基に、区の発
展について区民の一人とし
ての願いをもち、協力して
いこうとしている。 

 

 

３ 単元について 

（１）内容の枠組み「歴史と人々の生活」から見た単元の位置付け 

 

 

                   
【地理的環境と人々の生活】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歴史と人々の生活】 

 

 

 

 

 

3年「身近な地域と新宿区の様子」 
・交通の広がり・土地利用 

3年「新宿区の様子の移り変わり」 

・交通の広がり・土地利用・人口 

・公共施設 ・生活の道具 

６年「我が国の歴史上の主な事象」 

中学校歴史的分野  「Ａ 歴史との対話」 「Ｂ 近世までの日本とアジア」 「Ｃ 近現代の日本と世界」 

第３学年 社会科学習指導案     

 

４年「江戸の水路を作った玉川兄弟」      

４年「東京都の伝統や文化」 

（昔から続く東京や地域の祭り） 

 

 

４年「自然災害からくらしを守る」 

・過去に発生した地域の自然災害 

 

１年 生活「できるようになったこと」 

２年 生活「明日へジャンプ」 



（２）指導内容の構造 

 

 

 

 

 

                                  ※【 】は、視点と方法を示す。 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習問題＞ 

わたしたちの住んでいる新宿区の様子や

人々のくらしは、どのようにかわってきた

のだろう。 

問い：新宿駅あたりはどのように
かわったのだろう。  

【駅前や人々の様子の変化】 

知識：新宿駅周辺は、時代の変化に
合わせてまちの様子が変わっ
てきた。 

資料：新宿駅周辺の 3つの時期の写 
真 

：昔の遊びの写真 
問い： 新宿区の他の地域の様子や

人々のくらしはどうなのだ

ろう。 

【他の地域や人々くらしの変化】 

知識：他の地域のまちの様子や人々
のくらしの様子も変わってき
た。 

資料：戸塚・落合地区の変化の写真 
：昔の生活が分かる再現映像 

問い：交通はどのようにかわってきた
のだろう。 

【交通の違い】 
知識：電車や道路が作られて、交通の様

子も変わり、まちの様子も変わっ
てきた。 

資料：３つの時期の交通網の地図 
：３つの時期の新宿駅の写真 
 

問い：土地の使われ方はどのように
変わってきたのだろう。 

【土地利用の違い】 
知識：工場が減ったり、住宅地や商業地

に変わったりして土地の使われ方
が変わり、まちの様子も変わって
きた。 

資料：３つの時期の土地利用の地図 
：３つの時期の土地利用の写真 

（戸山地区） 
 
問い：区の公共施設はどのように変

わってきたのだろう。 
【公共施設の違い】 

知識：土地の使われ方や交通の様子も変
わり、区役所が税金を使って、公
共施設は作り変えられることもあ
った。そして、まちの様子も変わ
ってきた。 

資料：３つの時期の小中学校分布の地図 
：２つの時期の区役所と四谷小学校 
の写真 

問い：生活の道具はどのようにかわ

ってきたのだろう。         
【生活の道具の違い】 

知識：生活の道具は、電気の力を使
って、人の力も少なく、楽
に、便利になってきた。  

資料：照明器具や洗濯の道具の変化
の写真、くらしの様子の絵 

 
問い：人々のくらしはどのように

かわってきたのだろう。        
【人々の生活の違い】 

知識：新宿区ができたころあたりから
電化製品が広まってきた。今
は、インターネットも広まり、
さらに便利になってきている。 

資料：博物館展示の写真、再現映像、絵 

 

＜社会との関わり＞ 
問い：新宿区はこれからどのようになっていくとよいのだろう。 

 これからの新宿区はもっと外国人が増え、にぎやかになっていくと思います。日本人も外国人もみんながなかよく笑顔でくらせるよ
うな新宿区になってほしいです。新宿区の計画でもだれでも大切にすることを目指しているので自分たちもそんなまちにしたいです。 

＜出合い＞ 
新宿西口の写真から、新宿区のまちの様子が時
代とともに変化してきたことに関心をもつ。 
また、昔の生活が分かる写真や再現映像から、
人々のくらしも時代の変化に合わせて様子が変
わってきたことに関心をもつ。 

 

問い：新宿区に住んでいる人の数

は、どのように変わってき

たのだろう。 

【人口の違い】 

知識：人口は、オリンピックのこと
までに急増し、その後増え
た。外国人人口も増えた。人
が増え、住宅地、学校が増え
たことで、まちの様子も変わ
ってきた。 

資料：新宿区の人口変化のグラフ 

：外国人人口変化のグラフ 

＜出合い＞ 
古い道具（洗濯板）を使う体験

し、昔の人々の知恵や先人の経験に
関心をもつ。 

問い：これからの新宿区は、どのように変わっていくのだろう。    【発展・総合】 
活動：新宿区ができた当時の区民や区長の願いを知り、これからどのようにかわっていくとよいか話し合い、大新宿の歌の 5番を作る。 

問い：３つの時期の区の様子は、それぞ
れどのような様子なのだろう。            

【関連付け】 
活動：３つの時期ごとの区の様子につ

いて、交通、土地利用、公共施
設、人口を関連付けて考え、分
かったことを年表に整理する。 

 
問い：３つの時期の人々のくらしは、

それぞれどのような様子なのだ
ろう。   

【関連付け】 
活動：生活の様子の変化を区の様子の

変化と関連付けて年表に整理
し、道具の移り変わりを位置付
ける。 

 
問い：わたしたちが生活する新宿区の

様子や人々のくらしは、どのよ
うにかわってきたのだろう。                         

【比較】 
知識：新宿区のまちの様子や人々のくら

しは、この７０年くらいで大きく
変わった。みんなが住みやすく、
くらしやすい世の中に変わってき
た。そこには、区や住民の願いが
ある。 

資料：新宿区や人々の生活の年表、写真 

   大新宿の歌の歌詞  

  

現行学習指導要領 第３学年内容（５） 

アの(ｱ)： 市や人々の生活の様子は，時間の経過に伴い，移り変わってきたことを理解すること。 

アの(ｲ)： 聞き取り調査をしたり地図などの資料で調べたりして，年表などにまとめること。  

イの(ｱ) 交通や公共施設，土地利用や人口，生活の道具などの時期による違いに着目して，市や人々の

生活の様子を捉え，それらの変化を考え，表現すること。 



（３）本単元の教材について 

  本単元では、社会科の歴史的な内容を扱う最初の学習である。交通や公共施設、土地利用や人口、生

活の道具などの時期による違いなどの視点から具体的に市や人々の生活の様子の変化（移り変わり）を

捉えさせたい。変化の傾向を考え、表現することを通して、市や人々の生活の様子は、時間の経過に伴

い、移り変わってきたことを理解することが大切である。第１単元で学習した市の様子を基に、時間の

経過により変化して現在の市の様子につながっていることを捉えることが有効である。単元の終末で

は、市の発展やこれからの未来像を考える活動を設定し、将来を担う市民の一人としての自覚と愛情を

もてるようにする。時期の区分では、昭和などの元号も用い、公共施設を取り上げる際には、租税の役

割についても触れるようにしたい。 

単元の導入では、第１単元で学んだことを生かせるように構成する。例えば、現在の新宿駅の様子と

昔の新宿駅の様子を比較し、駅周辺は昔と今では違っていることが捉えられるようにする。さらに、様

子が変わっているのは、駅周辺だけなのか、他の地域はどうなのかなど児童から疑問が生まれるように

していく。 

調べる段階では、副読本を中心に違いを比較する視点ごとに調べるとともに、人々の生活の様子も変

わってきたことに気付くことができるよう、当時の様子を地域の人に聞き取り調査したり、地域の博物

館の学芸員の方による出前授業によって調べる活動も取り入れたりする。 

  まとめる段階では、年表にまとめ、区や人々の生活の様子の変化の傾向を考えていく。さらに、学んだ

ことを生かしながら、区の未来も考える学習を展開していく。 

 

【第１時資料】新宿駅周辺の３つの時期の写真 

   

 

 

 
【第２時】新宿区に畑があった写真や当時の人々の生活が見える写真や再現映像 

        

畑があったころの落合地区の写真（昭和２２年）  西新宿で野球をする子どもの写真（昭和４７年） 

  

新宿区ができたころのまちの様子        新宿区ができたころの子どもが遊ぶ様子 

（再現映像の一部）               （再現映像の一部） 

昭和２２年（１９４７年）ごろ     

新宿区ができた（約７０年前）   
昭和３９年（１９６９年）ごろ 
東京オリンピック（約５５年前） 

現在（令和元年・２０１９年） 



【第７時】 新宿区の人口や外国人人口の変化 

 

【第１４・１５時資料】「大新宿の歌」と「当時の区民や区長の願い」 

  

 

（３）児童の学びが深める問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

本単元では、学習指導要領や解説から、着目させたい視点や考える方法を抽出（【】で表現）し、その視

点や方法が働くように促す追究の問いを設定し、学びのプロセスに即して構成を下記のように考えた。 

学習問題を把握

する問い 

新宿駅あたりはどのようにかわったのだろう。     【駅前や人々の様子の変化】 
新宿区の他の地域の様子や人々のくらしはどうなのだろう。 

【他の地域や人々くらしの変化】 
単元の学習問題 わたしたちの住んでいる新宿区の様子や人々のくらしは、どのようにかわってきたの

だろう。 

 

 

 
事実を追
究し捉え
る問い 

交通はどのようにかわってきたのだろう。                 【交通の違い】 
土地の使われ方はどのように変わってきたのだろう。          【土地利用の違い】 
区の公共施設はどのように変わってきたのだろう。        【公共施設の違い】  
新宿区に住んでいる人の数は、どのように変わってきたのだろう。   【人口の違い】 

特色や意味を考
える問い 

３つの時期の区の様子は、それぞれどのような様子なのだろう。     
【関連付け】 

 

 

事実を追
究し捉え
る問い 

生活の道具はどのように変わってきたのだろう。         【生活の道具の違い】 

人々のくらしはどのように変わってきただろう。      【人々のくらしの違い】 

特色や意味を考
える問い 

わたしたちが生活する新宿区の様子や人々のくらしは、どのようにかわってきたのだ
ろう。                【区の様子とくらしの関連付け】 

社会との関わり

を考える問い 

これからの新宿区は、どのように変わっていくのだろう。      
【変化や発展】 

新宿区はこれからどのような区になっていくとよいのだろう。 
【区民や区長の願い】 



４ 単元の指導計画と評価計画 （１６時間扱い） 

 ねらい 〇主な学習活動●評価の活動問問い・児童の反応 ◎資料□指導上の留意点【評価】 

つ 

 

か 

 

む 

 

 

 

 

① 新宿区ができたころと
東京オリンピックがあ
ったころと現在の駅前
の様子を比べて気付い
たことを話し合うこと
を通して、駅前の様子が
変わってきたことに気
付き、疑問をもつ。① 

                 

〇現在の新宿駅の写真から「区の様子」の学習を振り返
る。 

問：新宿駅あたりはどのようにかわったのだろう。 
〇現在、区ができたころ、東京オリンピックのころの新
宿駅周辺の写真を比べて気付いたことを話し合う。 

・新宿駅あたりは、どんどん建物が増えて高層ビルが建
った。様子が変わってきた。 

●疑問や知りたいことをノートに書く。 
・70 年でこんなに変わったなんてびっくりした。ほか
の場所はどうなのだろう。 

◎新宿駅周辺の３時期の写真（昭和 22年、東昭
和 39年、現在）、遊ぶ子供たちの写真、 

 新宿区の地図 
□1 学期に行った「新宿区の様子」の学習を
振り返る。現在と比べてどうかから考え
始め、どの時期と比べてどうなのかが分
かるよう板書するようにする。 

【知①】駅前の建物や人の様子について調べ、
新宿駅周辺の変化について理解している。 
               （ノート） 

ほかの地域の様子や

人々のくらしの変化

に気付き、疑問に思

ったことをもとに学

習問題を設定する。

②   

 

 

 

        

問：新宿区の他の地域の様子や人々のくらしはどうな 
のだろう。（学習問題をつくろう。） 

〇ほかの地域の様子や人々のくらしの変化に気付いた
ことを書く。 

・新宿区に畑があるとは思わなかった。 
・子供の遊びや服装や家の様子もちがう。 
●疑問に思ったことをノートに書き、学習問題を設定
する。 

・ほかにも区の様子が今とちがう場所はあるのかな。 
・くらしの様子は変わったのだろうか。 

 

 

◎戸塚・落合地区の写真（昭和 33年と現在） 
 昭和 33年頃がわかる再現映像、新宿区の地図 
□児童の疑問を生かして学習問題をつく
るようにする。 

【思①】交通や公共施設、土地利用や人口、 
生活の道具などの時期による違いに着目して 
問いを見出し、区や人々の生活の移り変わりに
ついて考え、表現している。（ノート） 

 

区の様子をまとめた
地図を基に学習問題
について予想すると
ともに、予想を分類し
て何を調べたらよい
かを考え、学習計画を
立てる。③ 

 

○区の様子で学習したことを生かして予想する。 

・家や店が多くなったのでは。【土地利用】 

・学校も増えたのではないか。【公共施設】 

・地下鉄や電車が増えたはず。【交通】 

〇予想を分類し、何を調べたらよいかを考え、学習計

画を立てる。 

●つかむ段階の学習を振り返りカードに記入する。 

・くらしがどう変わったか、おばあちゃんに聞いてみた

い。また、歴史博物館で調べたい。 

◎現在の新宿区の写真と地図 
□前時に作成した疑問や学習問題はカー
ド化して、予想に生かせるようにしてお
く。 

 
【態度①】学習問題や学習計画を振り返り、解
決の見通しをもっている。（学び方カード） 

 

調 

 

べ 

 

る 

 

新宿区内の主な鉄道
や道路の時期による
違いについて地図な
どの資料を使って調
べ、交通の様子の変化
について理解する。④ 

 

問：交通はどのようにかわってきたのだろう。 

〇新宿区内の交通の変化について調べる 

・昭和２２年は道路に線路があった。（都電） 

・地下鉄など線路が増えた。 

●交通の変化についてのまとめをノートに書く。 

・電車や道路が作られて交通の様子も変わり、みんなが

使うようになってまちの様子も変わってきた。 

◎３つの時期の交通網の地図 
◎３つの時期の新宿駅の写真 
□３つの時期の交通網の地図や新宿駅の写真
には、どこに着目したかが分かるように丸
印などの書き込みをさせるようにする。 

【知技①】交通の時期による違いについ
て、地図などの資料から情報を集め読
み取って新宿区の交通の移り変わりの
様子を理解している。（ノート） 

新宿区内の土地利用
について地図などの
資料を使って調べ、土
地利用の様子の変化
について理解する。⑤ 

問：土地の使われ方はどのように変わってきたのだろ
う。 
〇新宿区内の土地利用について調べる。 
・昭和２２年に比べて駅の周りには店が増えた。 
●土地利用の変化についてのまとめをノートに書く。 
・工場がへったり、住宅地や店が多い地域に変わったり
して土地の使われ方が変わり、まちの様子も変わって
きた。 

◎３つの時期の土地利用の地図や写真 
□地図や写真に気付いたことを書き込みなが
ら、３つの時期を比べて変化を捉えるよう
にする。 

【知技①】土地利用の時期による違い 
について、地図などの資料から情報を 
集め読み取って新宿区の土地利用の移 
り変わりの様子を理解している。 
（ノート） 

区内の公共施設につ
いて地図などの資料
を使って調べ、新宿区
の公共施設の分布の
変化について理解す
る。⑥ 

問：公共施設はどのように変わってきたのだろう。 

〇主な公共施設の分布や数の変化について調べる。 
・昭和２２年は学校が少なかったけれど、昭和４１年
には増えている。 

・学校は区の税金でたてられている。 
●公共施設の変化についてのまとめをノートに書く。 

・路面電車から、自動車、地下鉄へとかわってきた。

駅の数もとても多くなった。 

◎３つの時期の小中学校分布の地図 
区役所と四谷小学校の今と昔の写真 

□地図から小中学校の数を比べて、分布の傾
向を捉えるようにする。 

【知技①】公共施設の分布の時期による
違いについて、地図などの資料から情
報を集め読み取って公共施設の分布の
移り変わりの様子を理解している。（ノ
ート） 

新宿区の人口の変化

について棒グラフな

どの資料を使って調

べ、人口の移り変わり

の特色や傾向を理解

する。⑦ 

 

問：新宿区の住民の数はどのように変わってきたのだ
ろう。 
〇新宿区の人口や外国人人口の変化について調べる。 
・オリンピックのころが一番多い。 
●人口の変化についてのまとめをノートに書く。 
・人口は、オリンピックの頃に急に増えて一度減った
けれどまた増えている。外国人も増えてきた。 

◎新宿区の人口の棒グラフ、外国人人口の
グラフ 

□グラフに矢印や丸印を書き込み、人口の
増減や一番多い時期などを捉えるよう
にする。 

【知技①】人口の時期による違いについ
て、グラフなどの資料から情報を読み取
り、人口の移り変わりの様子を理解してい
る。（ノート） 

【学習問題】わたしたちの住んでいる新宿区の様子や人々のくらしは、どのようにかわってきたのだろう。 



これまで調べてきた

ことを年表にまとめ。

新宿区の変化の様子

を理解する。 

⑧ 

問：３つの時期の区の様子は、それぞれどのような様 
子なのだろう。           

●３つの時期ごとの区の様子について、交通、土地利 
用、公共施設、人口を関連付けて考え、分かったこ 
とを年表に整理する。 

 

◎新宿区の年表（ワークシート） 
□これまでの学んだことをもとに年表（ワ
ークシート）にまとめる。 

【知技②】時期ごとの新宿区の様子を比 
較し、新宿区が移り変わってきたことを 
理解している。（年表・ノート） 

洗濯板を使う体験を
通して、気付いたこ
とを話し合い、くら
しの変化について調
べる計画を立てる。
⑨ 

問：洗濯板（古い道具）はどのように使うのだろう。 

○洗濯板を使ってみて、気付いたことを話し合う。 

・ギザギザのところがすごい。今はやっぱり楽だ。 

●道具の変化はどのように調べられそうかを考え、学

習計画を見直している。 

・おばあちゃんに聞いてみたら使っていたときの様子

がもっとわかりそうです。 

◎洗濯板、洗濯板の使い方カード 

□体験したことも生かし、道具の変化をど

のように調べたら解決できそうかを学級

全体で話し合う。 
【態度①】道具の変化について学習を振り
返ったり、学習計画を見直したりしてい
る。（ノート） 

生活の道具の移り変
わりについて資料や
聞き取り調査をもと
に調べ、生活の道具
の変化を理解する⑩ 

問：生活の道具はどのようにかわってきたのだろう。 

〇いくつかの古い道具の変化について資料をもとに調

べ、くらしの変化について話し合う。 

●生活の道具がどのようにか変わったかを年表に整理

する。 

・昔の道具はかなり人の力が必要だった。今は、ご飯

を炊くのも、洗濯も自動。電気の力も大きい。 

◎道具年表、道具の変化の写真（明かり、

洗濯機）、古い道具の実物 

□話し合いでは昔と比べて今はどのような

よさがあるかを考えるようにする。 
【知技①】生活の道具の違いについて資料 
や聞き取り調査から情報を集め、生活の道 
具の変化を理解している。（ノート） 

人々の生活について

写真や再現映像など

で調べ、生活の様子

の変化を捉える。 

⑪⑫ 

問：人々のくらしはどのようにかわってきたのだろ

う。 
○くらしの変化の様子について歴史博物館の方の話を
聞いたり、資料を使ったりして調べ、くらしの変化
について話し合う。 

●人々のくらしはどのように変わったかをノートに書
き、学習問題の解決にたどり着いたか話し合う。 

・オリンピックのころに電化製品が広まったころで、み 
んなが使い、便利になり始めた時期だと分かった。だ 
いだい調べられたのでまとめたいです。 

◎当時を再現した映像や写真、現在のくら

しの絵、歴史博物館の方の話（ＧＴ） 

□２時間のうちの１時間は、歴史博物館の

方へ質問し、古い道具を使っていた当時

の様子を調べるようにする。 

【知技①】生活の様子の違いについて写真 

などから情報を集め読み取り、人々の生活 

の移り変わりの様子について理解してい 

る。（ノート） 

 

ま

と

め

る 

 

 

人々の生活や道具の

移り変わりを年表に

整理し、時間の経過に

合わせて便利になっ

たことを理解してい

る。⑬ 

問：わたしたちが生活する新宿区の様子や人々のくら 
しは、どのようにかわってきたのだろう。 

～年表に整理して考えよう～ 
〇区の変化や人々のくらしの変化の様子について調べ
たことを年表にまとめる。 

●年表にまとめたことから人々の生活の移り変わりに
ついて分かったことをノートに書く。 

□生活の様子の変化を区の様子の年表に

合わせて、道具の移り変わりを位置付

け関連付けるようにする。 

【知技②】時期ごとの様子を比べることで

道具やくらしの変化を年表に整理して

いる。（年表） 

まとめた年表をもと

に、学習問題に対して

自分の考えをまとめ

る。⑭ 

問：わたしたちが生活する新宿区の様子や人々のくら

しは、どのようにかわってきたのだろう。 

〇まとめた年表をもとにしながら、学習問題について

自分の考えをまとめる。  
●新宿区や人々のくらしがどのようにかわってきたか
をノートに書く。 

 
 
 
 

◎新宿区や人々の生活の年表、写真、大新宿 
の歌の歌詞 

□これまでの傾向を新宿区の様子や人々
のくらしについて関連付けたり比較し
たりして考える。 

【思考②】これまでの変化の傾向を関連
付けて、表現している。（ノート） 
【知技②】調べたことを年表などにまと
め、区や人々の生活の様子は、時間の経
過に伴い、移り変わってきたことを理解
する。（年表・ノート） 

 

 

い 

か

す 

 

学んだことをもと

に、これからの新宿

区がどのようにかわ

っていくとよいのか

を考える。⑮ 

問：これからの新宿区は、どのように変わっていくと
よいのだろう。（大新宿の歌5番を考えよう。） 

○人口の変化や国際化、区の施策などから新宿区がど
のように変わっていくかを話し合う。 

・これからも新宿区に住む外国人は増えると思う。 
●区民の一員としての願いを入れた大新宿の歌の歌詞
を考える。 

・「世界」や「にぎやか」という歌詞は入れたい。なぜ
なら外国人の人口も今後も増えていくだろうから。 

◎新宿区ができた当時の区民、区長の願い
（文章資料）、大新宿の歌の歌詞 

□区の施策を知り、これまでの学んだこと
を生かしてこれからの新宿区の様子を
考えるようにする。 

【思考②】学んだことを基に、区の発展を
考え、表現しようとしている。（ノート） 

これからの新宿区が

どのような区になっ

ていくか、区民の一員

として考えたことを

文章にまとめる。 

⑯ 

 

問：新宿区はこれからどのような区になっていくとよい
のだろう。 

・区長や区民の願いをもとに、どのような区になって
ほしいか自分たちの願いを話し合う。 

・話し合いから区歌の続きを考え、発表し合う。 
●これからの新宿区について自分の考えを書く。 

◎大新宿の歌の歌詞 

◎新宿区の移り変わり年表 

【態度②】学んだことを基に新宿区の未来

を考えようとしている。（ノート） 

新宿区のまちの様子や人々のくらしは、この７０年くらいで大きく変わった。 
みんなが住みやすく、くらしやすい世の中に変わってきた。そこには、区や住 
民の願いがある。その願いをかなえながら、新宿区は変わってきた。 

これからの新宿区はもっと外国人が増え、にぎやかになっていくと思います。日本人も外国人もみんな
がなかよく笑顔でくらせるような新宿区になってほしいです。新宿区の計画でもだれでも大切にするこ
とを目指しているので自分たちもそんなまちにしたいです。 

調

べ

る 



５ 本時の指導（６／１６時）                            

（１）本時のねらい 

〇新宿区内の公共施設の変化について地図などの資料を使って調べ、新宿区の公共施設の分布の変化を理解する。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応  ◎資料 □指導上の留意点 【評価】 

導
入
（
５
） 

〇前時までの学習や第１単元の学習を振り返る。 

・新宿区の土地の様子はだんだん住宅地と商店の多い地域
が増えていっていたね。 

・「新宿区の様子」のとき、住宅地には学校があったよ。 
・住宅地が増えたということは学校も増えたのではないか
な。 

 

□前時までの学習や、第 1単元で学習し

た新宿区の公共施設の分布の様子を振

り返ることを通して、学習への意欲を

高められるようにする。 

 

 

自 

分 

タ 

イ 

ム

（15） 

○資料から公共施設の分布の様子について読み取る。 

・今の新宿区は小学校が２９校、中学校が１０校ある。 

・区役所は新宿駅の近くにある。 

・昭和２２年のころは、今と比べると区役所の場所が違う。 

・写真を見ると建物の様子も違うね。 

・昭和３９年のころは、昭和２２年と比べて小学校も中学校

も増えている。 

◎３つの時期の小中学校分布の地図 
○区役所と小中学校の今と昔の写真 
□現在の地図と昭和２２年、昭和３９年
の地図を比較することによって、どう
違うのか確認できるようにする。 

□地図や写真には、丸印などを書き込む
ようにする。 

□ＩＣＴを使って拡大したり画像を比較
したりすることを通して、資料を読み
取れるようにする。 

み 

ん 

な 

タ 

イ 

ム 

（15） 

〇読み取ったことを発表する。 

・学校は東京オリンピックのころにふえて、その後に減っ

てきた。 

・住む人や子どもが増えたあとへったのではないかな。 

・区役所は、はじめは牛込地区にあったけど、場所が変わ

っていた。駅に近い方が便利だったのではないかな。 

・学校や図書館は住宅地の多い場所に多くなっている。 

・区役所の人は新宿区に住む人にとって便利なように考え

て公共施設を作っているんだね。 

・学校や区役所を新しく作るときには、税金が使われる。 

□時代ごとに読み取れたことを板書で整

理することを通して、時代ごとに様子が

移り変わっていることを捉えられるよ

うにする。 

□ＩＣＴで重ねて確かめる。 

□四谷小の写真や区役所の人の話（文章資

料）を提示し、区民のために税金を使っ

て公共施設が作られることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

(10) 

〇新宿区がどのように移り変わってきたのか分かったこと

や考えたことをノートに書く。 

・土地の使われ方や交通の様子もかわり、公共しせつも合わ
せて場所がかわったり、新しくたてかえられたりした。 

・新宿区の学校は東京オリンピックのころには増えて、今

は少し減った。住んでいる人の数と関係がありそうだか

ら調べてみたい。 

【知技①】公共施設の分布の時期による違

いに着目して、地図などの資料で調べて情

報を集め読み取り、新宿区の公共施設の分

布の移り変わりについて理解している。

（ノート） 

（３）本時の板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の問い：公共しせつはどのようにかわってきたのだろう。 

 

公共しせつはどのようにかわってきたのだろう。 

Ｓ２２年頃 

の地図 

Ｓ３９年頃 

の地図 

Ｒ１年頃 

の地図 

・小学校は２８校 

中学校は９校。 

・区役所は牛込。 

・学校がふえた。 

・区役所が今と同

じ場所にある。 

・小学校は２９校 

中学校は１０校 

 

みんなタイム 

・学校はふえてへった 

→人口がかわった？ 

・区役所の場所がかわった 

→みんなが行きやすい場所になっ

た？  税金が使われている。 

土地の使われ方や交通の様子もかわり、

公共しせつも合わせて場所がかわった

り、新しくたてかえられたりした。 

現在の 

四谷小学校 
昔の 

四谷小学校 

昔の 

新宿区役所 

現在の 

新宿区役所 

自分タイム ３つの学校が集まって新
しく作りかえられた 

ちがう場所に作られた。 

税金 

振
り
返
り
タ
イ
ム 



６ 実践のまとめにかえて ※臨時休業のため実践が途中までしかできていないため 

  本単元では、調べたことを年表にまとめていくようにする。毎時の学習を年表に整理し、まとめていく 

中で、「新宿区の様子はどのようにかわり、人々のくらしの様子はどのようにかわっていったのだろう。」 

という学習問題を解決していくように学習展開する。児童が、単元終末において次のような年表に整理で 

きることを想定し、学習状況を次のように評価できるのではないかと考えた。 

 新宿区ができたころ 

昭和２２年 

（１９４７年） 

東京オリンピックのころ 

昭和３９年 

（１９６４年） 

現在 

令和２年 

（２０２０年） 

それぞれのうつりかわ

りの様子（まとめる

と・・・） 

 

交通 路面電車やバスがあっ

た。 

線路や電車、トローリーバスが

ふえ、道路がせいびされ、ふえ

た。 

電車がふえ、地下鉄の駅や道路のは

ばも広くなった。 

路面電車から、自動車、地下

鉄へとかわってきた。駅の

数もとても多くなった。 

←第４時に
記入 

【知・技①】 

土地の使

われ方 

田や畑はほとんどない。

住宅地が広がっていて、

新宿駅の周りには店が多

い。工場も多かった。 

工場がへり、かわりに商店が多

い地いきや住宅地がふえた。 

工場はもっとへり、住宅地や店が多

い地いきがふえた。 

昔から住宅地が多く、工場

がへり、商業地がふえた。 

 

←第５時に

記入 
【知・技①】 

公共しせ

つ 

小学校が２８校 

中学校が９校 

昭和２２年にくらべてふえた。

小学校３６校、中学校 １５

校。 

一度ふえたけれど、またへった。小

学校２９校、中学校１０校。住宅地

の近くには学校や図書館がある。 

学校は一度ふえたけれど、

その後へった。住宅地には

学校や図書館がある。 

←第６時に
記入 

【知・技①】 

人口 人口は２４万人。だんだ

ん人口が増えていった。 

このころの人口が一番多い。

（４１万人）オリンピックのこ

ろにきゅうにふえた。 

今は、３４万人。人口は少しへった。

外国人から来た人もふえて8万人い

る。 

人口は、東京オリンピック

のころにふえて、そのあと

へっているが、４２万人も

いる。外国人の人口もふえ

た。 

 

←第７時に
記入 

【知・技①】 

当時の区
の様子 

まとめる
と・・・ 

まだ畑があるところもあ

ったり、路面電車やトロ

ーリーバスがあったり、

人口もまだ少なかった。 

オリンピックになり、道路や鉄

道や駅がせいびされた。人もた

くさん集まってきて、人口がふ

えた。だから学校（公共しせつ）

もふえた。 

電車の路線、駅、道路などがふえ、

住む人、働く人が増えた。（住宅地、

商業地がふえた。）外国人の人口も

ふえた。 

 

交通も、土地の使われ方も、

公共施設もかわって、住む

人も多くなり、だんだんと

新宿区のまちの様子はかわ

ってきた。 

←第８時終
末に記入 

  【思②】 

生活の道

具 

    

【部屋の明かり】灯油→電気（電球→蛍光灯→ＬＥＤ） 

 

【洗たく】 人の力（こする→手回し）→電気（手回し→全自動） 

生活の道具は、人の力か

ら、電気にきりかわっ

て、だんだんよりよくべ

んりになってきた。家事

が短い時間で、楽にでき

るようになったことで、

ちがうことに時間をか

けることができるよう

になった。 

 

← 

第11時に記
入 

【知・技①】 

当時の道

具や人々

の生活の

様子 

まだ、人の力で家事をす

ることが多い。 

 

 

電化製品もふえ、みんなで

オリンピックをみることが

できた。 

 

 

電化製品が全自動になったり、インタ

ーネットがつながったりするように

なり、さらにべんりになった。 

新宿区は、この７０年間

で、まちの様子がどんど

んかわってきた。その間

に地下鉄などの交通も

整備され、電化製品もど

んどんよくなり人々 

の生活もよりよくなっ

た。 

← 

第12時終末
に記入 

【思②】 

第４時～第７時、第９時～第１１時 

○年表の調べる項目ごとに調べて分かったことを記入する。 

【知・技①】→記入の状況を把握し個別の支援をする。 

第８時・第１２時 

○縦の列を見て、「その当時は『どのような新宿区の様子だったか』や『人々のくらしはどのようなようすだった

か』」を考え、記述する。【知・技②】 

○それぞれの時間の終末で新宿区や人々のくらしの全体としての移り変わりの傾向をまとめて記述する。 

【思・判・表②】→記述内容をもとに評価する。 

第８時に記入【知・技②】 

第１２時に記入【知・技②】 



 

 
指導者 ４年３組 本木 綾子 

 

 

１ 単元名 「水害からくらしを守る」（９時間） 

 

２ 単元の目標と観点別評価規準 

（１）単元の目標 

〇自然災害から人々を守る活動について、過去に発生した地域の自然災害、関係機関の協力などに着目して、

聞き取り調査をしたり地図や年表などの資料で調べたりして関係図にまとめる。そこから、災害から人々

を守る活動を捉え、その働きを考え、表現することを通して、地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、

様々な協力をして対処してきたことや、今後想定される自然災害に対し、様々な備えをしていることを理

解できるようにする。 

○自然災害から人々を守る関係機関や人々の活動について、主体的に学習問題を解決しようとする態度を養

うとともに、学んだことを基に、地域社会の一員として関係機関や地域の人々を守る活動に協力しようと

する態度を養う。 

 

（２）単元の観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①過去に発生した地域の自然災害
や関係機関の協力などについ
て、聞き取り調査をしたり地図
や年表などの資料で調べたりし
て、必要な情報を集め、読み取
り、災害から人々を守る活動の
様子について理解している。 

②調べたことを、関係図や文にま
とめ、地域の関係機関や人々は、
自然災害に対し、様々な協力を
して対処してきたことや、今後
想定される災害に対し、様々な
備えをしていることについて理
解している。 

①過去に発生した地域の自然災
害、関係機関の協力などに着目
して、問いを見いだし、災害か
ら人々を守る活動について表現
している。 

 
 
② 調べたことを比較・関連付け、
総合などして、自然災害による
被害を減らすための対策や人々
の生活について考えたり、社会
への関わり方を選択・判断した
りして、適切に表現している。 

①自然災害から人々を守る活動に
ついて、予想や学習計画を立て、
振り返ったり、見直したりして、
主体的に学習問題を追究し、解
決しようとしている。 
               
 

②過去の自然災害や、人々の安全
を守る取組について学んだこと
を基に、地域社会の一員として、
関係機関や地域の人々を守る活
動に協力しようとしている。 

 

３ 単元について 

（１）内容の枠組み「現代社会の仕組みや働きと人々の生活（政治）」から見た小単元の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４学年 社会科学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

3年社会 

「市役所などの公共施設の場所と働き」 

 

４年社会 

「人々の健康や生活環境を支える事業」 

 ・ごみの処理 ・水道 
４年「自然災害から人々を守る活動」 

５年社会「我が国の国土の自然環境と国民生活との関連」  

3年社会「地域の安全を守る働き」 ・消防 ・警察 

６年社会「我が国の政治の働き」 

中学校公民 「私たちが生きる現代社会」「現代社会を捉える枠組み」「私たちと政治」 

４年総合 

「四谷の防災マップをつくろう」 



（２）指導内容の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領 第４学年内容（３） 

アの(ｱ)：地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたことや、今後想定され

る災害に対し、様々な備えをしていることを理解すること。  

アの(ｲ)：聞き取り調査をしたり地図や年表などの資料で調べたりして、まとめること。 

イの(ｱ)：過去に発生した地域の自然災害、関係機関の協力などに着目して、災害から人々を守る活動を捉え、

その働きを考え、表現すること。 

＜学習問題＞ 

水害の被害から町や人々を守るために、誰が

どのような取組をしているのだろう。 

問い：東京都では、これまでにど

のような自然災害が起きて

いるのだろう。  

  【過去に発生した自然災害】 

知識： 過去に都内で繰り返し自

然災害が発生していること

を理解する。 

資料：写真：都内で過去に起きた

災害 

：年表：これまでに東京都で

起きた主な災害 

 

問い：東京都では、どのような水害

対策をしているのだろう。 

【対策・関連機関の協力】  

知識：東京都では、 過去の自然災

害の発生状況などを踏まえ、

起こり得る自然災害による被

害を防いだり減らしたりする

ための備えをしていることを

理解する。 

資料：パンフレット「水害に強い 

まちづくり」 

 

＜社会との関わり＞ 

新宿区や東京都は国と連携して自然災害に備えたり、地域の人とも協力して備えたりしている。だから自分達も防災訓練への参加や

災害に関する情報を把握するなど、地域の人々と協力していくことが大切だ。 

＜出合い＞ 

都内で発生した様々な自然災害の年表や被害の様子の写真を

見て、自然災害に関心をもつ。 

問い：水害をなくすことはできるのだろ

う  

か。        【持続可能性】 

知識：水害は減っているが、なくなることはな

く、将来、災害が発生することがある。 

問い：水害から命を守るために、災害時の私た

ちはどのように行動するとよいのだろ

う。        【選択・判断】  

活動：これまで学習したことを基に、グループ

や学級で話し合い、自分たちにできるこ

とを考え、記述する。 

問い：新宿区では、どのような水害

対策をしているのだろう。 

【対策・関連機関の協力】  

知識：区役所は、 過去の自然災害

の発生状況などを踏まえ、起

こり得る自然災害による被害

を防いだり減らしたりするた

めの備えをしていることを理

解する。 

資料：区役所の人の話 

 

＜出合い＞ 

新宿区の水害の推移のグラフを見て、身近な地域の水害に関心

をもつ。 

問い：地域では、どのような水害

対策をしているのだろう。 

【対策・関連機関の協力】  

知識：警察署や消防署、消防団な

どの関係機関や地域の人々

は、災害から人々を守る活

動をしている。 

問い：東京都や新宿区、地域ではどのよう

に協力して水害対策をしているのだ

ろう。               【関連付け】  

活動： 学習したことを関係図にまとめ、学

習問題に対する自分の考えを書く。 

 
知識：東京都や新宿区、地域や関係機

関などのたくさんの人が、自然

災害に対し、様々な協力をして

対処してきたことや今後想定さ

れる災害に対して様々な備えを

していることを理解する。 

ですごいと思った。 

問い：東京都では、どこでどの

ような自然災害が起きて

きたのだろう。 

【自然災害の分布】  

知識：東京都では、島を含めて

自然災害の被害が様々な

場所に広がっている様子

について捉え、理解する

ことができる。 

資料：地図：東京都の白地図 

 



（３）本単元の教材について 

「つかむ」段階で、東京都でこれまでに起こった自然災害の種類や分布、発生時期について地図や年表な

どの資料で調べ、新宿区でもこれまでに神田川の流域で水害が多く起こっていることに気付かせる。そこで

水害からまちや人々を守るために、誰がどのような取組をしているのかを調べる学習問題を設定する。  

「調べる」段階では、新宿区における神田川流域の水害対策に加えて、東京都各地の高潮や土砂災害の対

策を取り上げ、グラフや文章、写真などの資料を活用して調べる。神田川流域の水害対策を詳しく調べる際

には、新宿区の危機管理課の人へのインタビュー調査も行う。 

「まとめる」段階では、地域の関係機関や人々は自然災害に対して様々な協力をして対処してきたことや、

今後想定される自然災害に対し様々な備えをしていることを関係図にまとめる。さらに、学んだことを基に

地域社会の一員として、水害からまちや人を守るためにできることを考えたり、「マイタイムライン」を作成

したりする。 

神田川流域の水害からくらしを守る取組を整理すると以下のようになる。新宿区の水害対策などの取組か

ら、東京都全体における水害の対策や備えに視野を広げて見ていくことができるようにする。 

 

 

  身近な災害への対策や備え  →  東京都各地の災害への対策や備え 

新宿区神田川（都市型）水害 低地の高潮   土砂災害 

東京都 ・地域防災計画 
・地下調節池の建設 
・護岸工事 
・水位・雨量観測システム・サ 
イレン（１か所） 

・浸水予想区域図の公表 
・洪水浸水想定区域図の公表 

・高潮浸水想定区域図
の公表 

・高潮特別警戒水位の 
設定 

・土砂災害警戒区域 
・土砂災害特別警戒区域
の指定 

 

新宿区 ・地域防災計画 
・水位・雨量観測システム・サ 
イレン（５か所） 

・ハザードマップ・浸水実績図 
・避難所の開設・気象情報メール 
・ホームページ・水防訓練 
・防災センター・防災行政無線 

・ハザードマップ 
・避難所の開設 
・気象情報メール 
・ホームページ 
・防災センター 
・防災行政無線 
 

・ハザードマップ 
・避難所の開設 
・気象情報メール 
・ホームページ 
・防災センター 
・防災行政無線 
・土砂災害アドバイザー
派遣 

関

係

機

関 

・

地

域 

消防署 ・水防訓練（年１回） 

・避難誘導 

・水防訓練（年１回） 

・避難誘導 

・避難誘導 

消防団 ・水防訓練（年１回） 

・避難誘導 

・水防訓練（年１回） 

・避難誘導 

・避難誘導 

警察 ・避難誘導 

・道路危険区域 

・避難誘導 

 

・避難誘導 

 

出張所 ・土嚢配布 

・地域情報収集 

・土嚢配布 

・地域情報収集 

・土嚢配布 

・地域情報収集 

＜使用する資料＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[地図 東京都で起きた自然災害]           [新宿区浸水被害のグラフ] 
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[東京都の水防組織図]      [環状七号線地下調節池の写真]  [橋の封鎖の写真] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[水防訓練の写真]               [新宿区洪水ハザードマップ] 

【第３時の板書】 

 

（３）児童の学びが深める問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

本単元では、学習指導要領や解説から、着目させたい視点や考える方法を抽出（【】で表現）し、その視

点や方法が働くように促す追究の問いを設定し、学びのプロセスに即して構成を下記のように考えた。 

学習問題を把握

する問い 

東京都ではこれまでにどのような自然災害が起きてきたのだろう。 

【過去に発生した自然災害】 

東京都では、どこでどのような自然災害が起きてきたのだろう。          【自然災害の分布】 

新宿区ではこれまでにどのくらい水害が起きてきたのだろう。 

【過去に発生した自然災害】 

単元の学習問題 水害の被害から町や人々を守るために、誰がどのような取り組みをしているのだろう。 

 

 

事実を追

究し捉え

る問い 

東京都では、どのような水害対策をしているのだろう。   【自然災害への対策や備え】 

新宿区では、どのような水害対策をしているのだろう。           【自然災害への対策や備え】 

地域では、どのような水害対策をしているのだろう。            【自然災害への対策や備え】 

特色や意味を考

える問い 

東京都や新宿区、地域ではどのように協力して水害対策をしているのだろう。     

【関係機関の協力】【生活と関連付けて考える】 

社会との関わり

を考える問い 

水害から命を守るために、災害時の私たちはどのように行動するとよいのだろう。 

【持続可能性】 【選択・判断】 

 

 

 



４ 単元の指導計画と評価計画 （９時間扱い） 

 ねらい 〇主な学習活動●評価の活動問問い・児童の反応 ◎資料□指導上の留意点【評価】 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

 

 

 

① 東京都でこれまで

に起こった自然災

害について調べ、東

京都各地で繰り返

し様々な自然災害

が発生しているこ

とを捉える。① 

問：東京都では、これまでにどのような自然災害が起きてきたのだろう。 

〇都内でこれまでに発生した様々な自然災害の種類と被害

の様子について、年表と写真で調べる。 

・東京都では、様々な災害が繰り返し起こっている。 

問：東京都では、どこでどのような自然災害が起きているのだろう。 

○都内で自然災害が発生した場所と災害の種類を調べる。 

・東京都の各地で自然災害は起きている。 

・その中でも洪水が多く起こっている。この前も起きた。 

●年表と地図を見て気付いたことをノートに書く。 

◎地図「東京都で起きた自然災害」 

◎年表「東京都で起きた自然災害」 

□年表などから東京都でも地震、洪

水、土砂崩れなどの自然災害が繰

り返し発生していることを捉える

ことができるようにする。 

【知技①】これまで東京都で発生した自 

然災害について年表や白地図から読み

取ったことを記述している。（ノート） 

新宿区の水害の発

生状況を調べ、浸水

件数が減ってきた

事実に疑問をもち

学習問題を設定す

るとともに、予想を

話し合い学習計画

を立てる。② 

問：水害はなぜ起こるのだろう。 

○水害がなぜ起こるのかを調べる。 

・水害には、川の水があふれて起きる水害（外水氾濫）と、

まちに降った雨を下水道が流しきれずに溢れて起きる水

害（内水氾濫）がある。 

・東京に緑が減ってきたことで、土地が水を貯える力が弱

く、水害が起こってしまう。 

問：新宿区ではこれまでにどこでどのくらい水害が起きているの 

だろう。 

〇新宿区の浸水被害が減っている事実について疑問を出し

合い、学級の学習問題を設定する。 

・浸水被害は神田川の流域で起こっている。 

・浸水被害はだんだん減ってきている。 

・なぜ浸水被害は減ってきたのだろう。 

・きっと誰かが何かをしているからだと思う。 

 

 

●水害から守るために誰がどのようなことをしているか予

想し、話し合う。 

○学習問題を解決するために調べることを確かめ合う。 

◎東京都の冊子「みんなで考えよ

う！水害に強いまちづくり」 

◎新宿区浸水被害のグラフ 

◎神田川水害年表 

□水害の種類や水害が起きる仕組み

を理解する。 

□浸水の減少についての児童の疑問

を集約して学習問題を設定する。 

【思考①】浸水被害が時間の経過ととも

に減っていることに着目して問いを見出

すことができる。（ノート） 

□学習問題に対する予想を考えて話し合

い、調べる計画を立てる。 

 

 

 

 

 

【態度①】学習問題を予想し、調べること

について見通しをもっている。（ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 

 

べ 

 

る 

 

神田川の水害に対

して東京都はどの

ような取組をして

いるのかを理解す

る。③ 

 

 

問：神田川の水害に対して、都や区、地域の人々はどのようなこと

をしているのだろう。 

〇東京都が水害に対してどのような取組をしているのかを

調べる。 

・川の幅を広げたり、川底を深くしたりしている。（護岸工事） 

・雨水を大きな空間にためている。（調節池） 

・雨水を地面にしみこませる工夫をしている。（透水性舗装） 

・自然の力で水害を防ぐ。（緑を増やす） 

●神田川の水害を防ぐために東京都がしていることをノー

トに書く。 

◎東京都の冊子「みんなで考えよ

う！水害に強いまちづくり」 

◎東京都の水防組織図 

◎対策の写真 

□資料から東京都の水害対策につい

て読み取り、ノートに書く。 

□区役所の人にインタビューしたい

内容を考えさせる。 

【知技①】東京都の具体的な水害対策に 

ついて理解している。（ノート） 

神田川の水害に対

して新宿区や地域

の人々はどのよう

な取組をしている

のかを理解する。④ 

（本時） 

問：神田川の水害に対して、新宿区や地域の人々はどのようなこ

とをしているのだろう。 

〇新宿区や地域の人が神田川の水害に対してどのような取

り組みをしているのか話を聞く。 

・ハザードマップは、東京都からもらった情報を基に予測

して作っている。 

・新宿区では、東京都と協力して水位・雨量観測システム

やサイレンを備えている。 

・新宿区は消防署や消防団、地域の人と協力して水防訓練

を行っている。 

◎区役所の人の話 

◎新宿区洪水ハザードマップ 

◎環状七号線地下調節池の写真 

橋の封鎖の写真、水防訓練の写真 

□区役所の危機管理課の人の話を聞

くことで、現場の様子を捉えられ

るようにする。 

【知技①】新宿区は、東京都や関連機関 

の人々と協力して、水害を防いだり減ら

（神田川の）水害からまちや人々を守るために、誰がどのような取り組みをしているのだろう。 



●神田川の水害を防ぐために新宿区や地域の人々が協力し

て対策していることをノートに書く。 

したりしていることを理解している。

（ノート） 

東京都などが、低い

土地を河川氾濫や高

潮からまちや人々を

守るための対策をし

ていることについて

理解する。⑤ 

 

問：東京都は、河川氾濫や高潮に対してどのような取り組みをし

ているのだろう。 

○高潮の起こりやすい場所や、防ぐための取組について調

べる。 

・高潮は、台風などが原因となり、沿岸部の低い土地で発

生する。 

・防潮堤や水門、スーパー堤防などを作っている。 

●河川氾濫や高潮を防ぐための東京都などの取組をノート

にまとまる。 

◎台風１９号の災害ニュース 

◎東京マイ・タイムライン 

◎「荒川土手（スーパー堤防）」写真 

◎水門などの整備（写真） 

◎動画「荒川の氾濫予想」ＶＴＲ 
□東京都が国や区市と連携して取り
組んでいる河川氾濫や高潮対策を
資料から読み取れるようにする。 

【知技①】東京都が河川氾濫や高潮を防

ぐために計画的に対策をしていることを

理解している。（ノート） 

東京都などが、山地

や丘陵地の斜面で

発生する土砂災害

からまちや人々を

守るための対策を

していることにつ

いて理解する。⑥ 

 

問：東京都は、土砂災害に対してどのような取り組みをしている 

のだろう。 

○土砂災害の起こりやすい場所や、土砂災害を防ぐための

取組について調べる。 

・土砂災害は、山や谷、がけが崩れて起こる。 

・大雨が降ると地面が柔らかくなって崩れやすくなる。 

・急斜面が崩れることを抑える施設の整備を進めている。 

●土砂災害を防ぐための東京都などの取組をノートにまと

める。 

◎東京マイ・タイムライン 

◎「法枠工」の写真 

◎「砂防ダム」写真 
◎土砂災害ハザードマップ 
□東京都が国や区市と連携して取り
組んでいる土砂災害対策を資料か
ら読み取れるようにする。 

【知技①】東京都が土砂災害を防ぐため 

に計画的に対策をしていることを理解し 

ている。（ノート） 

 

ま

と

め

る 

 

学習問題について

調べたことを関係

図にまとめ、学習問

題のまとめについ

て考えたことを関

係図に表現する。⑦ 

問：東京都や新宿区、地域では、どのように協力して水害対策を

しているのだろう。  

●学習したことを、関係図にまとめることができる。 

・いろいろな人がつながっている。・たくさん協力がある。 

●まとめた関係図を基に学習問題について考えたことを文

章で関係図に追記する。 

・新宿区では、防災計画を作って、東京都とも協力しなが

ら水害に備えて対策を考えている。水害が起こった時

は、警察や消防署、地域の人々とも協力して、住民を避

難させるなどし、命を守っている。 

◎これまでの学習したノートや資料 

□様々な対策を付箋に記入してワー

クシートに位置付け、相互の関連

を矢印で結び説明を記入させる。 

【思考②】様々な立場の人を結んで相互 

の取組を関連付け、どのように協力 

しているのか考えている。（関係図） 

【知技②】調べたことを関係図にまとめ、 

関係機関や地域の人々が自然災害に対し 

協力して対応していることを理解してい 

る。（関係図） 

 

 

い 

か

す 

 

水害をなくすこと

はできないことを

踏まえ、将来の水害

対策や備えについ

て考え、関心をも

つ。⑧ 

 

 

問：水害をなくすことはできるのだろうか。 

○浸水被害の資料から水害をなくすことは可能なのかどう

かについて話し合う。 

・新宿区は浸水被害は減っているがゼロにはならない。 

・きっと水害をゼロにすることはできない。 

・水害から命を守る方法について考えなければならない。 

・実際に災害が起きたらどのようにしたらいよいのかな。 

●今後の水害対策について考えたことや疑問を書く。 

◎新宿区浸水被害のグラフ 

□水害をなくすことは不可能なこと

に気付かせ、将来の災害に向けた

対策や備えに目を向けさせていく

ようにする。 

【態度①】浸水被害を完全になくすこと

ができないことを踏まえ、今後どのよ

うにしたらよいか疑問や関心をもって

いる。（ノート） 

これまで学習してき

たことを基に、水害

から命を守る方法に

ついて考え東京マ

イ・タイムラインを

作成する。⑨ 

問：水害から命を守るために、災害時の私たちはどのように行動

するとよいのだろう。 

●学習したことをもとに、自分たちではできないことと、

自分たちが協力できることを分けて考え、その理由も合

わせて話し合う。 

●災害時の自分の行動について考え、自分の対処の流れを

東京マイ・タイムラインのワークシートに記入する。 

・台風が近づいたら、ニュースなどでどんな危険があるか

情報を調べる。 

・注意報や警報が出たら、外出をしない。 

・暴風時は倒れやすい植木や看板に気を付けて避難する。 

●自然災害の学習を終えた振り返りをマイ・タイムライン

に記入する。 

◎自分でまとめた関係図 

◎新宿区洪水ハザードマップ 

◎東京マイ・タイムラインのワーク 

シート 

□資料や学習記録を用意し、学んだ

ことを基に根拠をもって考えるこ

とができるようにする。 

【思考②】様々な取組の中から、自分たち

にできること、協力できることを考え

て行動を選択している。（ノート） 

【態度②】地域の一員として災害時の自

分の行動の仕方について考えている。

（東京・マイ・タイムライン） 



５ 本時の指導（４／９時）                            

（１）本時のねらい 

〇神田川の水害に対して新宿区や地域の人々は協力してどのような水害対策をしているのか理解することができる。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応  ◎資料 □指導上の留意点 【評価】 

導
入
⑵ 

 

〇本時の問いを確認する。 
 

□学習計画を掲示し、本時の問いと調べ
る方法を確認する。 

自
分
タ
イ
ム
⑸ 

〇質問内容と質問する順番を確かめる。 
・神田川が氾濫する危険があることをどのように知るの
か。 

・氾濫しそうになった場合は、区はどうするのか。 
・もし氾濫してしまったら、誰とどんな協力をするのか。 
・水害のために準備をしているのか。 

◎前時の学習の板書の記録 
□前時で分からなかったことを振り返
り、聞いてみたいことや重要だと考え
る質問に番号を記入する。 

 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

⒇ 

 〇区役所の人に質問し、話を聞く。 
・神田川の橋には、水位・雨量観測システムやサイレンが
設置されている。東京都と協力して設置している。 

・ホームページやメール、防災行政無線などで川の水位や
避難情報を知らせている。 

・氾濫した場合に備えて、消防署や消防団、地域の人と連
携して訓練をしている。 

・自衛隊を派遣してもらう場合は、東京都知事にお願いを
する。 

・日頃から危険な場所を見てもらえるように、ハザードマ
ップを作って配っている。 

◎区役所の人の話 
◎神田川・環状七号線地下調節池の写真 
◎台風１９号における防水扉設置の様子
の写真 

◎神田川流域の浸水予想区域図 
□区役所の危機管理課の人の話を聞くこ
とで、現場の具体的な様子を捉えられ
るようにする。 

□質問に対する区役所の人の回答を板書
でまとめていく。 

□必要に応じて写真などの資料を用意し
て掲示して理解を促す。 

□児童はメモを取りながら聞くことがで
きるように促す。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

⑽  

○インタビューを通して考えたことについて話し合う。 
・新宿区は、東京都や消防署とも協力して対策しているこ
とが分かった。 

・消防署や消防団は水害対策の訓練もしていることが分か
った。 

・避難誘導は警察と消防署が協力して行っていることが分
かった。 

□新宿区の人だけで安全を守ることがで
きるか投げかけ、誰がどのように協力
しているかに着目して考えさせる。 

□新宿区が東京都や関連機関と連携して
対策をしていることに気付かせる。 

□自分の考えをノートに書いてから、学
級全体で話し合う。 

振
り
返
り
タ
イ
ム
（
８
） 

〇本時の問いに対するまとめをノートに書く。 
 
 
 
 
〇今日の学習を通してできるようになったことや次の時間
のめあてなどを記入する。 

【知技①】新宿区は、消防署や地域の人と協
力して、水害を防いだり減らしたりしてい
ることを理解している。 

（ノート） 
 
□「学び方カード」を活用して、学習をを
振り返り、次時のめあてを記入するよ
う促す。 

（３）本時の板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の問い 

神田川の水害に対して、新宿区や地域の人々はどのように協力して対策をしているのだろう。 

 

新宿区は、東京都だけでなく、消防署や地域の人と協力し
ながら、洪水を防ぐ取り組みを行っている。そのおかげ
で、浸水被害が減ったり、人の命が守られたりしてる。 



６ 実践事例の成果と課題                            

（１）社会的事象の見方・考え方を働かせることができる教材開発 

○「つかむ」段階で、東京都でこれまでに起こった自然災害の種類や 

分布、発生時期に着目して地図や年表などの資料で調べることで、 

東京都ではこれまで洪水が繰り返し起こっていることを理解するこ 

とができた。さらに、新宿区ではこれまでに神田川の流域で水害が 

多く起こり、その都度対処してきたことも理解できた。 

○「調べる」段階では、新宿区における神田川流域の水害対策に加え 

て、東京都各地の高潮や土砂災害の対策を取り上げ、グラフや文章、 

写真などの資料を活用して調べた。東京都は高潮に対してスーパー 

堤防や防潮堤を作って備えていることや土砂災害に対して砂防堰堤 

や落石防護工などの対策をしていることを理解することができた。 

●高潮や土砂災害については、ニュース映像などの動画を見せることで 

さらに理解を深めることができる。 

（２）学習問題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 

○神田川流域の水害対策を調べる際には、新宿区の危機管理課の人への 

インタビュー調査を行った。対策や備えに着目して実社会の人と対話 

的に学ぶ活動を通して、「役所の人に話を聞けてよかった。私たちが 

家にいるときも、役所の人が他の区や消防団の人たちと協力して水害 

を防いでいるということが分かった。」と記述していた。 

●児童からの質問を事前に送付し、役所の人と何度も打ち合わせを行う 

 ことで、ねらいに迫るインタビュー調査をすることができる。 

（３）児童の学びが深まる問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

  ○「東京都ではどのような対策をしているか」「新宿区ではどのような対策をしているか」という事実を

追究する問いを設定したことで東京都の取組を調べる視点を生かして新宿区の取組を調べていた。 

  ○都と区の取組が地域の安全につながっていることに着目して「どのように協力して対処しているのか」

という問いを設定することで、様々な立場の人が水害対策に協力してきたことが理解できた。 

  ○マイタイムラインを作成した後に、「どのように行動したらよいか」を問うことで、自分事として、水

害の際の行動や日ごろの備えへの関わり方を考えることができた。 

（４）児童の学習状況についての評価方法の工夫 

○本単元のまとめでは、児童がそれまで調べてきた様々な立場の人々の取組をつないで協力関係を視覚的

に捉えることができるようにするために関係図をつくる学習をした。自然災害から人々を守る取組と地

域の人々の生活を関連付けて人々の働きの意味を考え、自然災害に対して協力して対処してきたことや

今後想定される災害に対して備えていることを理解できているかを評価することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学びのプロセスに即した「学びの振り返りカード」の活用ができなかった。今後、「つかむ」「調べる」

「まとめる」段階のそれぞれの学習が終わる際にカードを活用していきたい。 

【知識・技能】 

 



  
指導者 ４年１組 大島なぎさ 

 

 

 

１ 小単元名 「世界とつながる大田区」（１０時間） 

 

２ 小単元の目標と観点別評価規準 

（１） 小単元の目標 

〇国際交流に取り組んでいる大田区について、位置や国際交流活動の背景、関係機関の人々の協力関係

などに着目して、地図帳や各種の資料、ホームページなどで調べ、文章に記述したり新聞などにまと

めたりして地域の様子を捉え、地域での活動状況と人々の取組を関連付けたり、自分たちの住む地域

と比較したりしながら大田区の特色を考え、表現することを通して、大田区では人々が協力し、国際

都市をめざしたまちづくりをしていることを理解できるようにする。 

○国際交流に取り組んでいる大田区について、学習問題を主体的に追究・解決し、学習したことを基に

地域社会に対する誇りと愛情をもち、地域の外国人と共に生活していくために自分たちができること

を考えようとする態度を養う。 

 

（２）小単元の観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①大田区の位置、国際交流活動の背

景、人々の協力関係などについ

て、地図帳や各種の資料などで調

べて、必要な情報を集め、読み取

り、国際交流を取り組んでいる大

田区の様子を理解している。 

②調べたことを文章に記述したり、

新聞にまとめたりして、大田区で

は、人々が協力し国際都市を目指

したまちづくりをしていること

を理解している。 

①大田区の位置や国際交流活動の背

景、人々の協力関係などに着目し

て、問いを見いだし、大田区では

人々が協力し国際都市を目指した

まちづくりに努めていることにつ

いて、考え表現している。 

②自分が住んでいる地域と比較・関連

付け、国際交流に取り組んでいる大

田区の特色を考え、学習したことを

基に適切に表現している。 

①国際交流に取り組む大田区

について、予想や学習を立

てたり、考えたりして、主

体的に学習問題を追究し、

解決しようとしている。 

 

 

 

３ 小単元について 

（１）内容の枠組みから見た小単元の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3年「身近な地域と新宿区の様子」 

・交通の広がり・土地利用 

3年「新宿区の様子の移り変わり」 

・交通の広がり・土地利用・人口 
４年「まちの伝統を守る浅草」 

４年「世界とつながる大田区」 

４年「人々の健康や生活環境を守る」 

５年「我が国の農業や水産業」 ５年「我が国の工業生産」 ５年「情報を活用して発展する産業」 

３年総合 

「四谷の花いっぱい運動を進めよう」 

４年総合 

「天童に伝えよう！私たちの東京都」 

２年生活「四谷のまちたんけん隊」 

中学校公民 「私たちが生きる現代社会」「現代社会を捉える枠組み」「私たちと経済」 

第４学年 社会科学習指導案 

４年「地場産業が盛んな八王子市」 
４年「わたしたちの東京都」 

・地形や土地利用、交通など 



（２）指導内容の構造 

 

 

 

 

 

 

                                  ※【 】は、視点と方法を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識：外国人がたくさん訪れ、くらす

ようになった大田区では、人々

が協力して、国際都市を目指し

たまちづくりをすすめている。 

現行学習指導要領 第４学年内容（５） 
県内の特色ある地域の様子について，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。  

アの(ｱ)：県内の特色ある地域では，人々が協力し，特色あるまちづくりや観光などの産業の発展に努めてい
ることを理解すること。  

アの(ｲ)：地図帳や各種の資料で調べ，白地図などにまとめること。  

イの(ｱ)：特色ある地域の位置や自然環境，人々の活動や産業の歴史的背景，人々の協力関係などに着目して、 
地域の様子を捉え，それらの特色を考え，表現すること。 

＜学習問題＞ 

大田区では、外国人とだれがどのように交

流をしているのだろう？ 

問い：東京都の中で、大田区はどこ

にあるのだろう？ 

【大田区の位置】 

知識：大田区は東京湾に面してい

て、埋立地には工業地帯が広

がっている。また、羽田空港

や東京港があり東京の玄関

にもなっている。 

資料：東京都の地図 

：羽田空港や東京港の写真 

：羽田空港の就航国地図 

問い：東京都や大田区にくらす外国

人は増えてきたのだろうか？ 

【外国との関わり】 

知識：新宿区と同様に、東京でくら

す外国人や大田区でくらす外

国人は増えている。 

：大田区は羽田空港を通して

様々な国とつながっている。 

資料：外国人観光客や日本で働く外

国人の写真 

：東京都や大田区にくらす外国人数

の変化を表すグラフ 

問い：国際都市づくりに向けて、ど

のような人々が協力してい

るのだろう？ 

【人々の協力】 

知識：区役所、区民、お店の人など

が協力して大田区にくらし

たり訪れたりする外国人と

交流している。 

資料：来～るおおた大使の人数 

：ジャパンデーの取組の写真 

：ウエルカムショップ 

：外国語の案内表示 

：国際都市おおた協会 

＜社会との関わり＞ 問い：天童市干布小学校の４年生にどのようなことを伝えたらよいのだろう。 

東京都には、新宿区と異なる様々な特色ある地域がある。大田区は国際交流がさかんな地域として干布小の人に紹介していこう。 

問い：姉妹校都市交流はどのように

行われてきたのだろうう？ 

【国際交流の歴史的背景】 

知識：大田区は、大森貝塚を発見し

たモースの故郷であるアメリ

カセーラム市と学校を含めて

様々な交流をしている。 

資料：姉妹都市交流の取組が分かる

写真や文書資料 

：市民団の団長の話 

＜出合い＞東京の様子について調べ、東京ガイドパンフレット

にまとめて天童市干布小の４年生に伝えたい。 

問い：新宿とくらべと大田区はどのような地域と言えるのだろう。     【比較】 

活動：新宿と比較して共通点や相違点を明らかにし、東京ガイドパンフレットに追記する。 

資料：国際都市おおた宣言 

問い：大田区では、どうしてこんなにたく

さんの国際交流活動をしているの

だろう？ 

活動：調べて分かったことを関連付けて図

にまとめ、大田区が国際交流活動を

すすめる理由について考え、話し合

う。 

【関連付け】 

 

＜出合い＞３年生に新宿区の移り変わりの学習で新宿区には８

万人もの外国人がくらしていることが分かった。 

＜出合い＞新国立競技場ができ、２０２０年にオリンピック・パラリンピックが開催される

東京を訪れる外国人や日本に生活する外国人に関心をもつ。 

知識：外国人がたくさん訪れくらしてい

る大田区では、様々な人々が協力

して、国際都市を目指したまちづ

くりがすすめられている。 



（３）本小単元の教材について 

本小単元では、県内の特色ある地域として、国際交流に取り組んでいる地域について学習する。地域

が国際交流活動を行っている様子を捉えることで、児童がグローバル化する社会の様子を捉え、世界の

国々との関わりへの関心を高める学習につながる単元でもある。 

   県内の特色ある地域として、国際交流が盛んな地域を取り上げる際に、姉妹都市交流や外国人との国

際交流イベント等の取組を扱うこととした。区市町村や市民団体、住民など、様々な立場の人たちが国

際交流活動を行っていることを捉えさせたい。 

①多文化交流会「ジャパンデイ」を取り上げる【第３時資料】 

在住外国人の増加を受け、太田区が主催し企画・運営している「ジャパンデイ」を取り上げること 

   とした。このイベントは、在住外国人に対してだけのイベントではなく、日本人が多文化を理解する   

   上で、一緒に参加し、交流を図ることを目的として行われてきた。なぜ、一緒に餅つきをするのか、    

   なぜ防災訓練をするのか、ということを児童に考えさせる上で重要な資料である。 

 

 

 

 

 

 

        大田区が主催する多文化共生イベント『ジャパンデイ』の様子 

 

 

 

  

   

 

② 在外外国人が新たに来日する外国人に日本のよさを発信する資料【第５・６時資料】 

 

 

 

 

 

 

 

第５・６時では、大田区が主催する「来～る大田区大使」の取組を取り上げることとした。大田区 

  に住んでいる外国人が大田区のよさを発信していることの意味を考えることで、外国人住民も大田区民

の一員であり、一緒に大田区のまちづくりに参加していることを理解できる資料として取り上げたい。

また、それが、大田区の国際交流の特色の一つであることに気付くようにしていきたい。 

  ③ 姉妹都市を結んでいるセーラム市との交流の意味に気付く資料【第４時資料】  

   第８時では、セーラム市と大田区の中学生が互いにホームステイを

したり、自分たちが制作した作品を送り合ったりする交流を取り上げ

る。 

昭和５９年、大田区立郷土博物館とピーボディー博物館（現ピーボ

ディー・エセックス博物館）が姉妹館提携を行い、それが発展して、

平成３年、大田区とセーラム市は姉妹都市となった。中学生が大人に

なったときに国際感覚を身に付けてほしいという区の願いから発足し、

長い間続いている背景を知ることから、子どもであっても、住民の一員として、互いの文化を理解し、

多文化交流会「ジャパンデイ」の概要 
○ 外国人区民の増加を受け、外国人・日本人相互の多文化理解を推進する目的で、平成２５年度
から大田区が開始したイベント。 

○ 様々な日本文化（餅つき、茶道、お正月遊び、獅子舞等）を、外国人と日本人が一緒に参加し
て体験し、交流促進を図っている。 

○ 平成２７年度までは、会場で防災訓練を開催していた。（令和元年に再開。） 

日本文化の体験（餅つき）をする外国人 防災訓練に参加する外国人 

「来～る大田区大使」の取組 大田区の魅力を PRする外国人住民 

 大田区は住みやすくて

きれいな街です。観光スポ

ットがたくさんあるので、

もっと知りたいです。大田

区の魅力をいろいろな人

に伝えたいです。 

大田区に住む外国

人が、ＳＮＳ等を使

って大田区の魅力

を国内外に発信し

ます。 

 



国際交流を図る立場にあることに気付くことができる資料として取り上げる。また、これを契機に国際

交流の姿が、少しずつ姿を変え、「多文化共生へのまちづくり」に変わってきたことに気付く資料とし

て扱うようにしたい。 

   本実践は、以上のような大田区の様々な取組を取り上 げ、児童一人一人が追究していく中で、大田

区の国際交流の取組が、「姉妹都市交流」、「外国人住民への支援」、「多文化共生のまちづくり」と広が

り変化してきた様子に気付かせていきたい。また、時代に応じて、国際交流の姿が変化している地域と

しては、新宿区も同様である。大田区の人々の姿を学びながら、グローバル化する社会の様子を捉える

とともに、世界の国々との関わりへの関心を高めていきたい。 

                    

国際都市おおた宣言 

～地域力で世界にはばたく～ 

おもてなしの翼を広げ 世界中の人々を歓迎しよう 

暮らしが息づく多彩な魅力あるまちとして 

訪れる人を迎えます 

ふれあいの翼を広げ 多様な文化を分かち合おう 

互いの個性を認め誰もが活躍できる 

笑顔あふれるまちをつくります 

みらいの翼を広げ 豊かな明日をともにつくろう 

おおたが誇る匠の技が世界の期待に応え 

新しい産業をつくります 

大田区は、日本のゲートウェイとして、 

地域の力を集結し、新たな時代を切り拓いて、 

世界にはばたく「国際都市おおた」を宣言する。 

大田区 

※ゲートウェイ・・・入り口（出展：大田区ホームページ） 
 

（４）児童の学びが深める問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

本小単元では、学習指導要領や解説から、着目させたい視点や考える方法を抽出（【】で表現）し、その

視点や方法が働くように促す追究の問いを設定し、学びのプロセスに即して構成を下記のように考えた。 

学習問題を把握

する問い 

東京都にいる外国の人々の数は、どのように変わっているのだろう。 

【在住外国人との関連】 

羽田空港のある大田区は、なぜ多くの在住外国人が住みやすいと思うのだろう。 

【外国人に対する取組】 

単元の学習問題 大田区では、国際都市を目指し、どのような取り組みをしているだろう。 

 

 

 

事実を追

究し捉え

る問い 

大田区は、外国の都市とどのような交流をしているだろう。 

【外国の都市との関わり】 

外国人旅行者のために、大田区ではどんな「おもてなし」の取組をしているのだろう。 

【外国人旅行者のための取組】 

在住外国人のために、大田区ではどのような「ふれあい」の取組をしているのだろう。

【在住外国人のための取組】 

特色や意味を考

える問い 

大田区が、様々な外国人との国際交流を進めているのはなぜだろう。                         

【国際交流を進める意味】 

大田区の工場は、どのように外国の人とつながっているのだろう。 

【関連付け】 

社会との関わり

を考える問い 

大田区では、どのような人たちが、外国の人々と共に過ごすためのまちづくりを進め

ているのだろう。                    【関連付けて考える】 

大田区はどのような特色がある地域と言えるのだろう。    【比較して考える】 

 

資料 就航都市一覧（羽田空港旅客ターミナルＨＰ） 



４ 小単元の指導計画と評価計画 （１０時間扱い） 

 ねらい 〇主な学習活動 ●評価の活動 問問い ・児童の反応 ◎資料 □指導上の留意点 【評価】 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

 

 

 

羽田空港は東京が世

界とつながる玄関口

であることや東京都

にくらす外国人数が

増加していることを

理解する。① 

 

〇2020 東京オリンピック・パラリンピックに外国人がどこ

からどれくらい来るか話し合う。 

○羽田空港の位置と就航国を確かめ合う。 

問：東京都にいる外国の人々の数は、どのように変わって

いるのだろう。 

〇在住外国人人口が 40 年前に比べて５倍に増えている背

景について話し合う。 

〇外国人が仕事や生活で問題に直面する例について話し合

う。 

●分かったことや疑問をノートに書く。 

◎国立競技場や羽田空港の写真 

◎羽田空港への乗入れ国地図 

◎訪日・在住の外国人の写真 

□地図で外国の位置や国旗を調べ、国旗

の尊重を指導する。 

◎東京都在住外国人数のグラフ 

◎外国人が困る時のアンケート 

【知技①】東京都では訪日外国人や在住

外国人が増加していることを理解し

ている。（ノート） 

大田区に住んでいる

外国人数･国籍を調べ

て生まれた疑問を話

し合い、学習問題を設

定する。② 

○外国人意識調査を振り返り、大田区の在住外 

国人の人口や意識調査の結果と比較する。 

・日本に住むと困ることが多いにも関わらず、 

大田区が住みやすいと感じる外国人が多い。 

問：羽田空港のある大田区は、なぜ多くの在住外国人が住

みやすいと思うのだろう。 

○大田区の概要や外国との姉妹都市・友好都市があること

や「国際都市おおた宣言」を出していることを調べる。 

●もっと知りたいことをノートに書き、みんなで話し合っ

て学習問題を作る。 

・どのようなおもてなしをしているのかな。 

・国際都市おおた宣言はどのような内容だろう。どんな取

り組みをしているだろう。 

 

 

 

◎大田区に居住する外国人の意識調査 

◎大田区の外国人人口のグラフ 

□外国人が日本でくらす難しさと外国

人在住者の増加と矛盾から疑問が生

まれるようにする。 

◎大田区の姉妹都市・友好都市と国旗 

◎国際都市おおた宣言（省略文） 

◎羽田空港への外国人入国者数 

 

【思考①】大田区の外国人に対する取組

について疑問をもち学習問題を設定

しようとしている。（ノート） 

大田区の交流の写真

を手掛かりに、学習問

題についての予想を

話し合い、学習計画を

立てる。③ 

 

問：学習問題の予想をし、学習計画を立てよう。 
○前時の学習を振り返る。 
●資料を手掛かりに学習問題の予想を書く。 
・姉妹都市は、区役所が代表の人を送っている。 
・外国人旅行者に対しては、新宿区のように案内所、外国
人向けパンフレットを作っている 

・在住外国人は、日本語教室を開いたり、イベントを行っ
たりして、日本のことを教えているのではないか。 

〇予想を話し合い、学習計画を立てる。 
①姉妹都市 ②外国人旅行者 ③在住外国人 

●つかむ段階までを振り返り、学習の進め方を自己評価し
て学び方にカードに記入する。 

◎姉妹都市交流の写真 
◎外国人旅行者の写真 
◎大田区のイベント「ジャパンデイ」の
写真と文章資料 

◎国際都市おおた宣言（全文） 
□根拠をもって予想できるよう、写真資
料を提示する。 

□予想は外国人旅行者、在住外国人、外
国の姉妹都市の人に対する取組に分
けて板書する。  

【態度①】予想を書き、学習計画を立て
見通しをもとうとしている。（ノー
ト・学び方カード） 

 

 

 

調

べ

る 

 

 

 

 

 

姉妹都市や友好都市

との交流について調

べ、大田区では外国に

住む人との国際交流

を続けてきたことや

その背景を理解する。

④    【本時】 

     

 

問：大田区は、外国の都市とどのような交流をしているの

だろう。 

◯アメリカ合衆国セーラム市、中国北京市朝陽区、大連市

との交流を調べる。 

・卓球交歓大会 ・中学生海外派遣・茶道体験 

〇どうして交流が続いているのか調べる。 

・大森貝塚発見者のモースがきっかけなんだ。 

・姉妹校交流は国際都市づくりためなんだ。 

●姉妹都市や友好都市との交流のまとめをノートに書く。 

◎友好都市の中国朝陽区、姉妹都市のセ
ーラム市を調べる地図 

◎中学生と姉妹校交流の写真 
◎セーラム市との交流の経緯 
◎交流体験をした中学生の作文 
□主にセーラム市との交流の様子を調
べ、交流の背景や歴史からその意味を
考える。 

【知技①】写真などの資料で調べ、姉妹
都市に対する大田区の取組について
理解している。（ノート） 

外国人旅行者との交
流について調べ、安心
して観光をしたり過
ごしたりするための
取組を行い、訪問者が
多いまちづくりを目
指していることを理
解する。⑤ 

問：外国人旅行者のために、大田区ではどんな「おもてな
し」の取組をしているのだろう。 

〇大田区や地域住民の取組を調べる。 
（観光情報センター、案内ボランティア、外国人銭湯ツア
ーなど） 

〇区、区民、外国人旅行者の関係をまとめる。 
・区と住民が協力して外国人旅行者の｢おもてなし｣をして
いる。 

●外国人旅行者に対する大田区の取組についてノートにま
とめる。 

◎観光情報センターの写真 
◎案内ボランティアのポスター 
◎外国人銭湯ツアーのポスターと案内
する在住外国人の話       

□区や地域商店などが協力した取組に
気付くようにする。 
【知技①】写真などの資料で調べ、外国
人旅行者に対する大田区の取組につい
てノートにまとめている。（ノート） 

【学習問題】大田区では、国際都市を目指し、 

どのような取組をしているのだろう。 



 

 

在住外国人が安心し 

て生活できるように

するための取組を調

べ、多文化共生推進室

や国際都市おおた協

会の役割を考え、関係

機関と大田区民が連

携して交流をすすめ

ていることを理解す

る。⑥⑦           

問：在住外国人のために、大田区ではどのような「ふれあ

い」の取組をしているのだろう。 

〇大田区多文化共生推進センターの取組について資料から

調べる。 

・多言語による相談窓口（mics おおた）  

・学校からの手紙を読むための保護者向け教室 

の開催 

〇国際都市おおた協会の取組について資料から調べる。 

・「ジャパンデイ」などの多文化交流イベント 

・「来～るおおた大使」 

●調べて分かったことをノートにまとめる。 

◎多言語相談窓口や保護者向け日本語

教室の写真 

◎国際都市おおた協会の各イベントの

写真や各担当者の話 

◎「来～るおおた大使」の国別人数のグ

ラフ 

□在外外国人に対する取組に着目して、

区の施設がどのような取組をしてい

るかを調べ、ノートにまとめるように

する。 

【知技①】在住外国人に対する取組に着

目し、集めた情報から大田区の交際交

流の取組の様子を理解している。（ノ

ート） 

 〇前時で調べた２つの区の施設の取組の共通点について話

し合う。 

・外国の人に困らないでほしい気持ちがある。 

・外国の人が大田区でくらしやすいようになってほしいか

ら施設も協力している。 

問：大田区が、様々な外国人との国際交流をすすめている

のはなぜだろう。 

・共にくらす仲間として、できるだけ長く大田 

区でくらしてほしいからやっていると思う。 

・国際都市おおた宣言の考えに基づいている。 

・様々な交流は国際都市を目指す取組だった。 

●取組の意味について考えてノートに書く。 

□２つの区の施設の取組の共通点を考

えることで、外国人を地域の人が共生

する活動であることに気付かせるよ

うにする。 

◎国際都市おおた宣言（全文） 

□資料から国際都市を目指すには大田

区民と外国人との交流が必要なこと

に気付かせる。 

【思考①】在住外国人に対する取組に着

目し、集めた情報から国際交流の取組

の意味について考えている。（ノート） 

世界とつながる町工場

などの取組を調べ、大

田区では工場も、もの

づくりの技術や外国か

らの労働者や技術研修

者を通して外国とつな

がっていることを理解

する。⑧ 

〇世界とつながる大田区の町工場の様子について知る。 

問：大田区の工場は、どのように外国の人とつながってい

るのだろう。 

〇大田区のものづくり支援の取組を調べる。 

・外国人研修生もたくさん働いている。 

〇「ものづくりの力で未来をつくる」とは、どのような意

味なのかを考え、話し合う。 

●町工場と世界が技術や人材でつながっていることについ

て分かったことをノートに書く。 

●学習計画を振り返り,学習問題の解決ができそうか振り

返って学び方カードに記入する。 

◎技術研修生の人数と写真 

◎外国の工場での技術指導写真 

□町工場では外国人が日本人とともに

ものづくりしていることに気付くよ

うにする。 

【知・技②】大田区の町工場について調べ、

世界とのつながりを理解している。（ノー

ト） 

【態度①】学習問題の解決に向けて必要

なことを調べることができたかを振

り返っている。（学び方カード） 

 

ま

と

め

る 

 

 

調べてきた取組につ

いて表にまとめ、大田

区では様々な人と協

力して国際都市をめ

ざすためのまちづく

りをすすめているこ

とを理解する。⑨ 

問：大田区では、どのような人たちが、外国の人々と共に

過ごすためのまちづくりを進めているのだろう。 

●大田区が進める国際交流の様々な立場の取組についての

取組を分類して表に整理する。 

外国人 共生ｾﾝﾀ  ー おおた協会 地域の人 大田区の工場 

姉妹都市     

外国人旅行者     

外国人在住者     

●表を基に大田区が目指していること考える。 

・外国人が、たくさん訪れ、くらす大田区では、人々が協

力して、国際都市を目指したまちづくりをすすめている。 

□縦に様々な立場の外国人、横に様々な

立場の大田区の人を位置付けて表に

整理する。 

【思考②】様々な立場の取組を関連付け

て国際都市を目指す大田区の取組に

ついて考えている。（ノート） 

□様々な人のつながりや取組を相互に

関連付けて考える。 

【知・技②】調べたことを表にまとめ、 

大田区では様々な国際交流の取組を

すすめていることを理解している。 

新宿と比べて大田区

の特色を考え、東京紹

介ガイドマップの大

田区の欄に大田区の

特色やよさを記入す

る。⑩ 

問：大田区はどのような特色がある地域と言えるのだろ

う。 

●新宿区比べて、共通点と相違点を見出して話し合い、大

田区の特色について考えを書く。 

・国際空港の羽田があり外国人の交流がたくさんある。 

・様々な人が協力し国際交流をすすめている。 

●東京紹介ガイドマップの大田区の欄に、大田区の特色の

よさを記入する。 

□大田区の特色を、自分がくらす新宿区

と比較して考えさせる。  

【思考②】大田区の特色を新宿区の様子

と比較して考えている。 

□大田区の特色を考え、東京ガイドマッ

プに記入する。 

【知・技②】国際交流を盛んに進めてい

る大田区の特色についてまとめ理解

している。 

       

 

 

調

べ

る 



５ 本時の指導（４／１０時）                            

（１）本時のねらい 

〇国際交流の様子や背景に着目して調べ、大田区では中学生に国際感覚を身に付けてほしいことを願っ

て国際交流を続けてきたことを理解する。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応 ◎教材や資料□指導上の留意点【評価】 

導
入
⑸ 

○前時の学習を振り返り、学習計画を確認する。 

○本時のめあてを確認する。 

 

 

◎学習計画表 
◎姉妹都市のセーラム市や友好都
市の中国朝陽区、大連市を示す
地図 

自
分
タ
イ
ム
⑺ 

◯大田区との姉妹都市であるアメリカ合衆国セーラム市の国

際交流の取組について調べる。 

・姉妹都市交流は、お互いの都市を訪問している。 

◎中学生と姉妹校交流の写真 
◎セーラム市との交流の経緯 
□セーラム市を中心に調べるよう
にする。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

⑿ 

○大田区の国際交流の取組について分かったことを発表す
る。 

・外国の人とあいさつをしている。 
・お茶の体験をしている。 
・イベントを通して日本文化について伝えている。 
・日本から遠く離れた国と交流している。 
・大田区に住む人たちが、外国に行って、現地の人たちと関
わっている。 

・一緒にスポーツをすることで交流している。 
 

□国際交流の取組の様子につい
て、誰が何をしているか写真や
文章資料から読み取るように促
す。必要に応じてラインを引く
ように伝える。 

□主にセーラム市との交流の様子
を写真や文章資料から調べるよ
うにする。友好都市（中国北京
市朝陽区、大連市）との交流に
ついては写真で簡単に紹介する
ようにする。（ICT） 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

⒀ 

〇なぜ交流が続いているのか話し合う。 
・セーラム市との交流は大森貝塚発見者のモースがきっかけ
だったから。 

・姉妹都市交流は国際都市づくりのために大切だから。 
・お互いを理解することが大事だからだと思う。お互いにず
っと理解する気持ちを大切にしてきたから、ずっと交流が
続いているのではないか。 

・区長や区役所の人たちが、外国から来る人たちと仲良く生
活することが区民にとって大切だと考えたから。 

◎国際交流の経過年表 
□国際交流活動の内容や交流のき
っかけ、交流先が以前よりも増
えたことを捉えさせる。 

◎国際交流に参加した人々の声 
□交流の様子を調べ、交流の背景
や歴史からその意味を考える。 

 

振
り
返
り
タ
イ
ム
⑻ 

○姉妹都市や友好都市との交流について振り返り、まとめを
ノートに書く。 

・スポーツを通して仲良くなろうと考えていた。 
・日本の文化を伝えることで、外国の人たちに日本のことを
知ってもらおうとしていた。 

・外国との交流は、最近のことではなく、ずっと昔から始ま
っていた。 

・他にも大田区はどんな交流を行っているのか調べてみたい。 

□学んだことがガイドブックづく
りに繋がるよう意識化を図る。 

 
【知技①】写真などの資料で調べ、
姉妹都市に対する大田区の取組
について理解している。（ノー
ト） 

（３）本時の板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大田区は外国の都市とどのような交流をしているのだろう       みんなタイム② 

       自分タイム→みんなタイム① 

 

 

 

 

 

 

 

                           国際交流 

 

 

 

 

 

大田区は、外国の都市とどのような交流をしているのだろう。 

国際交流の

年表 

 

セーラム市への

訪問の様子 

(写真) 

卓球交歓大会

の様子（写真） 

茶道体験 

◎なぜ交流を続けているの
か？ 

・モースがきっかけ。 
・なかよくしたい。 
・日本のことを知ってほしい。 
・お互いを知ることが大切。 
・相手のよさが分かったから。 
 

中学生が外国に訪問 

あいさつしている。 

卓球をいっしょに楽

しんでいる。 

外国の人に日本の 

文化を伝えている。 

・日本からはなれた国の人とふれあっている。 

・外国に行ったり、外国から来たり。 

・現地の人と関わって、相手の国のことを知る。 

【ふり返り】分かったこと→考えたこと 

・スポーツや相手の国の文化を知るなど
の交流していた。外国の人たちとなか

よくしたいのだと思った。 

・昔からずっと続いていて、相手のこと 

を知るからまた続くのだと思う。 



 

６ 実践事例の成果と課題 ※臨時休校のため、実践は第８時まで。                            

（１）社会的事象の見方・考え方を働かせることができる教材開発 

○実際に交流している様子が分かる写真を提示したことで、国と国との 

結びつき、互いの文化の理解、心の繋がりなどに気付き、国際交流に 

ついての見方を、児童が具体的なイメージをもって資料から読み取る 

活動につながった。 

○「国際都市おおた宣言」（省略文）を提示したことで、世界の玄関口 

である羽田空港のある大田区が、どのようにまちづくりに取り組んで 

いるか、国際交流の意味を考えることができた。 

●新単元のため、資料作成にかなりの時間がかかり、追加取材が必要だ 

った。 

（２）学習問題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 

○学習問題に対して予想し、学習計画を立てることで、児童が学習の見 

通しをもって学習を進めることができたため、児童は根拠をもって資 

料を読みることができた。第４時においても、「人」「もの」「情報」 

「文化」という視点から姉妹都市、友好都市の共通点を考え、国際交 

流の意味について考えさせる学習につながった。 

○「おおた宣言」のおもてなし、ふれあい、匠の技などのキーワードに 

より、問いが焦点化され、スムーズに予想や学習計画を立てることが 

でき、次時の追究活動に広がっていった。 

（３）児童の学びが深まる問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

○「多くの在住外国人が日本に住むと困ることが多いにも関わらず、大   

田区の在住外国人は住みやすいと感じている。」という事実を提示した   

ことにより、「どうしてなのだろう。」という児童の問題意識が高まっ  

た。学習問題に対しさまざまな予想につながった。第４時においても  

「大田区は、外国の都市とどのような交流をしているのだろう。」とい    

う問いについて、様々な国際交流の形を理解することができた。 

  ○区内の人、旅行者、外国の人との交流の様子を調べる問いを設定し、国際交流がなぜ行われているの

かという意味を考える問いを設定したことで、広い視野から国際交流に継続的に取り組んできた意味

を考えられるような学習活動につながった。大田区の国際交流について調べていく中で生まれた「新

宿区でもやっているかな？」という疑問を生かして「外国人の多い新宿区はどうなのだろう。」という

問いを設定して新宿区と比較しながら大田区の特賞を考えることができた。 

●第４時では、「なぜ交流が続いているのか」ではなく「どうして交流が続いているのか」とした方が

よかった。この先も続いていく国際交流について未来志向型の発問となるため、問いの吟味も必要で

ある。 

（４）児童の学習状況についての評価方法の工夫 

○学び方カードを活用することで、振り返る視点が明確となり、一人一人 

 が振り返り項目に基づいて自己評価を行うことができた。 

○本時の振り返りでは、姉妹都市や友好都市との交流を通し、日本の文化 

を伝えたり、外国の文化を知ったりすることがお互いに分かり合うこと 

につながると考えることができた。 

 

  

 

 

 

【児童のノートから】セーラム市や朝陽区、大連市に行ったり、スポーツや

茶道などの日本の文化を一緒に体験することで、仲良くなったり、お互いの

国のことを知ろうとしていたのだなということが分かった。 

 

【姉妹都市や友好都市との交流写真】 

【資料から自分の考えをまとめる児童】 

【大田区の外国人へのアンケート結果】 

【学習の振り返りを書く児童】 



 

 

 
 

指導者 ５年２組 菊地 めぐみ 
 

 

１ 小単元名 「情報を活用して発展する販売業」（９時間） 

 

２ 小単元の目標と観点別評価規準 

（１) 小単元の目標 

○我が国の産業と情報の関わりについて、情報の種類、情報の活用の仕方などに着目して、聞き取り

調査をしたり各種資料やコンピュータなどで調べたりして、まとめ、産業における情報活用の現状

を捉え、情報を生かして発展する産業が国民生活に果たす役割を考え、表現することを通して、大

量の情報や情報通信技術の活用は、様々な産業を発展させ、国民生活を向上させていることを理解

できるようにするとともに、情報活用の在り方を産業と国民の立場から多角的に考えることができ

るようにする。 

〇学習問題を主体的に追究・解決し、学習したことを基にして、情報化の進展に伴う産業の発展や国

民生活の向上について、考えようとする態度を養う。 

 

（２）小単元の観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①情報の種類、情報の活用の仕方
について、聞き取り調査をした
り各種資料やコンピュータなど
で調べたりして、必要な情報を
集め、読み取り、産業における
情報活用の現状について理解し
ている。 

②調べたことを図表などにまと
め、大量の情報や情報通信技術
の活用は、様々な産業を発展さ
せ、国民生活を向上させている
ことを理解している。 

①情報の種類、情報の活用の仕方
などに着目して、問いを見出
し、産業における情報活用の現
状について考え表現している。 

 
 
 
②情報化の進展に伴う利便性、産業
の変化や発展と国民生活の向上
を関連付け、情報を生かして発展
する産業が国民生活に果たす役
割を考え、適切に表現するととも
に、情報活用のあり方を多角的に
考えている。 

①我が国の産業と情報との関
わりについて、予想や学習計
画を立て、振り返ったり見直
したりして、主体的に学習問
題を追究し、解決しようとし
ている。 
 

②学習したことを基に、情報化
の進展に伴う産業の発展や
国民生活の向上について考
えようとしている。 

 

３ 小単元について 

（１）内容の枠組み「現代社会の仕組みや働きと人々の生活（経済・産業）」から見た小単元の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年  

「我が国の農業や水産業における 

食料生産」 

 

５年「我が国の工業生産」 
５年「情報を活用して発展する販売業」 

４年 人々の健康や生活環境を支える事業 

3 年 地域に見られる生産や販売の仕事 

中学校公民  「私たちが生きる現代社会」「現代社会を捉える枠組み」「私たちと経済」 

５年 

「我が国の国土の自然環境と 

国民生活の関連」 

５年「情報産業とわたしたちのくらし」 

第５学年 社会科学習指導案 

 



 

 

（２）指導内容の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領 第５学年内容（４） 

アの(ｲ)：大量の情報や情報通信技術の活用は、様々な産業を発展させ、国民生活を向上させていることを理

解すること。  

アの(ｳ)：聞き取り調査をしたり映像や新聞などの各種資料で調べたりして、まとめること。 

イの(ｲ)：情報の種類、情報の活用の仕方などに着目して、産業における情報活用の現状を捉え、情報を生か

して発展する産業が国民生活に果たす役割を考え、表現すること。 

問い：店舗では、POSレジで集めた情報をどの
ように活用しているのだろう。 

【情報の種類】 
【情報の活用の仕方】 

知識：店舗では、POSレジの情報を活用して社
会のニーズに応じた発注をしている。 

POSシステムが、必要な商品を必要なだ
けお店に届けることを可能にしたり、従
業員の作業も効率化したりしている。 

資料 Ｔさんの話 

図：POS システムの関係図 

＜社会との関わり＞ 

問い：情報や情報通信技術の活用によって、これからの販売業はどのように発展していくのだろう。 

情報通信技術の活用によって、情報は瞬時に収集・活用されている。更なる技術の発展によって、一人一人のニーズに合わせた販売が

可能になり、私たちの生活はより便利になるだろう。私たち消費者は、「情報がどのように活用されているか」に関心をもっていくことが

大切だ。                    【発展】【関連付け】    

問い：コンビニエンスストアでは、どんな

情報を、どのように集めているのだ

ろう。 

【多様で大量の情報】 

知識：POS レジでは、消費者に関する情報

や売り上げに関する情報を瞬時に収

集している。 

資料：POS レジのボタンの写真 

  ：バーコードやポイントカードについ

て説明の文章 

    

問い：コンビニエンスストア

は昔と比べてどのよう

に変化したのだろう。 

【情報通信技術】 

【販売業の変化】 

知識：コンビニエンスストア

では、情報通信技術を

活用することでサービ

スが向上して、私たち

の生活をより便利にし

ている。  

資料：アンケート結果  

：コンビニのホームペー

ジ画面 

  ：小売業の売上グラフ 

＜出合い＞ 

家族や先生にコンビニエンスストアの利用につい

てアンケートを取り、結果を共有することで、多

様な消費者のニーズに応えているコンビニエンス

ストアの現状に関心をもつ。 

問い：コンビニ以外に、POS

情報を活用していると

ころはあるのだろう

か。どのように活用し

ているだろうか。 

【情報の活用】 

【販売業の変化】 

知識：衣料品店や飲食店等で

も、情報の活用を通し

て無駄を減らしたり新

たなサービスを生み出

したりしている。  

資料：雑貨店の在庫管理に関

する文章 

：飲食店のタブレット端 

末活用についての文章 

問い：販売業は、情報をどのように活用し

ているのだろう。 

【関連付け】 

活動：これまで調べたことを基に、どんな

情報をだれが何のために活用してい

るのかを関係図に整理する。 

知識：販売業は、POSレジ等を通して、私

たちの消費行動を情報として集めて

活用することで、発注ロスを減らし

新たなサービスを生み出してきた。

それにより、私たちの生活は便利に

なっている。 

資料：これまで調べてきたノート 

  ：コンビニエンスストアや衣料品店・

飲食店の写真 

問い：本部では、POSレジで集めた情報をど

のように活用しているのだろう。  

【情報の種類】【情報の活用の仕方】  

知識：本部では、多様で大量の情報を分析し

て、商品開発に生かしている。情報を分

析することで消費者のニーズに応えよう

としている。 

資料：プライベートブランド商品の開発につい 

ての文章 

 

 

＜学習問題＞ 

コンビニエンスストアでは、売り上げをのばすた

めに、どのような情報を集めて、どのように活用

しているのだろう。 

 



 

 

（３）本小単元の教材について  

① 販売業の発展の捉え方 

本小単元では、販売業の発展を「売り上げが伸びる」ことであると捉えた。児童は、これまで農業や工

業の学習で、地形や自然環境を生かすこと、技術の革新と人々の努力によって、よりおいしい作物や製品

を効率的に作っていることを学習してきた。安全性や環境への配慮など、消費者のニーズや社会のニーズ

に応える工夫をするという視点でも学習し、それらを追究することが生産者の利益につながることにも触

れてきた。第３次産業である販売業の目的を「売り上げを高めること」、そのための手段としての販売業の

仕事を「消費者のニーズに応えて新たなサービスを作り出すこと」と考えた。販売業にとって、情報は、

効率化とともに消費者のニーズを的確に把握するために必要であり、サービスの開発の基になるものであ

る。この点からも、情報を活用して発展する産業を捉えるのに販売業はふさわしい教材であるといえる。 

②ＰＯＳシステムについて 

ＰＯＳとは、「Point Of Sales System」の頭文字を並 

べたもので、「販売時点管理」のことであり、物品販売 

の売り上げ実績を商品ごとなどに集計できるシステム 

である。販売情報を蓄積するレジは 1980年代から使わ 

れているが、情報通信技術の発展とともにその発展や 

活用が進んできた。2017年～2019年にかけて大手のコ 

ンビニエンスストア３社では大幅なレジの入れ替えも 

行われている。新たなレジでは、詳細な気象情報、ポイ 

ントカードや会員カードのデータと合わせた分析により、 

より詳細で緻密な分析ができるようになってきた。 

 このＰＯＳシステムで得られる情報の基本は、「販売 

データ」と「客層データ」である。「販売データ」とは、 

主に商品のバーコードから読み取られ、「どんな商品 

が、何月何日何時に、何個売れたか」が瞬時に記録され 

る。「客層データ」の取り方は、各社で異なるが、店員 

がボタンで入力したり会員カードの情報と合わせるこ 

とで収集できる。また、各支店が集めたデータは、本部 

に送られ、総合的に分析されて大まかな傾向などの情報に 

なっている。（右図） 

 

本小単元では、バーコードの意味やレジの客層ボタン・店で表

示される画面（左図））から、レジでどのような情報が収集されて

いるのかを調べることができるようにする。 

（図：ＮＥＣキッズテクノロジーワールド 

    https://jpn.nec.com/kids/himitsu/08.html より） 

 

 

 ③ ＰＯＳシステムで集めた情報の活用 

このようなＰＯＳシステムで得た情報を活用する立場として、本小単元では、実際に消費者を相手に

してレジを操作する「店」と、レジで集めた情報を集約して経営に生かす「本部」の立場に注目する。    

「店」では、ＰＯＳレジの情報を本部へ送ると同時に、店舗情報として昨年度の売り上げと比較した

り最近の売れ行きと比べたりして、発注量を決めるために活用する。時には、本部から商品が指定され

たり、立地に合わせた天気予報や行事の予定を調べたりして、ＰＯＳデータを合わせることでより正確

な予想を立てていいく。「店」では、このように主に発注量を決めるときに情報を活用することで、「必

要な商品が必要なだけ」並び、チャンスロスと破棄ロスを減らすことにつなげている。「店」について

https://jpn.nec.com/kids/himitsu/08.html


 

 

調べる際には、本校の地域でコンビニエンスストアのオーナーを務めるＴさんの話を活用する。 

  「本部」では、各店舗からの情報を基に、より広い範囲での売り上げの傾向を予測できる。「客層デ

ータ」と掛け合わせることで、新たな顧客のターゲットを絞りプライベートブランドの商品を開発した

り、本部から各店舗への経営のアドバイスを伝えたりしている。コンビニエンスストアの商品開発では、

こうした客層データを加味した情報の分析が生かされている。                                             

④ コンビニエンスストア以外の販売業での活用 

  ＰＯＳシステムを発注に生かすことは、コンビニエンスストア以外でも行われている。例えば、下の

例のように、ＰＯＳシステムで集めた「販売データ」や「客層データ」を本部で管理し、在庫管理と合

わせることで発注量に活用して売り上げにつなげたり、産地直売所で集めた売り上げの情報を農家も把

握することで、品切れを防いだりすることが可能になる。 

  どちらも、ＰＯＳレジで得た売り上げや売れる時刻の情報を、発注することに生かし、「必要なとき

に必要なだけ」商品を並べることに生かしているといえる。このように別の事例を扱うことで、コンビ

ニエンスストアだけではなく販売業でどのような情報を、どのように活用しているかを理解できるよう

にする。 

  

（ＮＥＣプラットフォームズホームページ https://www.necplatforms.co.jp/solution/retail/より） 

（４）児童の学びを深める問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

本小単元では、学習指導要領や解説から、着目させたい視点や考える方法を抽出（【】で表現）し、その

視点や方法が働くように促す追究の問いを設定し、学びのプロセスに即して構成を下記のように考えた。 

学習問題を把握

する問い 

コンビニエンスストアは、消費者にどのように使われているのだろう。    【情報通信技術】 

コンビニエンスストアはどのように変わってきただろう。          【販売業の変化】 

単元の学習問題 コンビニエンスストアでは、売り上げをのばすために、どのような情報を集めて、どのように活用してい

るのだろう。 

 

 

事実を追

究し捉え

る問い 

コンビニエンスストアでは、どんな情報を、どのように集めているのだろう。    【多様で大量の情報】 

店舗では、POSレジで集めた情報をどのように活用しているのだろう。    【情報の種類や活用の仕方】 

本部では、POSレジで集めた情報をどのように活用しているのだろう。    【情報の種類や活用の仕方】 

特色や意味を考

える問い 

コンビニエンスストア以外にも、POS情報を活用しているところはあるのだろうか。  

【販売業の変化】 

 

社会との関わり

を考える問い 

情報や情報通信技術の活用によって、販売業はこれからどのように発展していくのだろう。 

【国民生活の向上や情報の適切な取り扱いに着目して考える】 

 

 

https://www.necplatforms.co.jp/solution/retail/


 

 

 

４ 小単元の指導計画と評価計画 （９時間扱い） 

 ねらい 〇主な学習活動●評価の活動問問い・児童の反応 ◎資料□指導上の留意点【評価】 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

 

 

 

① アンケート調査や

各種資料から、情

報通信技術の発達

と共に、コンビニ

エンスストアが発

展してきたことに

気付き、疑問をも

つことができる。

① 

問：コンビニエンスストアは昔と比べてどのように変化したのだろう。 

○コンビニエンスストアの変化について調べる。 

・他の小売業に比べて、コンビニエンスストアの売り上げ

高の上がり方が大きい。 

・チェーン店として、店舗数が増え、売り上げも上がった。

「誰もが足を運ぶ店」になった。 

問：コンビニＡは、どうして売り上げをのばしてきたのだろう。 

○資料を読んで気付いたことをノートに書く。 

・店では、発注がちょうどよくできるようになった。 

・コンビニＡの社長は、「高い商品でも売れる」という自信

をもって商品開発をして、売り上げの機会を増やした。 

・どちらも、判断するための情報がポイントになっている。 

●コンビニエンスストアが売り上げをのばすための工夫と

情報の関係に着目して疑問をノートに記入する。 

 

◎コンビニエンスストアの利用に関する

アンケートの結果 

◎グラフ「小売業の売り上げの変化」 

 

 

◎Ｔさんの話 

◎プライベートブランド商品の開発

を指示した当時の社長さんの話 

【知技①】情報通信技術の活用による

販売業の変化について、資料から読み取

り、理解している。（ノート） 

【思考①】販売業の現状と情報の活用の 

仕方に着目して、問いを見いだし表現し 

ている。（ノート） 

情報の種類や活用

の仕方に着目して

問いをもち、学習

問題を設定するこ

とができる。 

また、予想を話

し合い学習計画を

立てて追究の見通

しをもつことがで

きる。② 

（本時） 

問：詳しく知りたいことや疑問を出し合い、学習問題をつくろう。 

○前時に書いた疑問を出し合って学習問題を設定する。 

・なぜ、「高くても売れる」と自信がもてたのかな？ 

・店と本部がつながっているのでは？ 

・情報を集めたり活用したりしているのではないかな？ 

 

 

●学習問題について予想を記入して話し合う。 

・売り上げ情報を生かして、売れる商品を発注している。 

・どんな人が来店するか情報を集めて新商品を開発する。 

・店の人が調べるのではなくレジの情報を使っている。 

○調べることを確かめ合い学習計画を立てる。 

●学習を振り返って「学び方カード」に記入する。 

◎グラフ「小売業の売り上げの変化 

□疑問を分類して学習問題について

考えやすくする。 

 

 

 

 

 

□情報の種類や活用の仕方について

調べる見通しがもてるようにす

る。 

【態度①】学習問題について予想し、調べ 

ることについて見通しをもっている。（ノ 

ート・学び方カード） 

 

 

 

 

 

 

 

調 

 

べ 

 

る 

 

POSレジでは、消

費者の購買行動に

関する情報を瞬時

に収集しているこ

とを理解する。③ 

 

問：コンビニエンスストアでは、どんな情報を、どのよう

に集めているのだろう。  

〇ＰＯＳレジやバーコードの仕組み、ポイントカードの仕

組みについて調べ、話し合う。 

・バーコードには、商品の情報が含まれている。 

・ポイントカードには、消費者の情報が含まれている。 

・ＰＯＳレジは、バーコードやポイントカードの情報を瞬時に読み取っ

てサーバーに送っている。サーバーでは、それを保存している。 

・ＰＯＳレジでは、その他に売れた日時や和などの情報も集めている。 

●本時の問いについて調べて分かったことをノートにまとめる。 

◎ＰＯＳレジの写真 

◎バーコードやポイントカードに含

まれる情報 

□次時につなぐために、レジで集め

た情報がどこにつながっているの

かという問いを引き出しておく。 

【知技①】バーコードやポイントカード 

から情報を読み取り、ＰＯＳレジにより 

瞬時に集めた情報は本部に送られている 

ことを理解している。（ノート） 

店舗では、集めた

情報を活用して売

り上げにつなげる

工夫をしているこ

とを理解する。④ 

 

問：店舗では、POSレジで集めた情報をどのように活用し

ているのだろう。 

○店舗で情報をどのように活用しているか調べ、話し合う。 

・昨年度の売り上げ情報と比べて、発注数を決めている。 

・本部からの情報も生かして、必要なものが必要なだけあ

るような発注を目指している。 

・発注するシステムがあることで作業効率が上がったり、

外国人でも仕事ができるようになってきたりした。 

●本時の問いについて調べて分かったことをノートにまとめる。 

 

◎Ｔさんの発注についての話 

◎コンビニＡでの情報の活用 

□効率よい発注ができることに着目

できるよう、本部からの情報の流

れと店舗での活用をつなげて調べ

ることができるようにする。 

【知技①】店舗では、集めた情報を活用 

して売り上げにつなげる工夫をしている 

ことを理解する。（ノート） 

コンビニエンスストアでは売り上げを伸ばすために、どのような情報を集めて、

どのように活用しているのだろう。 



 

 

本部では、多様で

大量の情報を分析

して、商品開発に

生かし、情報を分

析することで消費

者のニーズに応え

ていることを理解

している。⑤ 

問：本部では、POSレジで集めた情報をどのように活用しているのだろう。  

○多様で大量の情報を生かした本部の取組みについて調べる。 

・本部は、１つの店舗だけでは分からない販売の実態をつ

かんで、店舗に伝えている。 

・本部は、ＰＯＳで集めた情報をもとに商品開発を進め、

新たなサービスを生み出している。 

・ＰＯＳレジで情報が瞬時に収集できることで、開発した

商品が良いか悪いかの判断もすぐにできる。 

●本時の問いについて調べて分かったことをノートにまとめる。 

●学習を振り返って「学び方カード」に記入する。 

◎ＰＯＳシステムの関係図 

◎プライベートブランド商品の開発に
ついての文章 

【知技①】本部では、多様で大量の情報 

を分析して、商品開発に生かし、情報を 

分析することで消費者のニーズに応えて 

いることを理解している。（ノート） 

【態度①】学習計画を振り返るとともに、 

学習問題の追究のために、コンビニエンス 

ストア以外の販売業の情報活用について 

調べる見通しをもっている。（学び方カー 

ド） 

衣料品店や飲食店

等でも、情報の活

用を通して無駄を

減らしたり新たな

サービスを生み出

したりしているこ

とから、販売業に

おける情報活用の

現状について考え

表現している。⑥ 

問：コンビニ以外に、POS情報を活用しているところはあるのだ

ろうか。そこでは、どのように活用しているだろうか。  

○雑貨店等のＰＯＳレジ等の活用について調べる。 

・雑貨店でも、ＰＯＳレジを活用して、在庫の管理をスム

ーズにして発注に生かしている。 

・飲食店では、来店者の種類や来店時間の情報を生かして、

メニューの開発や働く人の配置に生かしている。 

●販売業での情報活用の現状について調べて分かったこと

をノートにまとめる。 

◎雑貨店のレジと在庫管理の仕方 

◎飲食店でのタブレット端末の活用に
ついての文章 

□コンビニエンスストアでの情報活

用と似ているところに気付けるよ

うに指導する。 

【思考①】コンビニエンスストア以 

外の販売業に目を向けて産業におけ 

る情報活用の現状について考え表現 

している。（ノート） 

 

ま

と

め

る 

 

学習問題について

調べたことを関係

図にまとめ、学習

問題のまとめにつ

いて考えたことを

関係図に表現す

る。 

⑦⑧ 

問：販売業は、情報をどのように活用しているのだろう。 

●調べたことを関係図にまとめる。 

・わたしたちの物を買う行動が、ＰＯＳレジを通して情報

になり、店舗や本部に届いている。 

・店舗や本部は、情報を活用することで新たなサービスを

生み出し、私たちに届けている。 

・販売業は、情報を活用することで、発展してきた。 

●まとめた関係図を基に学習問題について考えたことを文

章で関係図に追記して説明し合う。 

 

 

 

 

 

 

◎これまでの学習したノートや資料 

□調べて分かったことを情報の収

集・分析・活用の流れに沿って整理

するとともに、その活用の結果が

国民生活とどのように関連するか

を考えて関係図にまとめる。 

【思考②】情報化の進展に伴う産業 

の発展と国民生活の向上を関連付 

け、情報を生かして発展する産業が 

国民生活に果たす役割を考え、適切 

に表現している。（関係図） 

【知技②】調べたことを図表などに 

まとめ、大量の情報や情報通信技術 

の活用は、様々な産業を発展させ、国 

民生活を向上させていることを理解 

している。（関係図） 

 

 

い 

か

す 

 

映像資料をもとに

情報通信技術の発

展とわたしたちの

くらしの関連に気

付き、産業におけ

る情報の活用につ

いての関心を深め

ることができる。

⑨ 

 

 

問：情報や情報通信技術の活用によって、これからの販売

業はどのように発展していくのだろう。 

○情報の活用や情報通信技術の発達による生活の変化に関

わる映像を見て、暮らしやすくなることや問題になりそ

うなことを考えて話し合う。 

・消費者のニーズに合わせることで、無駄をなくし、資源

を大切に使うことができる。 

・電気が止まってしまったとき、全てが使えなくなってし

まう不安がある。 

・人間がすることをしっかりと考えていかなくてはいけない。 

●関係図にこれから発展が予想されるサービスの向上や国

民生活の向上について考え、関係図に追記する。 

●情報化の進展に伴って、販売業の発展だけでない様々な

産業の発展が考えられることについて、関心をもってノ

ートに考えをまとめる。 

◎動画 Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０ 

◎動画 未来のコンビニ 

 

□情報産業の学習や情報モラル教室

などで学習したこととも関連させ

て、考えることができるようにす

る。 

□関係図を基に、情報を活用したサ

ービスの向上と国民生活とを関連

付けて考えるようにする。 

 

 

【思考②】産業と国民の立場から多角的に

産業の発展について考えている。 

【態度①】学習したことを基に、情報化

の進展に伴う産業の発展や国民生活

の向上について考えようとしてい

る。（ノート） 

販売業は、ＰＯＳレジ等を通して、私たちの消費行動を

情報として集めて活用することで、廃棄ロスを減らした

り、新たなサービスを生み出したりしてきた。それによ

り、私たちの生活はより便利になっている。 



 

 

５ 本時の指導（２／９時）                            

（１）本時のねらい 

  ○情報の種類や活用の仕方に着目して問いを見出して学習問題を設定するとともに、学習問題を予想し

て、学習計画を立てることができる。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応 ◎資料 □指導上の留意点 【評価】 

導
入
⑶ 

〇前時に資料から読み取ったことを確認し、本時のねら
いを確かめる。 

◎グラフ「小売業の売り上げの変化」 

◎Ｔさんの話 
◎Ａ社オリジナル商品の開発を指示 
した当時の社長さんの話 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

⒄ 

 〇前時に書いた疑問を発表し合う。 
・店の人は、どんな情報を判断材料にしたのか。 
・店の人は、忙しいのに、どうやって情報を集めている
のか。 

・発注をちょうどよくするのは難しいのではないか。 
・開発した人は、どんな情報を得ていたのか。 
〇詳しく知りたいことや疑問から、学習問題にまとめる。 

 
□具体例を想像しながら、情報と関連
付けられるように、補助発問をした
り、話し合いを整理して板書にまと
めたりする。 

 
 
 
 

自
分
タ
イ
ム
⑺ 

 

○学習問題の予想をノートに記入する。 
・店や本部では売り上げの情報を集めていると思う。 
・レジは、情報を集める役割をしているではないか。 
・誰がどんなものを買うのかを調べて、新商品を作る。 
・店と本部で協力して情報を集めていると思う。 

□誰が、何の情報を集めて、何のために

使っているかをという視点で考え

る。 

【態度①】学習問題について予想して
いる。（ノート） 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

⑽ 

〇学習問題を解決するために調べることを確かめ、学習
計画を立てる。 

１ コンビニエンスストアのレジでは何ができるのか。 
  （レジの働き） 
２ 店の人がどのように情報を活用しているか。（廃棄ロ

スを減らすための活用） 
３ 会社の本部の人がどのように情報を活用している

か。（商品開発のための活用・店との協力） 

□自動車工業の学習計画を想起して
計画が立てやすくなるようにする。 

□コンビニエンスストアといっても、
店と本部で立場の違いがあること
や、活用の目的のチャンスロス、廃
棄ロスを減らす、商品開発をすると
いうことに着目して、計画を立てら
れるようにする。 

振
り
返
り
タ
イ
ム
⑻ 

〇学習計画を振り返り、これからの学習に見通しがもて
ているか、自分の学び方についてカードに記入する。 

・「情報」というキーワードに気を付けて、気付いたこと
や疑問が書けた。 

・教科書や地図帳にはあまり資料がないから、どうやっ
て調べていくか難しそうだ。 

□学び方カードを活用して、「つかむ」
段階での学び方を自己評価すとと
もに、これから調べる活動の見通し
についても記入するよう促す。 

【態度①】学習計画を振り返って、こ
れから調べることについて見通し
をもっている。（ノート・学び方カ
ード） 

（３）本時の板書計画 

 

                                                                                   

                                      

 

 

 

 

 

 

 

学習問題をつくり、調べる計画を立てよう。 

12月 11日（水）情報を活用する販売業 

【学習問題】コンビニエンスストアは、売り上げを伸ばすために、どのような情報を
集めて、どのように活用しているのだろう。 

学習問題をつくり、調べる計画を立てよう。 ＜学習問題＞ 

コンビニエンスストアでは、売り上げを伸ばすため

に、どんな情報をどのように活用しているのだろう。 

＜学習計画＞ 

１ どんな情報 

 

２ 店員さんの使い方 

 

３ 会社での使い方 

 

＜予想＞ 

どんな情報       どのように活用 

・売り上げデータ  →  注文 （お店） 

・天気予報     →  注文 （お店） 

・イベント     →  注文・置き方を工夫する 

（お店） 

・お客さんのデータ →  新商品をつくる（本部） 

コンビニエンスストアでは、いろいろな 

情報を活用して、売り上げを伸ばしている 

＜疑問＞ 

・いろいろな情報とは何か？ 

・判断材料とは何か？ 

・情報と情報のつながりはあるか？ 

・経験をどういかすか？ 



 

 

６ 実践事例の成果と課題                            

（１）社会的事象の見方・考え方を働かせることができる教材開発 

○本実践では、販売業の発展とは、「売り上げが伸びる」ことであり、 

そのための手段としての販売業の仕事が「消費者のニーズに応えて 

新たなサービスを生み出すこと」と捉えて教材を開発した。グラフ 

を提示し、売り上げが伸びている変化の様子や事実から、その背景 

にある情報の活用に着目し、問いを見出していくことができた。 

 

（２）学習問題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 

○児童は、予想の場面で「レジに秘密があると思うけれど、レジの 

裏側までは分からない」と述べていた。そこで、「調べる」段階で、 

ＰＯＳレジの開発会社の方から話を聞き取る活動を設定した。レジ 

を通した情報の収集について詳しく知る機会となった。また、追究 

の視点をコンビニエンスストアから販売業全体に広げることができ 

たと同時に、更なる情報の発展に関心をもつ児童もいた。 

○まとめる段階では、児童一人一人がまとめる前に、グループで関係 

図を作り話し合う活動を取り入れた。それぞれが考える情報活用の 

流れを共有することで、「情報の管理・分析」「消費者のニーズを予 

測」といったキーワードを見出すことができた。 

  ●児童の生活経験を話し合うことで、学習対象が児童にとって身近な 

ものになっていった。「つかむ」段階では、資料の読み取りだけでな 

く、児童の生活経験からの予想を話し合う活動を効果的に計画する 

ことが有効である。 

 

（３）児童の学びが深まる問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

○事実を追究し捉える問いに対しては、工業で学習した「ニーズ」や「ジャ 

ストインタイム」などと共を見出しながら学習を進めることができた。 

●事実を追究し捉える問いの構成は、「発注のロスを減らすために」や「新商 

品の開発につなげるために」など、目的に合わせて構成するほうが、より 

情報の活用と私たちの生活の向上の理解につなげられたと考えられる。 

 

（４）児童の学習状況についての評価方法の工夫 

○「販売業が情報を効果的に集め、分析することで消費者のニーズを把握し、 

それに応える販売につなげていること」を理解しているか（知識・技能②） 

を評価するために、関係図にまとめて文章に表現する活動を行った。個人 

の活動の前に、学級でキーワードを確認し、それが含まれているかを評価 

の判断材料とした。 

 

 

 

 

●思考・判断・表現②の評価は、関連図や記述の中に、「情報を分析→消費者の 

ニーズを予測→新たなサービスを実行」という関係が表現されるかを判断材 

料としたが、多様な表現をどこまで許容するか、判断が難しかった。 

○学び方カードの活用によって、「つまり」「例えば」など事実を関連付ける 

 言葉を意識して学習に取り組もうとする児童が増えた。 

コンビニA の売上高の推移 

【Ａ児の記述】 まとめを図でかくと情報の関係性がよく分かった。ＰＯＳシ

ステムがあるから、店が売れる物を見付けられるのだなと思いました。 

写真：レジの開発会社の方から学ぶ 

班ごとに作成した関係図 

Ｂ児の関係図 

Ｃ児の関係図 



 
 
 

指導者 ６年２組 木月 康二  
 

１ 小単元名 「長く続いた戦争と新しい日本の国づくり」（13時間） 

 

２ 小単元の目標と観点別評価規準 

（１）小単元の目標 

○戦前と戦後の歴史的事象について、世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、戦争の

広がりや日本の復興を世界地図や写真などの資料で調べ、年表などにまとめ、戦前と戦後の我が国の変化

の様子や歴史を学ぶ意味を考え表現することを通して、戦後我が国は民主的な国家として出発し、国民生

活が向上し、国際社会の中で重要な役割を果たしてきたことを理解している。 

○戦前と戦後の歴史的事象について、予想や学習計画を立て、学習を振り返ったり見直したりして、学習問

題を追究し、解決しようとする態度を養うとともに、歴史から学んだことをどのように生かしていくかな

ど国家及び社会の発展を考えようとする態度を養う。 

 

（２）小単元の観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などについて、
遺跡や文化財、地図や年表など
の資料で調べ、必要な情報を集
め、読み取り、日中戦争や我が
国に関わる第二次世界大戦、日
本国憲法の制定、オリンピッ
ク・パラリンピックの開催など
を理解している。 

② 調べたことを年表や文などにま
とめ、戦後我が国は民主的な国
家として出発し、国民生活が向
上し、国際社会の中で重要な役
割を果たしてきたことを理解し
ている。 

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などに着目して
問いを見いだし、日中戦争や我
が国に関わる第二次世界大戦、
日本国憲法の制定、オリンピッ
ク・パラリンピックの開催など
について考え表現している。 

②日中戦争や我が国に関わる第二
次世界大戦、日本国憲法の制
定、オリンピック・パラリンピ
ックの開催などを関連付けたり
総合したりして、我が国の政治
や国民生活が大きく変わったこ
とや、我が国が国際社会におい
て果たしてきた役割を考えた
り、学習してきたことを基に、
歴史を学ぶ意味について考えた
りして、適切に表現している。 

①日中戦争や我が国に関わる第二
次世界大戦、日本国憲法の制
定、オリンピック・パラリンピ
ックの開催などについて、予想
や学習計画を立て、学習を振り
返ったり見直したりして、学習
問題を追究し、解決しようとし
ている。 

②学習してきたことを基に過去の
出来事と今日の自分たちの生活
や社会との関連や、歴史から学
んだことをどのように生かして
いくかなど国家及び社会の発展
を考えようとしている。 

３ 小単元について 

（１）内容の枠組みから見た単元の位置付け（〔歴史と人々の生活〕の枠組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年 「県内の伝統や文化」「先人の働き（玉川上水）」 

 

６年「戦争から新しい日本の国づくり」 

3年 「市の様子の移り変わり」  

中学校歴史 「A 歴史との対話」「B 近世までの日本とアジア」「C 近現代の日本と世界」 

国語 「平和のとりでを築く」 

 ・平和への意見文を書く。 
６年「歴史学習の各単元」 

６年「わたしたちの生活と政治」 

６年「世界の中の日本」 

総合「四谷の未来創造プロジェクト」 
 ・内藤とうがらしを受け継いでいく方

法を考え地域や校内に発信する。 

第６学年 社会科学習指導案 

 



（２）指導内容の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

学習指導要領 第６学年内容（１） 

アの(ｻ)：日中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦、日本国憲法の制定、オリンピック・パラリンピックの

開催などを手掛かりに、戦後我が国は民主的な国家として出発し、国民生活が向上し、国際社会の

中で重要な役割を果たしてきたことを理解すること。 

イの(ｱ)：世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、我が国の歴史上の主な事象を捉え、

我が国の歴史の展開を考えるとともに、歴史を学ぶ意味を考え、表現すること。 

＜学習問題＞ 
戦争によって、日本はどのように変
わっていったのだろう。 

問い：どのような戦争だったのだ
ろう。 
    【戦争の広がり】 

知識： 我が国の不況の打開や満州
での権益を守るために、中
国や太平洋に戦場を広げ、
諸外国の人々に大きな被害
を与えたことや、日本でも
多くの人々が犠牲になって
終戦を迎えた。 

資料 写真：戦争の様子 
   資料：世界地図 

問い：戦時中、人々はどのような生
活をしていたのだろう。 
【戦時中の人々のくらし】 

知識：空襲による被害で、兵士以外
にも多くの国民が日本各地で
犠牲になり、苦しい生活をし
ていた。 

資料 写真：空襲の様子 
       戦時中の生活 
   資料：世界地図 

＜社会との関わり＞ 

日本の歴史を学習して、今の私たちの生活は、生活や文化でのつながり、政治でのつながり、外国との関係でのつながり、人の願い

や努力でのつながりを通して過去とつながっていることが分かった。私たちは、未来の日本にくらす一人として、過去からのつなが

りを大切にして、今ある課題を解決してよりよい日本を創っていく必要がある。 

＜出合い＞ 
３つの国立競技場の写真（学徒動員、1964年、2019年）や新宿駅前の様子の写真を見て、戦前のくらしや 
復興と新しい国づくりに関心をもつ。 

問い：日本は、どのようにして国際
社会に復帰したのだろう。 

【世界とのかかわり】  
知識：日本は、国際連合へ加盟した

ことで、国際社会へ復帰した
ことや東京オリンピックの開
催が契機となり、さらなる高
度経済成長を遂げたが、産業
の発展とともに公害などの
様々な環境問題が起こった。 

資料 写真：サンフランシスコ平和 
条約調印 

   日米安全保障条約 
   国際連合への加盟 
   朝鮮戦争 

東京オリンピック 世界地図 
   公害問題 

問い：私たちが学んだ日本の歴史は、今の
社会とどのようにつながっているの
だろう。      【関連付け】  

活動： これまで学習したことと今の社会
とのつながりについて話し合い、歴
史を学習する意味をまとめる。 

 
問い：これからの日本は、どのような国を

目指していったらよいのだろう。 
               【発展】 
活動： 年表の未来に目を向け、これから

の日本についてカードに整理し説明
し合う。 

資料：これまでの資料、ノート、世界地図 
大震災からの復興の状況 

   領土問題 人権問題 
   社会保障問題 
 
 

活動：学習したことを世界地図や年表と関連
付けながら学習問題を振り返り、自分
の考えをまとめる。 

知識：戦後我が国は、民主的な国家として出

発し、国民生活が向上し、国際社会の

中で重要な役割を果たしてきた。 

資料 これまでの資料 

問い：日本はどのような国家を目指
して、再出発したのだろう。 

【国の政治の仕組み】  
知識：我が国は、日本国憲法を始め

とする戦後の改革を行い、平
和で民主的な国家を目指して
再出発した。 

資料 日本国憲法の３つの原則 
   戦後改革 
   男女平等、普通選挙の実施 
   農地改革、財閥解体 

 



（３）本小単元の教材について 

本小単元は、小学校の歴史学習のまとめとなる単元である。これまでに児童は、人物の働きや代表的

な文化遺産を中心として学習してきたが、本小単元では、日本が第二次世界大戦を行い、戦争後に民主

的な国家となった経緯と、それに伴った国民生活の変化を学習する単元構成としている。 

教科書（東京書籍）では、「11 長く続いた戦争と人々のくらし」と「12 新しい日本、平和な日本へ」

の２つの小単元で構成されている。戦争を表面的に扱うのではなく、戦後の復興の様子と合わせて学習

を進めることで、戦争の及ぼす影響の大きさを理解できるようにすることをねらって、上記のような単

元構成とした。また、第３学年「新宿区の移りかわり」では、戦後新宿区が生まれてから現在までの様

子の移りかわりを学習している。第３学年においても新宿区ができたころから現在までの長いスパンの

学習をすることになっていることから、第６学年の歴史においても、戦争の頃と戦後の復興を続けて１

つの単元で構成することは十分可能であると考えた。 

学習問題の設定にあたっては、児童にとって変化をとらえやすい新宿駅前や国立競技場の写真を資料

として扱い、関心を高める。そして、当時の国民生活を想起させながら、戦争の広がりと終結、政治の

理念と国民の不断の努力、国家が発展していく様子について調べる学習計画を立てる。また、「調べる」

段階では、東京オリンピック当時の様子等について世界地図を活用することで、広く世界の国々から日

本に来ていることなど他国とのつながりを意識しながら、これからの社会に生かしていこうという気持

ちをもてるよう学習を展開していく。 

【新宿駅前の移り変わり】（戦争で焼け野原になった頃～現在の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

【国立競技場の移り変わり】（戦争中～１９６４年東京オリンピック～新しくなった国立競技場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国連加盟の新聞記事】  【オリンピック参加国の変化が分かる世界地図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲ 2020 年 オリンピック参加国 ▲ 1964 年 オリンピック参加国 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）児童の学びが深める問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

本小単元では、学習指導要領や解説から、着目させたい視点や考える方法を抽出（【】で表現）し、その

視点や方法が働くように促す追究の問いを設定し、学びのプロセスに即して構成を下記のように考えた。 

学習問題を把握

する問い 
新宿のまちは、どのように変化したのだろう。   【新宿区のまちの様子】 

学習問題 
 

 

 

 

事実を追

究し捉え

る問い 

日中戦争とは、どのような戦争だったのだろう。          【戦争の様子】 

戦争は、どのように広がっていったのだろう。             【世界の広がり】 

戦争中の人々はどのような生活をしていたのだろう。       【戦時中の様子】 

日本は、どのような被害を受けたのだろう。         【日本の被害の様子】 

戦争はどのようにして終わったのだろう。          【日本の被害の様子】 

特色や意味を考

える問い 
戦争によって日本はどのように変わったのだろう。          【関連付け】 

 

 

事実を追

究し捉え

る問い 

戦後の日本は、どのような改革が行われたのだろう。        【政治の仕組】 

日本はどのようにして世界の仲間に戻ったのだろう。      【外国との関わり】 

オリンピックが開かれ、日本はどのように発展していったのだろう。 

【国民生活の向上】 

特色や意味を考

える問い 

歴史で学んだことは今の社会とどのようにつながっているのだろう。 

【関連付け】 

社会との関わり

を考える問い 

これからの日本はどのような国を目指していったらよいのだろう。 

          【発展】 

戦争によって、日本はどのように変わっていったのだろうか。 

▲ 学級で話し合った日本の様子の変化 

▲ 日本と関わる他国の人数 

日本と世界の関係を色分けした世界地図や、国立競技場の年別

の写真や年表をもとに「日本のにぎやか度グラフ」作成した。そ

れぞれの年代の様子の発展の様子について話し合い折れ線グラフ

に表現することで、戦争が及ぼす影響の大きさについて、言葉だ

けでなく視覚的にも捉ることができるのではないかと考えた。 



４ 小単元の指導計画と評価計画 （１３時間扱い） 

 ねらい 〇主な学習活動 ●評価の活動 問問い ・児童の反応 ◎資料 □指導上の留意点 【評価】 

 

 

 

つ 

 

か 

 

む 

 

新宿のまちの変化

について話し合う

ことを通して、長く

続いた戦争が日本

や外国に与えた影

響に関する学習問

題をつくり、予想や

学習計画を立てる。 

① 

 

 

 

 

 

 

問：新宿のまちはどのように変化したのだろう。  

〇資料を見て分かったことを話し合う。 

・建物が破壊されている。 

・被害がかなり大きい。 ・発展している。 

○長く続いた戦争の影響について考える。 

・外国も大きな被害を受けたのではないか。 

・東京オリンピックの頃には、発展している。 

●資料から疑問に思ったことをノートに記入する。 

 

 

○学習計画を立てる。 

・戦争の広がりと終わりについて調べる。 

・戦後の復興の様子について調べる。 

●学習計画を基に、学習の見通しをもてたか振り返

り、カードに記述する。 

◎新宿通りや国立競技場の写真 

（学徒動員、東京オリンピック 1964） 

□写真を並べて提示することで、その変化に

気付けるようにする。 

【思判表①】長く続いた戦争が日本や外国に

どのような影響を与えたのかと日本の復興や

国際復帰について疑問をもっている。 

（発言、ノート） 

 

 

 

【態度①】戦前と戦後の歴史的事象について、

予想や学習計画を立て、学習問題を追究し、

解決しようとしている。（振り返りカード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 

 

べ 

 

る 

我が国が不況の打

開や満州での権益

を守るために戦場

を中国各地に広げ、

中国の人々に大き

な被害を与えたこ

とを理解する。② 

問：日中戦争とは、どのような戦争だったのだろう。 

〇資料を見て分かったことを話し合う。 

・満州での権益を守りたかった。 

・中国各地に広がっている。 

○戦争についてまとめる。 

・日本が中国で行った戦争は、権益を守るという背景

があり、中国各地へと拡大させ、中国の人々にも大

きな影響を与えた。 

●日中戦争についてノートに記入する。 

◎年表、世界地図（東アジアに着目） 

□日中戦争について資料を通して調べ、読み

取り、学級で確かめることができるように

する。 

【知技①】地図や年表、その他の資料を活用

して、必要な情報を読み取り、中国との戦争

がどのような戦争だったのかについて理解し

ている。 

（発言、ノート） 

第二次世界大戦に

関わる各種資料を

活用し、日本の戦争

の広がりについて

調べ、理解する。③ 

問：戦争は、どのようにして広がったのだろう。 

〇資料を見て分かったことを話し合う。 

・太平洋と東南アジアの広い地域に日本軍が広がっ

ている。 

・国民は政府の言葉を信じて、戦争に協力していた。 

●太平洋戦争についてノートに記入する。 

◎世界の年表、世界地図（アジア→ヨーロッパに着目） 

【知技①】戦場となったアジア、太平洋の地

域の地図やそのほかの資料を活用して、必要

な情報を読み取り、日本の戦争の広がりにつ

いて理解している。 

（発言、ノート） 

戦時中の生活の様

子について、資料を

活用して調べ、まと

め、理解する。④ 

 

問：戦時中の人々はどのような生活をしていたのだろ

う。 

〇資料を見て分かったことを話し合う。 

・いろいろな物やお金が制限された。 

・たくさんの人が戦争に行ったり、戦争のために働い

たりしていた。 

●戦時中の生活についてノートに記入する。 

◎戦時中の生活の様子 

□戦時中の様子について資料を通して調べ、

学級で確かめることができるようにする。 

【知技①】戦時中の生活の様子について、資

料を活用して調べたことを整理し、ノートに

まとめ、戦時中の生活の苦労について理解し

ている。（ノート） 

空襲による被害で、

兵士以外にも多く

の国民が日本各地

で犠牲になったこ

とを理解する。⑤ 

問：日本は、どのような被害を受けたのだろう。 

〇資料を見て分かったことを話し合う。 

・自分たちの都道府県も空襲の被害を受けている。 

・兵士だけでなく、多くの国民が直接戦争に巻き込ま

れるようになった。 

●空襲の被害についてノートに記入する。 

◎空襲の様子、東京大空襲後の写真 

 日本地図（被害が大きい都市に着目） 

【知技①】空襲の被害の資料を読み取り、戦

時体制が強化される一方、本土が空襲される

ようになり、国民が大きな被害を受けたこと

を理解している。（ノート） 

沖縄戦、広島と長崎

への原爆の投下に

より、多くの人々が

犠牲になって敗戦

を迎えたことを理

解する。⑥ 

問：戦争は、どのようにして終わったのだろう。 

〇資料を見て分かったことを話し合う。 

・沖縄では、朝も夜も関係なく、逃げ場さえなかった。 

・原爆直後だけでなく、何年にもわたって被害が出て

いる。 

●終戦の様子についてノートに記入する。 

◎1945年の主な出来事 

世界地図（東南アジアに着目） 

【知技①】戦争によって、国民が大きな被害

を受けたことや、戦場になったアジアや太平

洋地域に大きな損害を与えたことを理解して

いる。（ノート） 

 
 
ま
と
め
る 

学習問題を振り返

り、学習全体を通し

た戦争に対する自

分の考えを表現す

る。⑦ 

 

問：戦争によって日本はどのように変わったのだろ

う。 

〇学習の記録を見て分かったことを話し合う。 

・戦争は、悲惨なものだった。平和を築いていく強い

心をもちたい。 

●自分の考えをノートに記入する。 

●戦後の日本の様子について調べることを見直し、学

習の見通しをもてたか振り返りカードに記述する。 

◎①～⑥の資料 

【思判表②】調べたことを関連付けて、戦争

が国民生活に及ぼす影響について考え表現し

ている。 

【態度①】学習したことを振り返り、戦後の

日本について調べる学習計画を見直してい

る。（振り返りカード） 

戦争によって、日本はどのように変わっていったのだろうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

調 

 

べ 

 

る 

各種の資料から、我

が国が民主的な改

革と平和主義をう

たう日本国憲法を

制定することによ

り、新しい国として

出発したことを理

解する。⑧ 

問：戦後の日本は、どのような改革が行われたのだろ

う。 

〇資料を見て分かったことを話し合う。 

・軍隊が解散した。 

・教育制度が変わった。 

○日本国憲法についてまとめる。 

●戦後の改革についてノートに記入する。 

◎1945～1947年の年表 

□戦後の改革について年表を中心に調べ、読

み取り、学級で確かめることができるよう

にする。 

【知技①】資料から必要な情報を読み取り、

戦後の諸改革や日本国憲法の制定について

理解している。 

（発言、ノート） 

朝鮮戦争や東西の

対立など、国際社会

の動きの中で、日本

の独立が承認され、

復興を願う国民の

努力によって産業

が発展したことを

理解する。⑨ 

問：日本は、どのようにして世界の仲間に戻ったのだ

ろう。 

〇資料を見て分かったことを話し合う。 

・平和条約を結んだ。 

・国際連合に加盟した。 

●日本の国際復帰についてノートに記入する。 

◎世界地図 

（平和条約締結国、国際連合加盟国に着目） 

□国際連合復帰までの取組について資料を通

して調べ、読み取り、学級で確かめること

ができるようにする。 

【知技①】資料から必要な情報を読み取り、

日本の国際社会への復帰や産業の復興につい

て理解している。 

（発言、ノート） 

オリンピックの開

催が契機になり、国

際社会に認められ

るとともに、さらに

経済が発展し、国民

の生活が向上した

ことを理解する。⑩

（本時） 

問：オリンピックが開かれ、日本はどのように発展し

たのだろう。 

〇資料を見て分かったことを話し合う。 

・新幹線や道路やそのほかの施設が整備された。 

・産業が急速に発展した。 

 

●オリンピックをきっかけに国民生活が向上したこ

とについてノートに記入する。 

◎オリンピックの様子 

◎オリンピック時の国民の生活の様子 

◎世界地図（オリンピック参加国、国民総生

産額上位国 OECD加盟国に着目） 

□資料を関連させながらまとめることで、オ

リンピックによる国民生活の向上について

理解できるようにする。 

【知技①】資料から必要な情報を読み取り、

東京オリンピックの開催や産業の発展につい

て理解している。 

（ノート・振り返りカード） 

 

 

 

 

 

ま 

 

と 

 

め 

 

る 

戦後、平和主義を貫

いてきた日本の歩

みを踏まえ、国民生

活が向上し、国際社

会の中で重要な役

割を果たしてきた

ことを理解する。⑪ 

問：学習した内容から考えられることは何だろう。 

〇資料を見て分かったことを話し合う。 

・東京オリンピックの開催が大きなきっかけになっ

た。 

・国民のみんなが努力を続けた。 

●自分の考えについてノートに記入する。 

◎⑧～⑬の資料 

【思判表②】学習してきた内容を関連付けた

り総合したりして、我が国の政治や国民生活

が大きく変わったことを考え表現している。 

【知技②】資料から必要な情報を読み取り、

戦後、我が国が民主的な国家として出発し、

国民の不断の努力によって国民生活が向上

し、国際社会の中で重要な役割を果たしてき

たことを理解している。 

（発言、ノート） 

我が国の歴史の学

習を振り返り、現在

の社会とのつなが

りに着目して歴史

を学ぶ意味を考え、

表現する。⑫ 

問：歴史で学んだことは今の社会とどのようにつなが

っているのだろう。 

〇学習の記録を見て分かったことを話し合う。 

・人物の影響で社会が大きく変化する。 

・文化遺産には、それぞれの時代の背景とつくられた

理由がある。 

・歴史で学んだことは、これから生きていくためのヒ

ントになる。 

●自分の考えをノートに記入する。 

 

◎世界地図（紛争、領土問題に着目） 

□これまでのノートを振り返り、まとめるこ

とで、歴史と現在の社会がつながっている

ことを確認できるようにする。 

【思判表②】これまでに学んできたことの意

味を現在の社会と関連付けて考えている。 

（発言、ノート・振り返りカード D） 

 

い 

 

か 

 

す 

現在の日本が抱え

る問題や国際社会

での課題、日本が果

たすべき役割につ

いて考え、平和で民

主的な日本の一員

として世界の人々

とともに生きてい

くことの大切さを

表現する。⑬ 

問：これからの日本はどのような国を目指していった

らよいのだろう。 

〇資料を見て分かったことを話し合う。 

・日本国内や日本と外国の関係にも様々な問題があ

る。 

・地球温暖化の問題や、内紛や紛争が起こっている国

もある。 

 

●自分の考えについてノートに記入する。 

◎これまでのノート 

□これまでのノートを振り返り、日本国内だ

けでなく、諸外国との関係や世界でも様々

な問題があることを捉えられるようにす

る。 

【態度②】よりよい日本の歴史をつくってい

く一人として、歴史の学習を生かして、これ

からの日本の発展について考えようとしてい

る。（振り返りカード） 

 



５ 本時の指導（１１／１３時）                            

（１）本時のねらい 

〇オリンピックの開催が契機となって国際社会に認められたり、さらに経済が発展することで国民の生活が向上

したりしたことを理解できるようにする。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応  ◎資料 □指導上の留意点 【評価】 

導
入
⑸ 

 

〇前時の学習を振り返る。 

・国際社会に復帰した。 

・国際連合へ加盟した。 

○世界地図を見て、オリンピックに対する関心を高める。 

・国連加盟国よりも、参加国は多い。 

 

◎世界地図 

（国連加盟国、オリンピック参加国） 

 

◎教科書 P148  

（オリンピック開会式の様子、 

オリンピックを観戦した人の話） 

 

 
自
分
タ
イ
ム
⑺ 

〇東京オリンピックが開かれた頃の国民生活の変化につい

て、資料をもとに調べる。 

◎教科書 P148,149 
（新幹線、高速道路、コンビナート、 
 万国博覧会、高層ビル、公害、年表） 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

⑽ 

 〇東京オリンピックが開かれ、日本がどのように発展した

のか話し合う。 

・国民総生産が世界第２位になった。 

・テレビや自動車が普及した。 

・大きなコンビナートが作られた。 

・各地の港が整備された。 

 

◎教科書 P148,149 
（新幹線、高速道路、コンビナート、 
 万国博覧会、高層ビル、公害、年表） 
 
□資料を比較することで、国民生活の向
上と経済の発展をとらえられるように
する。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

⒂  

〇この頃の国民の願いや思いについて話し合う。 
 （個人５分→グループ５分→一斉５分） 
・復興を願い、それを実感できたと思う。 
・もっと多くの国とかかわりをもてるようにしたい。 
・平和への願いをもっていたと思う。 

◎教科書 P148 
 （オリンピックを観戦したＡさんの話） 
□オリンピック開催前と後の人物を想定
することで、具体的に考えられるよう
にする。 

振
り
返
り
タ
イ
ム
（
８
） 

〇問いについてのまとめをノートに書く。 

東京オリンピックの開催は、国民に自信を与えるととも

に、産業をさらに発展させるきっかけとなった。その後の

日本は、経済の高度成長を続けたが、その陰で、公害など

の環境問題が起こった。 

〇今日の学習を通してできるようになったことや次の時間

のめあてなどを記入する。 

【知・技】オリンピックの開催が契機に
なり、国際社会に認められるとともに、
さらに経済が発展し、国民の生活が向上
したことを理解している。 
     （ノート・発言） 
□学び方シートを活用し、自己の学びを
振り返られるようにする。 

（３）本時の板書計画 

                                                                                               

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の問い：東京オリンピックが開かれ、日本はどのように発展したのだろうか。 

 

 東京オリンピックが開かれ、日本はどのように発展したのだろうか。 

 

（投影） 

世界地図 

年表 

その他、資料 

オリンピック前 オリンピック後

ろ 
・ホテルの建設 

・道路、下水道の整備 

・新幹線の移動 

・テレビや自動車の普及 

・国民総生産、世界第２位 

・公害問題 

東京オリンピックの開催は、国民に自信

東京 

オリンピック 

写真 

○今日分かったこと 

 →ノートへ 

○学習のすすめ方 

 →学び方カードへ 

・関係している国が増え

ている。 

オリンピック

を観戦した人

の話 

 

【思いや願い】 
・復興の実感 
・自分の国に対する自信 

・世界とのさらなるかかわり 

〈みんなタイム〉 〈振り返りタイム〉 



６ 実践事例の成果と課題                            

（１）社会的事象の見方・考え方を働かせることができる教材開発 

○戦前と戦中から戦後の復興と現在への変化を連続して捉えさせた。 

自分たちのくらす新宿区の様子や区内にある国立競技場の様子を 

時期ごとに比較できるよう写真をＩＣＴで提示したことで、戦争 

の前と後の違いの大きさに着目して、その変化を調べようとする 

見通しと意欲が高まった。 

○戦後の国際社会への復帰については、戦後すぐの国内の様子と国 

連加盟後の 1964年の東京オリンピック参加国の増加の様子を世 

界地図で比較できるようにした。世界地図を活用することで、世 

界とのつながりに着目して、日本が国際社会に復帰して、東京オ 

リンピックを開催するまでになったことを捉えることができた。 

我が国の歴史事象を外国とのつながりから捉えさせる時には、歴 

史世界地図を活用することが有効な手立てとなることが分かった。 

（２）学習問題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 

○自分タイムでしっかり調べ、みんなタイムⅠでは、グループで資 

料をもとにして分かったことを確かめ合い知識を確かにする。 

その上で、みんなタイムⅡでは、オリンピックを観戦したＡさん 

の話から当時の国民の願いを予想して付箋に書き、その付箋をグ 

ループで貼り合って考えを比較・分類することで、オリンピック 

の開催が当時の社会において大きな意味があったことについて理 

解を深めることができた。考えを深めるためのツールを活用する 

ことが有効であることが分かった。 

●協働的な場面を意図的に設定し、児童一人一人が友達と考えを共 

 有し、自分の考えを発信できるようにする必要がある。 

（３）児童の学びが深まる問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫  

○戦前と戦後を通して「日本はどう変わったのか」を追究する際に 

は、日本のにぎやか度グラフで視覚的に表すことで、問いを追究 

する目的意識が明確になり「どのような改革が行われたのか」「ど 

のようにして世界の仲間にもどったのか」「どのように発展したの 

か」と戦後の変化を継続的に追究することができた。 

●戦争は大きな出来事であり時間をかけて扱う傾向があるが、学習指 

導要領の内容からすると、戦後の復興により時間をかけて日本の戦 

後の発展や日本の将来を考えられるような時間配分にできるとよか 

った。 

（４）児童の学習状況についての評価方法の工夫 

  ○歴史学習全体を振り返り、それぞれの事象が今の社会のどのような 

ことにつながっているかを考え合い、年表に線でつなぐ学習活動に 

取り組み、歴史を学ぶ意味を感じることができるように工夫した。 

その学習をもとに日本の将来を考え、個人で記述させた。歴史単元 

の最後に、歴史学習を振り返り未来に目を向けさせたことで、歴史 

を学ぶ意味を感じ、日本の発展への希望を表出させることができた。 

                                         

 

 

  

【児童のノートから】歴史を学ぶことで、過去の出来事が現在の

社会に生かされていることが多くあることが分かった。日本はオ

リンピックを通してさらに発展していくと思う。 

【日本のにぎやか度グラフ】 

【ノートに振り返りを記入する児童】 

【終戦時の新宿駅前の写真】 

【オリンピック参加国の世界地図】 

【グループで考えを伝え合う様子】 



 

 

 

指導者 ６年１組 瀧上 悠太  
 

１ 小単元名 「わたしたちのくらしと日本国憲法」（１２時間） 

 

２ 小単元の目標と観点別評価規準 

(１) 小単元の目標 

○我が国の政治の働きについて、日本国憲法の基本的な考え方に着目して、調査したり各種資料を活用

したりして調べてまとめ、日本国憲法が国民生活に果たす役割や、国会、内閣、裁判と国民との関わ

りを考え、国家の理想や天皇の地位、国民の権利義務など国家や国民生活の基本を定めていること、

我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていること、立法、行政、司法の三権がそ

れぞれの役割を果たしていることを理解できるようにする。 

○日本国憲法に関心をもち、学習問題を主体的に追究・解決するとともに、国民としての政治への関わ

り方について多角的に考えようとする態度を養う。 

 

(２) 小単元の観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①日本国憲法の働きについて、聞き取り

長や各種資料を活用して調べ、必要な

情報を集め、読み取り、我が国の民主

政治を理解する。          

②調査や各種資料で調べたことを図表に

まとめ、国家の理想や天皇の地位、国

民の権利義務など国家や国民生活の基

本を定めていること、我が国の民主政

治は日本国憲法の基本的な考え方に基

づいていること、立法、行政、司法の

三権がそれぞれの役割を果たしている

ことを理解している。 

①日本国憲法の基本的な考え

方に着目して、問いを見出し

我が国の民主政治について

考えている。 

②日本国憲法の基本的な考え

と国民生活を関連付けて、そ

の特色や役割を考え、政治へ

の関わり方を多角的に考え

表現している。 

①日本国憲法の働きについて、主体

的に学習問題を追究・解決しよう

としている。 

 

②学習したことを基に、国民として

の政治の関わりについて考えよ

うとしている。 

 

３ 小単元について 

（１）内容の枠組みから見た単元の位置付け（〔現代社会の仕組みや働きと人々の生活(政治)〕の枠組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６学年 社会科学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

４年 「人々の健康や生活環境を支える事業」「自然災害から人々を守る活動」 

 

６年「わたしたちのくらしと日本国憲法」 

3年 「地域の安全を守る働き」「地域に見られる生産や販売の仕事」 

中学校公民 「C私たちと政治」 

６年「グローバル化する世界と日 
本の役割」 

５年 「我が国の国土の自然環境と国民生活の関連」 

６年「明治の国づくりを進めた
人々」 

6年「子育て支援の願いを実現する政治」 



 

 

（２）指導内容の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領 第６学年内容（１） 

アの(ア)：日本国憲法は国家の理想、天皇の地位、国民としての権利及び義務など国家や国民生活の基本を定

めていることや、現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考えに基づいていることを理解

するとともに、立法、行政、司法の三権がそれぞれの役割を果たしていることを理解すること。 

イの(ア)：基本的な考え方に着目して、我が国の民主政治を捉え、日本国憲法が国民生活に果たす役割や、国

会、内閣、裁判所と国民との関わりを考え、表現すること。 

＜学習問題＞ 
豊かなくらしを実現するために、日本国憲
法がどのような働きをしているだろう。 

問い：日本国憲法の基本的な考え方

は、どのようなものだろう。 

 【日本国憲法の基本的な考え】 

知識：日本国憲法には、３つの原

則があり、我が国の民主政

治は、日本国憲法の基本理

念である国民主権の考えと

深く関わっている。 

資料 ：日本国憲法の三原則の図 

   ：区法や区のホームページ 

   ：国民の権利の図 

   ：国民の義務の図 

   ：平和に関する資料 

   ：国民の祝日 

 

問い：国会、内閣、裁判所は、ど

のような役割を果たしてい

るだろう。 

【三権の役割】 

知識：我が国の政治には、国会に

立法、内閣に行政、裁判所

に司法という三権があり、

それらは相互に関連し合っ

ている。 

資料：写真：国会や選挙の様子 

  ：国会のしくみ 

：内閣のしくみ 

  ：裁判のしくみ三権分立の関 

係を示す図    

＜社会との関わり＞ 

問い：豊かなくらしを実現するために、わたしたちはどのように政治とつながっていくとよいのだろう。 

豊かなくらしを実現するためには、国民主権の考えの基に整えられた政治への参画の機会を活用していくことが大切であり、将

来大人になってからできる関わり方と今でもできる関わり方について考え、身近な政治に関心をもって関わろうとしていく。 

＜出合い＞ 
NHKforSchool の「日本国憲法と教科書」の動画を見て、 
日本国憲法について関心をもつ。 

問い：新宿区では、国民主権はどのように反映されているのだろう。         【関連付け】 
活動：模擬選挙体験を行ったり選挙管理委員会の方の話を聞いたり、新宿区内で国民主権が反映されて 

いる様子について調べたことを基に、政治と国民生活を関連付けて考え、その実現状況について話 
し合う。 

知識：新宿区では、選挙の他にも、国民主権に基づいた政治の取組が様々に進められていて、区民の願
いが政治に届くようになっている。  

問い：調べたことを関連図にまとめよう。 

       【関連付け】 

活動：調べたことを写真や図と関連付けな

がら学習問題を振り返り関連図にま

とめ、日本国憲法の基本的な

考えと国民生活を関連付け考

えたことを表現する。 

 

知識：国家の理想や天皇の地位、国

民の権利義務など国家や国民

生活の基本を定めているこ

と、我が国の民主政治は日本

国憲法の基本的な考え方に基

づいていること、立法、行

政、司法の三権がそれぞれの

役割を果たしていることを理

解し、国民生活つながってい

ることを理解する。 

 

＜出合い＞ 
ユニバーサルデザインの写真を見て、日本国憲法につい
て関心をもつ。 



 

 

（３）本小単元の教材について 

本小単元は、大単元「わたしたちの生活と政治」の中にあり、「子育て支援の願いを実現する政治」「国

の政治のしくみ」に続く３つ目の小単元である。「子育て支援の願いを実現する政治」では、子育て支援

施設がどのようにして完成したのかを調べることを通して、住民の願いを実現するために政治の働きが大

きく関わっていることや、選挙を通して国民は政治に参画しているということを学習してきた。「国の政

治のしくみ」では、日本国憲法の基本的な考え方について学習するとともに、国会や内閣、裁判所の働き

について調べるとともに、三権分立の考え方についても学習を行う。 

本小単元では、「国の政治のしくみ」と「わたしたちのくらしと日本国憲法」を合わせて学習を進めて

いく。日本国憲法の考え方に基づいた取組を具体的に調べることで、憲法を身近に感じながら、我が国の

政治が日本国憲法の基本的な考え方に支えられていることについて考えられるようにする。 

「調べる」段階では、日本国憲法の基本的な考え方として、国民主権、基本的人権の尊重、平和主義に

ついて新宿区の取組を含めて資料などで調べる。その中で、基本的人権の尊重であれば、国の子ども医療

費助成制度などを通して政治のつながりを調べたり、新宿区の取組である情報公開制度や区長への手紙を

調べたりすることが考えられる。 

「まとめる」段階では、日本国憲法や国会、内閣、裁判所の役割について調べたことを整理したあとに、

新宿区選挙管理委員会の協力による模擬選挙の体験や、新宿区と国民主権が新宿区でどのように反映して

いるかを考え話し合う。さらに、段階において、豊かなくらしを実現するために、どのように政治と関わ

っていくことがよいかを、今できる関わり方と将来できる関わり方について学級全体で話し合う活動を設

定する。これらの活動を通して日本国憲法をより身近に感じ、日本国憲法や政治と国民生活がつながって

いることに気付かせることができると考えた。 

 

【第１０時で使用した資料】 

①新宿区が住民に知らせたり、要望を聞こうとしたりする姿がわかる資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【住民説明会の様子】 

新宿区が行おうとする工

事などの計画について住民

に説明する場を設け、住民の

意見も聞こうとしている姿

として取り上げることとし

た。 

【新宿区ホームページ】 

新宿区が住民のために行

っているサービスをより分

かりやすく広めたり、質問し

たりすることができるよう

に開設されていることがわ

かる資料である。 

【区長へのはがき投書箱】 

区長をはじめとする区役

所に対して住民の要望や意

見を広く取り入れて、政治を

行おうとしていることが分

かる資料として取り上げた。 

 これらの資料は、新宿区の行政の取組である。新宿区が住民に対して情報公開したり、「区長への

はがき」として住民の声を聴こうとしたりすることで、住民の願いを実現しようとする新宿区の政治

の様子の具体例として取り上げることとした。 



 

 

 ②具体的な要望と住民の願いの在り方を考える資料（学級全体での討論資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【新宿区に寄せられた要望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【新聞「子供の声は騒音」】 

 

（４）児童の学びが深める問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

本小単元では、学習指導要領や解説から、着目させたい視点や考える方法を抽出（【】で表現）し、その

視点や方法が働くように促す追究の問いを設定し、学びのプロセスに即して構成を下記のように考えた。 

学習問題を把握

する問い 

なぜ、ユニバーサルデザインを広めているのだろう。     【国民生活との関連】 

憲法はどのような考え方でつくられているのだろう。 

【憲法の基本的な考え方】 

 

学習問題 

 

 

 

 

 

 

事実を

追究し

捉える

問い 

基本的な考えは、わたしたちのくらしとどのようにつながっているのだろう。 

国民主権の考えは、わたしたちのくらしとどのようにつながっているのだろう。 

平和主義の考えは、わたしたちのくらしとどのようにつながっているのだろう。 

【憲法の基本的な考え方】 

【国民生活との関連】 

国会や内閣、裁判所には、どのような役割があるのだろう。 

【三権の役割】 

特色や意味を考

える問い 
学習問題について調べたことを関連図にまとめよう。 

【関連付け】 

社会との関わり

を考える問い 

豊かなくらしを実現するために、どのように政治に関わっていけばよいのだろう。 

【発展】 

 

豊かなくらしを実現するために、 

日本国憲法がどのような働きをしているのだろう。 

 

区道上の舗装レンガが一部浮
いており、それに躓いて転ん
だ。その際に、スマートフォ
ンの液晶画面を損傷した。こ
の損害を賠償してもらえるか
伺いたい。

 

新宿区役所に寄せられた実際の要望を資料化し

た。区は住民の願いを実現しようと政治をおこな

っているが、それらは、「公共の福祉」という視点

で吟味されている。「新宿区は住民の願いを反映さ

せているだろうか。」という問いについて意見を表

明する中で、学級全体で願いの質について考える

資料として取り上げた。 

日本国憲法の国民主権の考えは、新宿区ではど
のような仕組みで反映されているか根拠について
話し合った。多くの意見を集めることで条例改正
の可能性があることに気付かせるため、「子供の
声は騒音」の資料を提示した。 



 

 

４ 小単元の指導計画と評価計画 （１２時間扱い） 

 ねらい 〇主な学習活動 ●評価の活動 問問い ・児童の反応 ◎資料 □指導上の留意点 【評価】 

 

つ 

 

か 

 

む 

 

ユニバーサルデザ

インの考え方を大

切にしたまちづく

りが行われ、だれも

が不自由なく生活

していけることに

気付く。① 

問：なぜ、ユニバーサルデザインを広めているのだろ

う。 

○公共施設の写真や資料から気付いたことを話し合

い、公共施設はどのような考え方でつくられるのか

を考える。 

・点字ブロックが多くある。 

・必ずだれでもトイレがある。 

○担当者の話から、公共施設の基となる考えを深め

る。 

●ユニバーサルデザインが広められている理由につ

いて考えたことをノートに書く。 

◎公共施設の写真や資料 

◎日本国憲法の条文 

◎担当者の話 

□具体的な写真や話と日本国憲法の条文をつ

なげて、ユニバーサルデザインを広めてい

るの背景について目を向けさせる。 

 

 

【知・技①】ユニバーサルデザインは、日本

国憲法の基本的な考え方に基づいていること

を理解している。 

（発言、ノート） 

日本国憲法の考え

方について確かめ、

新宿区のくらしは

憲法を基に進めら

れていることを理

解し、学習問題をつ

くる。② 

問：憲法はどのような考え方でつくられているのだろ

う。 

○日本国憲法の三原則について確かめる。 

・基本的人権の尊重、国民主権、平和主義 

●疑問をノートに書く。疑問を出し合い、学習問題を

つくる。 

・どんな内容か知りたい。・どんな影響があるのかな。 

 

 

○予想したことを出し合い、学習計画を立てる。 

・日本国憲法の三原則の内容を調べよう。 

・国会や内閣、裁判所について調べてみよう。 

●学習計画を基に、学習の見通しをもてたかを振り返

り、「学び方カード」に記述する。 

○日本国憲法の三原則 

□日本国憲法には３原則があることを資料で

確かめ、疑問や知りたいことを出し合い、

分類・整理して学習問題を設定していく。 

【思・判・表①】日本国憲法の基本的な考え

方に対して疑問を出し合い、学習問題を設定

している。 

 

 

□予想を分類して、既習を調べることと調べ

る方法を話し合わせる。 

【態度①】学習問題に対して予想し、学習計

画を立てることを通して、これからの学習に

見通しをもっている。（学び方カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 

 

べ 

 

る 

基本的人権の尊重

に基づく取組を調

べ、自分たちの生活

との関連を調べる。

③ 

問：憲法の基本的人権の考えとわたしたちのくらし

は、どのようにつながっているのだろう。 

○基本的人権の尊重に基づいた取組を調べる。 

○国民の権利と義務について調べる。 

○基本的人権の尊重の考え方と自分たちのくらしと

の関わりについて考え、話し合う。 

●基本的人権の尊重についての考え方や具体的な取

組について分かったことをノートにまとめる。 

・誰もがしあわせにくらせるためのもの。 

・社会が成り立つために大切なもの 

◎日本国憲法(国民の権利、国民の義務) 

◎区報や区のホームページ 

□ユニバーサルデザイン以外に人権を守る取

組について資料を通して調べ、読み取り、

学級で確かめることができるようにする。 

 

 

【知・技①】基本的人権の尊重の考えが自分

たちのくらしに関わることを資料から具体的

に調べ、理解している。(ノート) 

国民主権に基づく

取組を調べ、自分た

ちの生活との関連

を調べる。④ 

問：国民主権の考えとわたしたちのくらしは、どのよ

うにつながっているのだろう。 

○国民主権に基づいた具体的な取組を調べる。 

○国民主権の考え方と自分たちのくらしとの関わり

について考え、話し合う。 

・選挙でつながっている。 

・国民の休日がある。・住民投票を行っている。 

○天皇の地位や国民の休日について調べる。 

●国民主権の考え方と自分たちのくらしとの関わり

について分かったことをノートに記入する。 

◎日本国憲法(国民主権とは) 

◎区報や区のホームページ 

□国民主権の取組について資料を通して調

べ、読み取り、学級で確かめることができ

るようにする。 

 

 

【知・技①】国民主権が現在の政治や自分た

ちのくらしに関わることを資料から具体的に

調べ、理解している。(ノート) 

平和主義に基づく

取組を調べ、自分た

ちの生活との関連

を調べる。⑤ 

問：平和主義の考えとわたしたちのくらしは、どのよ

うにつながっているのだろう。 

○平和主義に基づいた取組を調べる。 

○平和主義の考え方と自分たちのくらしとの関わり

について考え、話し合う。 

・毎年、日本で原水爆禁止世界大会を開いている。 

・学校の正門の近くにも「新宿区平和都市宣言」のレ

リーフがたてられている。 

●くらしの中の平和主義について分かったことをノ

ートに記入する。 

・平和主義があることで安心して暮らせる。 

◎日本国憲法(平和主義とは) 

◎区報や区のホームページ 

□平和主義の取組について資料を通して調

べ、読み取り、学級で確かめることができ

るようにする。 

 

 

 

【知・技①】平和主義と自分たちのくらしの

関わりを具体的に調べ、理解している。(ノー

ト) 

豊かなくらしを実現するために日本国憲法がどのような働きをしているだろうか。 



 

 

国会や内閣、裁判所

の働きについて調 

べ、自分たちの生活

との関連を理解す

る。⑥⑦ 

問：国会や内閣、裁判所には、どのような働きがある

のだろう。 

○国会の仕組みや働きについて調べる。 

○内閣の仕組みや働きについて調べる。 

○裁判所の仕組みや働きについて調べる。 

○選挙の仕組みや裁判員制度について調べる。 

○三権分立について調べ、図に整理する。 

○国会や内閣、裁判所の役割と自分たちのくらしとの

関わりについて考え、話し合う。 

●国会や内閣、裁判所の働きと、国民生活のつながり

について分かったことをノートに記入する。 

◎国会の仕事についての資料 

◎内閣の仕事や仕組みの資料 

◎裁判所の働きについての資料 

□国会、内閣、裁判所それぞれの役割を調べ

まとめるようにする。 

◎三権分立や相互関係を表す図 

□国会、内閣、裁判所のつながりや、国民と

のつながりについて相関図に整理するよう

にする。 

【知・技①】国会、内閣、裁判所の働きや自

分たちのくらしとの関わりを理解し、図に

まとめている。 

ま
と
め
る 

調べたことを関連

図にまとめ、国家や

国民生活の基本、我

が国の民主政治の

基本的な考え方と

なっている日本国

憲法や、立法、行政、

司法の三権がそれ

ぞれの役割を果た

していることを理

解する。⑧⑨ 

問：学習問題について調べたことを関連図にまとめよ

う。 

○：前時までの学習を関連図にまとめる。 

●完成した関連図から分かったことを関連図に追記

する。 

・日本憲法は国やわたしたちのくらしの基本となっ

ている。 

・日本国憲法は政治の基本的な考え方を示している。 

●学習してきたことを振り返り、さらに調べたいこと

などを記述し、話し合う。 

・本当に憲法の考え方が反映されているのかな。 

□調べたことを図に整理し、その関係性につ

いて確かめ合う。 

【知・技】学習したことを図にまとめ、日本

国憲法が国家や国民生活の基本を定めている

こと、我が国の民主政治は日本国憲法の基本

的な考え方に基づいていること、立法、行政、

司法の三権がそれぞれの役割を果たしている

ことを理解している。（関連図） 

【態度①】学習したことを振り返り、さらに

調べたいことを見出している。（ノート） 

い 

 

か 

 

す 

模擬選挙を体験し、

国民主権を実現す

るための選挙のし

くみを体験的に理

解する。⑩ 

 

 

 

問：選挙とわたしたちのくらしは、どのようにつなが

っているのだろう。 

〇模擬選挙を行い、選挙の仕組みを体験的に学ぶ。 

・考えて投票したが、選ばれなかった。 

・一人が一票投票する権利を大切に保障している。 

・投票しないと意見が反映されていかない。 

●模擬選挙体験を通して国民主権の実現状況につい

て分かったことをノートに記述する。 

・いろいろな方法で、一人が大切な一票を投票できる 

ようにしていると思った。 

◎選挙管理員会出前授業 

□選挙への関心を高め、選挙管理委員会の方

から、一人一票の大切さを捉えたり自ら考

えて投票することの重要性を考えたりさせ

る。 

 

【知・技①】国民主権を実現する選挙の役割

とわたしたちのくらしとの関わりを理解して

いる。（ノート） 

新宿区の政治と国

民主権の関係につ

いて自分の考えを

表現する。⑪(本時) 

問：憲法の国民主権の考えは、新宿区ではどのように

反映されているのだろう。 

〇これまでの学習してきたことと関連付けて、自分た

ちのくらしと新宿区における国民主権の実現状況

について話し合う。 

・バリアフリーが進んでいる。 

・意見が吸いあがっている。 

●問いについて分かったことをノートに記入する。 

・区民の意見が十分に反映されている。 

・考えて政治に関わっていく必要がある。 

◎前時までの資料やノート 

◎国民主権を反映するための選挙以外の取組

を示す資料 

□タブレットＰＣを活用して、資料を配布し

たり、児童が集めてきた資料を拡大提示た

りして、情報を共有できるようにする。 

□自分の立場を明確にして話し合わせ、理由

を説明し合えるようにする。 

【思・判・表②】新宿区の取組と国民主権の

考えを関連付けて、その役割について考え、

表現している。 

政治への自分の関

わりについて考え

表現する。⑫ 

問：豊かなくらしを実現するために、わたしたちはど

のように政治に関わっていけばよいのだろう。 

〇これまで学習したことを関連付けて、自分たちのく

らしと日本国憲法の働きつなげて、これからどうよ

うに関わっていくべきかを考えて話し合う。 

・誰もが平和で安心して幸せに暮らせること。 

・日本国憲法に基づいて区政が進められている。 

●自分の関わり方について考えたことをノートに記

入する。 

・憲法と社会のつながりを意識しながら関わってい

く必要がある。 

・今できる関わり方と将来できる関わり方を理解し

た。今現在できる関わり方をしたい 

◎前時までの資料やノート 

 

□自分たちと政治のつながりについて学習し

たことを根拠に考えさせる。 

□自分の意見をしっかり書かせてから、話し

合わせるようにする。 

 

【態度②】これまでの学習を基に日本国憲

法が国民生活に果たす役割の大切さを

考え、国民としての政治への関わりにつ

いて考えている。 

 

 

 



 

 

５ 本時の指導（１０／１２時）                            

（１）本時のねらい 

〇日本国憲法の国民主権の考えが、新宿区の政治にどのように反映されているかを考える。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応  ◎資料 □指導上の留意点 【評価】 

導
入
⑸ 

 

〇前々時・前時の学習を振り返る。 

・三権分立について学習した。 

・選挙は国民の政治への関わりが大きい。 

 

◎三権分立と国民の関係図 

□前時の模擬選挙を基に、選挙の位置を

三権分立の図で確かめ、それ以外に視

野を広げていく。 

 

自
分
タ
イ
ム
⑺ 

〇これまでの学習を基に、区民の思いや願いを取り入れる

ための新宿区の工夫や方法についてまとめる。 

・区民の声委員会の設置。(中立な立場から処理する機関) 

・誰でも意見が言える環境。(区長への手紙、電話、区役所

意見箱、メール、ＦＡＸ・ホームページ・パブリックコ

メント) 

・情報を受け取れる環境。(SNS・facebook) 

□日本国憲法の国民主権と新宿区の政治
がどのような関係があるのか着目させ
る。 

□前時までの資料から読み取り、気付い
たことを記述する。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

⑽ 

 〇日本国憲法の国民主権の考えは、新宿区ではどのような
仕組みで反映されているか根拠について話し合う。 

・区長への手紙があるが、届いているのかな。 

・電話や意見専用フォームがあり、誰でも意見が言える。 

・改善策が取られ、ホームページに開示もされている。 

・多くの意見を集めることで条例改正の可能性がある。 

□多くの意見を比較することで、国民主
権の考えが仕組みで成り立っているか
かについて考えられるようにする。 

□用意した資料をタブレットＰＣで確認
しながら発言内容を確かめさせる。 

◎新聞「子供の声は騒音」 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

⒂  

〇本時の学習内容を踏まえ、できているかできていないか
立場を明確にして国民主権が実現しているかについて話
し合う。 

・～だから実現できている。なぜかというと～。 

・～だから実現できていない。なぜかというと～。 

 

□名前シートを利用し、自分の立場が明確に
なるようにする。 

□自分の立場を明確にすることで、全員の考
えを表明できるようにし、発言できる子を
中心に授業を展開する。 

◎パブリックコメントを提示 

振
り
返
り
タ
イ
ム

（
８
） 

〇問いについて考えたことをノートに書く。 

新宿では、区民の意見を聞く方法が用意されているから、日本国憲法の国

民主権の考えが十分反映されていると思う。でも、より多くの声が反映さ

れるには、一人一人がもっと政治に関わる方法を使う必要がある。 

〇次の時間のめあてなどを記入する。 

【思・判・表②】国民主権を実現させるた
めに大切なことを考え、その理由を説明
できる。 

（３）本時の板書計画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の問い：日本国憲法の国民主権の考えは、新宿区ではどのように反映されているのだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・選挙以外では、何が 

あるかな。 

日本国憲法の国民主権の考えは、新宿区ではどのように反映されているのだろうか。 

 

 

 

・区民の声委員会 

・意見箱 ・電話 

・ＦＡＸ ・郵便 

・メール 

・区長への手紙 

・ホームページ 

・パブリックコメント 

・facebook ・twitter 

・ 

○今日分かったこと 

 →ノート 

〈自分タイム〉 〈振り返りタイム〉 

 

 

三権分立と国民の 

関係図 

〈みんなタイム〉 

国民主権は実現し

ているか 

※名前シートを貼る 

(ホワイトボードに表) 

・〇〇だから実現でき

ている。 

・〇〇だから実現でき

ていない。 

どのような 

仕組み 

取り入れるための 

工夫・方法 

左記で出た資料掲示 

・区民の声 ・意見箱 

・電話 ・ＦＡＸ 

・郵便 ・メール 

・区長への手紙 

・ホームページ 

・パブリックコメント 

・facebook ・twitter 

・パブリックコメント 



 

 

６ 実践事例の成果と課題                            

（１）社会的事象の見方・考え方を働かせることができる教材開発 

○タブレットを使うことにより、多くの資料を提示できた。多くの資 

料を取り扱うことで、児童が共通点を見い出すことにつながった。 

○自分の住んでいる新宿区における国民主権の現れについて教材化し 

たことで、児童が新宿区では国民主権が反映されているかどうかを 

考え話し合うことができた。身近な話題にすることで学びを深める 

ことができた。 

●タブレットを使うことは有効的であったが、画面が変わると残らな 

いので、手元にも同じ資料があるとよかった。また、タブレットを 

使う際に教員側が資料を送るだけでなく、児童が見つけた資料など 

を共有できる機会があるとよかった。 

 

（２）学習問題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 

○学習問題に対して予想し、学習計画を立てることで、学習への見通 

しをもつことができ、タブレットで調べる活動(自分タイム)を充実 

させることができた。また、調べ学習をした内容を全体で共有する 

ことができた。 

○「みんなタイムⅡ」では、児童一人一人が名前マグネットを貼るこ 

 とで意思を示すことができた。また、そのことを踏まえて討論する 

ことができた。 

●協働的な学習活動が少なかったため、児童一人一人が友達と考えを 

共有し、自分の考え発信できるような場面が多くあるとよかった。 

 

（３）児童の学びが深まる問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

○「日本国憲法の国民主権の考えは、新宿区ではどのように反映され 

ているのだろうか」という問いに対して児童が考えを深め、記述す 

る姿が見られた。国民の声を聞く窓口がたくさんあることも理解す 

ることができた。 

 

 

 

 

 

●小単元展開としては、区の働きを理解してから日本国憲法を扱う方 

が身近な政治から国の政治へと理解が深まったかもしれない。 

 

（４）児童の学習状況についての評価方法の工夫 

○学び方カードを活用することで学習計画に沿って、新宿区の国民主 

権に関する資料集めたり読み取ったりして、学習のすすめ方を振り 

返りながら自ら調べることができた。 

○小単元の終末では、ノートの記述に見られるように一人一人が日本 

 国憲法や政治を国民生活に関連付けて考えることができた。 

                                                                                                                              

 

 

 

 

 

【児童のノートから】新宿区では、区民の声は基本的に届いてい

ると思った。しかし、それら全てを叶えたり解決したりすること

はできていないと感じた。政治に一人一人が関わっていくことが

大切だと考えた。 

【タブレットで配信された資料を見る児童】 

【名前マグネットをはった板書】 

【新宿区の様々な取組】 

【児童のノートの記述】 

【学び方カード】 



１ 自己学習部会 

（１）「学び方カード」の活用 

「学び方カード」は、学習の内容を振り返るものではなく、「どのように学ぶか」を教師が意識して授

業を計画するとともに、児童自身が自覚し高めていくものとして作成・活用した。繰り返し使うこと

で、児童が問題解決の学習過程に即した学び方のポイントを身に付けようとしたり、前の単元からの

成長を感じたり、次の単元での学びにつなげようと意識したりできるようにしていく。また、児童の

そうした姿を「主体的に学習に取り組む態度」の評価材料とすることができると考えた。 

（２）児童の学ぶ姿を明らかにして、振り返りの項目を設定する！【カードを作る】 

 「つかむ」「調べる」「まとめる」の各段階で、具体的な振り返りの項目を設定する。具体的な文言 

にすることで、児童が振り返りやすくなるとともに、次の学習活動の目標やめあてが立てやすくなる。 

一方、教師も、項目にある児童の姿が現れるように学習活動を設定するので、問題解決的な学習過程 

を意識した授業・単元をつくることができる。発達段階に応じて項目の一覧を以下のように作成した。 

 低学年  中学年 高学年 

で

あ

う 

◎活動や体験を通して、思い 

や願いをもてた。 

例）・ふしぎ、おもしろいを 

見つけられた。 

・ドキドキ、ワクワクした。 

・もっと○○したい。 

 

つ

か

む 

？（はてな）を見つけて、みん

なで話し合って学習問題をつ

くることができた。 

 

予そうをたてたり、学習計画を

たてたりすることができた 

気付いたことや疑問・調べたいことを考えら

れた。 

気付いたことや疑問を話し合って、みんなで

学習問題をつくった。 

予想をもとに学習計画を立てて、これから調

べる見通しがもてた。 

か

か

わ

る 

◎願いや思いを実現するために考 

えたり、伝え合ったりできた。 

例）・工夫してかつどうできた。 

・おしえてもらったり、おし

えてあげたりできた。 

・ほかの人にもつたえたい。 

 

し

ら

べ

る 

学習計画とてらし合わせて調

べていくことができた。 

学習計画とてらし合わせて、調べることをは

っきりさせて調べた。ねばり強く調べた。 

自分で見てさがしたり、人に聞い

たりして調べることができた。 

資料の大切なところに気を付けて読み取れた。大切なこ

とや人や出来事の関係が分かるようにノートに書いた。 

調べたことを友達と話し合い、た

しかめ合うことができた。 

調べたことを友だちと話し合い、確かめ合うこと

ができた。 

広

げ

る 

◎自分の良さに気づいたり、成 
長を感じたりできた。 

例）・すきなことやとくいなこ

とを見つけられた。 
・○○ができるようになった。 
・つぎは○○したい。 

ま

と

め

る 

はじめにつくった学習問題を

かいけつすることができた。 

キーワードや「つまり」や「例えば」という言葉

をうまく使って、学習問題を解決することができ

た。 

学んだことを次の学習や生活に生

かせそう！生かしていきたい！ 

学んだことを次の学習や生活に生かすこと

ができそう！または生かしていきたい！ 

（３）自己評価によって、自己の成長に目を向けられるようにする！【カードを作る】 

  主体的に学習に取り組む態度は、「自らの学習を調整しようとする側面」と「粘り強い取組を行おう

とする側面」の２つから評価することが示されている。各段階の節目に、それぞれの段階の項目につ

いて「できたマーク」を付けるとともに、学習段階ごとの振り返りを記述する。マークは、「前単元よ

り成長した」「もっとできそう」など、自己の成長に目を 

向けた表現にして自分自身の学習の仕方を高めていくこ 

とで、学習調整や粘り強く取り組む態度が育成できると 

考えた。また、最後に単元を通した学び方を振り返り、 

児童が学習を通して「できたこと」と「次に目指したい 

こと」を記述することで、「次の学習に生かそう」「私も 

社会に関わることができそうだ」という自己効力感の高 

まりを促すことができると考えた。 

 

 

 

[できたマークにつける記号] 
◎：よくあてはまる（前回よりも、成長した！）○：あてはまる（できたけど、もうちょっとできそう）△：あまりあてはまらない 

（困っています） 

Ⅲ 研究のまとめ 



（４）「自らの学習を調整しようとする側面」の評価と活用【カードを生かす】 

児童の振り返りで、具体的に振り返ることができているもの、次の学習や取り組み方への意欲が感じ 

られるものなどは、学級に紹介して広げる。特に、「困っている」ことに関するものは、良いこととして

取り上げて「自らの学習をよりよくしていく姿」につなげる。 

  

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）低学年：生活科における活用【カードを生かす】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）まとめ 

○学年の発達段階、各教科の見方・考え方を考慮した、カードの項目の吟味が必要である。 

○「主体的に学習に取り組む態度」の評価として、具体的な児童の反応例を集めて分類するとよい。 

「つくろうあそぼう」では、単元を通して、「み

んなが楽しめるおもちゃ作り」へと児童の気付き

の質を高めるために活用した。 

〇「気付いたこと・次に向けて」の記述を通し

て、児童が次時の活動への願いをもつことが

できる。 

〇教師が記述を確認して評価したり、次時の計

画を立てたりすることで、より児童の実態に

即した授業を展開できる。 

〇授業の導入で前時の振り返りを学級で共有

することで、児童が本時の見通しをもち、友

達の考えの良さに気付くことができる。 

・ノートのまとめ方など、自分の学習への取組みで努力し
たいことを明確にしている。 

・学習計画に対する自分の学習状況を的確に把握してい
る。 

・１学期や前単元と比べた自分の成長を明らかにしている。 

・今回の単元でできるようになったことを自覚して、具体的に表現できている。 

 

５年生 

情報を活用して発展する販売業 

 

自分が楽しむために工夫したい。
たくさんのお客さんに楽しんでも

らいたい。

こども園の子たちを楽しませるた

めに、工夫したい。



２ 協働的学習部会 

（１）学習過程に即した協働的な学習活動 

社会的事象の見方・考え方を働かせるためには、一人の見方・考え方で結論を導くのではなく、集団

思考が働く協働的な学習活動を通して理解を深めていきたい。学習過程に即して整理すると以下のよう

になる。 

学習過程における協働的な学習場面 協働的な学習活動の例 

つ

か

む 

〇思いや疑問、調べたいことを表出
し合い共有する場面 

◆ペア（二人）で話し合う。 

・短時間で、疑問に思ったことや気付いたこと、考えたことや感想を

お互いに言葉やノートなどで紹介し合う。 

◆グループ（４人程度）で話し合う。 

・問いについて、分かったことや考えたことなどを紹介し合い、思考

ツールやホワイトボード、付箋などを活用して、比較・分類・関連

付けなどして情報を整理して考えを深めたり広げたりする。 

・ホワイトボードや短冊などを活用して話し合ったことを関連付けた

り総合したりして文章などにまとめていく。 

◆学級全体で話し合う。 

・立場を明確にしたり友だちの発言とつなげたり、資料やＩＣＴを活

用して視覚的に伝え合ったりして話し合う。 

◆社会生活を営む人と対話的に学ぶ 

・直接聞き取りしたり手紙やメールで質問したりする。 

調

べ

る 

〇気付いたことや調べたことを共有
する場面 

〇比較や関連付けして特色や意味を
考え合う場面 

ま

と

め

る 

〇まとめた作品や文等を使って考え
たことを説明し合う場面 

〇新たな問いについて話し合い考え
を深める場面 

い

か

す 

〇学んだことを活用して社会の発展
や自分の関わり方について話し合
う場面 

（２）今年度取り組んだ協働的な学習活動の実際 

①何度も繰り返し活動することで協働的に試行錯誤する（第１学年の事例） 

「つくろうあそぼう」の学習では、どんぐりを使ったおもちゃ作りをして遊んだ後、遊びの対象を

園児に変えておもちゃ作りを行った。園児におもちゃで楽しく遊んでもらうために、どのような工夫

が必要か、「園児が楽しめるように」という観点を大切に話し合

いをさせた。話し合いが充実するように、作ったおもちゃの写真

を模造紙に貼り、グループで話し合いをした。その際、気付いた

ことを書き込むことで、自分の考えた改善点と改善する場所を分

かるようにできた。また、話し合いの内容や順番を全体で確認し

たり、話し合いの途中に友達の意見を聞く時間を設けたりし 

たことで、自分たちの改善点と比べて考えることができた。 

②実社会で働く人と協働的に学ぶ（第４学年の事例） 

「地域の自然災害から守る」の学習では、東京都の水害について資料

で調べた後、まだ分からないことについて新宿区危機管理課の方に直接

質問して調べる時間を設定した。ゲストティーチャーから一方的な説明

で終わるのではなく、質問を考え吟味して事前に送付し、児童の質問に

答えていただく形式で行った。実社会で働く人から対話的に学ぶ１単位

時間の授業の構成ポイントを明らかにすることができた。 

③自分の考えをもとに意見を交わすことで、協働的に思考を深める 

（第６学年の事例） 

「歴史の中の世界との関係」の学習では、東京オリンピックの 

開催という歴史的事象から、戦後の日本の発展について学習した。 

児童は、日本と世界の関係を色分けした世界地図や、年表、クラ 

スで考えた「日本のにぎやか度グラフ」から、オリンピック開催 

日本のにぎやか度グラフ 

 



から考える日本の発展について、自分の意見や考えを明確にして付箋に書き込み、それをもとに友達

と意見を交わすことで、協働的に思考を深めながら、課題解決に向けて考えることができた。 

（３）学級での話し合いの話型やルール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（４）協働学習を支えるツールの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）まとめ 

○学級の話し合いの仕方や協働的な学習を支えるための思考ツールなどを活用し、どのように学習す

るか教師が意図的に工夫していくことが必要である。他教科でも協働的な学習を意識的に行ってい

く必要がある。 

＜話型やつなぎ言葉の例＞ 
◎確認、質問 
 ・～～は～～ということです 

か。 
 ・～さんに質問ですが、 
◎根拠 
 ・教科書の～ページから、 
 ・～年生のときの学習で～、 
◎理由 
 ・どうしてかというと、 
 ・なぜかというと、 
 ・～～～からです。 
◎例示 
 ・例えば～～のように、 

◎「付箋の活用」資料を読んで自分の意見を付箋で貼る。 

 ・自分の意見を予めもつことで、自信をもって発言できる。 

 ・付箋を操作しながら話し合い活動を行うことで、意見の比較や分類を行うことができる。 

◎「ホワイトボードの活用」マーカーを使って記録しながら話し合い、発表にも使用する。 

・書いたり消したりが容易にできるので、話し合いの進行に合わせて記録することができる。 

・書いたものをそのまま発表に使用でき、グループごとの意見の比較がしやすい。 

◎「思考ツール」様々な思考ツールをその特徴や目的に応じて活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎比較 

・○○さんに似ていて、違って、 
・○○さんに賛成で、反対で、 
◎まとめる 
・意見をまとめると～～です。 

つなげると～～です。 
・つまり～～～です。 
◎深める 
・○○さんにつけたしで、 
・大切なことは○○ 
・「問い」とつなげると～～だ。 

＜友達の発言に対する反応例＞ 
☆同意、共感 

 「うん」「ああ」「そうか」 
「いいね」「同じだ」「わたしも」 
☆驚嘆、感嘆 
 「すごい」「おお」「ほんと」 
☆否定 
 「そう？」「ええ？」「そうかな」 
☆その他 
 「それで」「どうしたの」 
「たとえば」「ほかには」 

活用例＜ピラミッドチャート＞ 

・思考方法：焦点化 構造化 

・グループの発表方法を決め

る際に使用。 

＜４人グループでの話し合いの進め方モデル＞ 

１、話し合いの内容や方法を確かめる。 

２、司会、計時、記録、発表の役割を決める。 

３、順番を決めて発言する。 

４、意見や質問を出し合う。 

５、話し合ったことをまとめる。 

話し方 「はさみ」 
１、はい。～です、ます。 
２、さいごまではっきり大

きな声で話す。 
３、みんなの方に体を向け

て話す。 

聞き方 「うめライス」 
・うなずいて 
・めをみて 
・ラストまで 
・いっしょうけんめい 
・スマイルで 



３ 学習技能部会 

（１）ノート指導のポイント 

 ノートや学習カードは、学習したことを記録して自己の考えを整理し高めていく大切なツールであり、

その技能を定着させていくことが児童の学びをより確かにしていくために欠かせないと考え、そのポイ

ントを整理した。 

①ノートの形式 

・低学年生活科：学習カード ・中学年社会科：マス目ノート（１０ｍｍ） 

・高学年社会科：幅広ドット入り罫線ノート（８ｍｍ幅） 

②ノート指導のポイント 

○ポイント① 「本時の問い」は青で囲む。 

・本時の問いが一目で分かる。 

・問いを明確に意識することで見通しをもって活動できる。 

・全学年統一して、自分のノートづくりができる。 

○ポイント② 「自分タイム」では、自分が＜分かったこと＞を書く。 

・自分の考えは箇条書き「・」で書く。 

・自分の疑問には印を付ける。（例：「△」等） 

・自分が分かったことや疑問を、「みんなタイム」の情報共有に生かす。 

○ポイント③ 「みんなタイム」では、＜友達の考え＞を書く。 

・友達の発言を聞き、自分にはない考えをノートに書くことで考えを広げたり深めたりする。 

・自分と同じ考え、異なる考えを聞き分けることで聞く力が身に付く。 

○ポイント④ まとめにつながる考えに印を付ける。 

・<分かったこと＞＜友達の考え＞の中から、まとめにつながる考えに印を付ける。（例：「◎」等） 

・「自分発」（＝分かったこと）→「みんな経由」（＝友達の考え）→「自分行き」（＝まとめ）の流れ

が自他ともに分かる。 

○ポイント⑤ 「まとめ」は赤で囲む。 

・本時の学習を振り返り、問いについて自分の考えを再考して書く。本時の学びが一目で分かる。 

○その他 

・授業の内容に合わせて、適宜重要な箇所に   や    などを引く。 

・印については、各学級の実態に合わせて活用していく。 

（２）ノートや学習カードのモデル例         パターンⅠ（低学年生活科学習カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せいかつか単元名 名前  

 
絵や写真 

                  

                  

                        

                        

 

①ふり返りカードを活用して、前
時を振り返り、本時のめあてを
記入する。 

②活動を通して、見たものや作っ
た作品の絵を描く。写真の方が
分かりやすい場合は、写真を貼
る。 

③見つけたことや気付いたこと、
考えたことを、文章で表現する。 

④やってみたいと思ったことや次
の時間にやってみたいことを記
入する。 

① 

④ 

② 

③ 



パターンⅡ（１ページで構成：主に中学年） 

日付 単元名 

 

 

＜分かったこと＞ 

◎・ 

 ・ 

◎・ 

△・ 

＜友達の考え＞ 

◎・ 

 ・ 

◎・ 

 

 

 

 

パターンⅢ（２ページで構成：主に高学年） 

日付 単元名 

 

 

 

 

＜分かったこと＞ 

◎・ 

 ・ 

◎・ 

△・ 

＜友達の考え＞ 

◎・ 

 ・ 

◎・ 

 

 

 

（３）まとめ 

○授業の始めに問いを明示することで、本時の課題を捉え、資料の見方・考え方を働かせて、問いに

ついて追究することができる。 

○「自分タイム」で「分かったこと」と「みんなタイム」で共有した「友達の考え」を基に、本時の

問いに対するまとめを書き、自分の考えを整理することができる。 

 ポイント① 

 ポイント② 

ポイント③ 

 

ポイント④ 

本時の問い 

まとめ 

資料等 

※授業で資料を用いた場合は必要に応

じてノートの右ページに貼る。 

本時の問い 

資料 

まとめ 

ポイント① 
ポイント② 

 

 ポイント③ 

 ポイント④ 

 ポイント⑤ 

ポイント⑤ 



４ 学習評価部会 

（１）記録に残す評価場面での学習活動の工夫       ※ゴシックが記録に残していく評価の観点 

「指導と評価の一体化」と言われる

ように、評価の目的の一つは指導に生

かすことにある。一方、指導した結果

としての児童の学習状況を記録に残

し、総括的に評価して通知表や指導要

録に記載する必要がある。記録に残す

評価は、知識・技能②、思考力・判断

力・表現力②、主体的に学習に取り組

む態度①②であり、学習過程のまとめ

る段階での表現活動が重要となる。 

（２）まとめる段階での評価の実際 

 【３年「販売の仕事」の実践】 

 

 

 

 

 

 

【４年「水害からくらしを守る」の実践】 

 

 

 

 

 

 

【５年「情報を活用して発展する販売業」実践】 

 

 

 

 

 

 

【６年「長く続いた戦争と新しい日本の国づくり」実践】 

 

 

 

 

（３）まとめ 

 評価規準の観点 評価方法の工夫 
つ
か
む 

主体的に学習に取り
組む態度① 

○評価活動：社会的事象との出会いから見出した疑問を記述する活動 
・留意点：事実に基づいて疑問を記述できるようにする。 

思考・判断・表現① 〇評価活動：視点に着目して問いを見いだして記述する活動 
・留意点：視点に着目した問いになるように資料を工夫する。 

 
調
べ
る 

思考・判断・表現① ○評価活動： 問いについて考えたことを記述する活動 
・留意点：社会的事象の様子が具体的に捉えられるようにする。 

知識や技能① ○評価活動：見学・調査して読み取った情報を記述する活動 
・留意点：問いの解決に必要な情報を焦点化できるようにする。 

主体的に学習に取り
組む態度① 

○評価活動：学習問題の解決に向かっているか振り返る活動 
・留意点：学習問題の解決ができそうか判断を促す。 

 
ま 
と 
め
る 
・
い
か
す 

知識や技能② ○評価活動：調べたことを整理して分かったことを記述する活動 
・留意点：単元の理解目標について理解できるようにする。 

思考・判断・表現② ○評価活動：整理したことから学習問題の結果を考察する活動 
・留意点：比較・分類・関連付けして考えられるようにする。 

主体的に学習に取り
組む態度② 

○評価活動：社会の発展や自分の関わり方を考える活動 
・留意点：学んだことを基に考え表現できるようにする。 

 

第○時のＡ児ノート記述より 
「東京オリンピックの開催に向けて戦後から比べ
ると日本の街並みや生活が変わっていった。国の仕
組みができて復興しただけなく、このころ産業や国
民の生活も大きく発展した。その変わっていったこ
とには国民がオリンピック開催するという気持ち
をもって努力をし続けていったから変わっていく
ことができた。」 

【評価の観点：知識・技能②】 
「まとめる技能」については、調べたことを付箋に書
いて立場ごとに整理できていることからＢと評価し
た。「知識」については、関係図に表現したことを伝
え合い、学習問題についての結論を書いた文に様々
な人が協力して対処してきたことが記述されている
ことからＢと評価した。 
【評価の観点：思考・判断・表現②】 
「関連付けて考える」ことについて、評価相互の取組
をつなぐだけでなく、その理由を吹き出しで書いて
説明していることからＡと評価した。 

【評価の観点：知識・技能②】 
「まとめる技能」については理解したことをお店の
良いこととして表現できていることからＢと評価
した。 
「知識」については、お店の工夫について項目を挙
げて表現できていることからＢと評価した。 
【評価の観点：思考・判断・表現②】 
「関連付けて考える」ことについて、お店の工夫点
を繋ぐだけでなく、その理由を吹き出しにして書い
て説明していることからＡと評価した。 

【評価の観点：知識・技能②】 
「まとめる技能」については、調べて分かったことを
情報の収集・分析・活用の流れに沿って整理すること
ができていることからＢと評価した。「知識」について
は、調べたことを図表にまとめ情報と国民生活の繋が
りが表記されていることからＢと評価した。 
【評価の観点：思考・判断・表現②】 
「関連付けて考える」ことについては、情報の活用が
国民生活に関連していることだけでなく、その根拠と
なる活用の仕方について表現していることからＡと
評価した。 

【評価の観点：知識・技能②】 
「知識」については、戦後の日本の移り変わりについ
て、「復興しただけなく、このころ産業や国民の生活
も大きく発展した」と記述し、変化の様子について理
解できていると判断してＢと評価した。 
【評価の観点：思考・判断・表現②】 
戦後とオリンピック開催前の様子を比較したり、東京
オリンピックと戦後の日本の変遷を関連付けたりし
て考えている（※下線部分）ことからＢと評価した。 

Ａ店のいいところ 
○いろいろな国から食材が来ている 

○色々なものが売っている。 

いいこといっぱいＡ店 

Ａ店には安い商品がたくさんあるよ。 

たくさん買うとポイントもつくよ！ 



（３）まとめ 
○記録に残す評価場面での活動について単元全体を見据えて設定することで、統括的な評価として役立
てることができる。まとめる技能と理解事項、働かせたい思考方法を想定して表現活動を設定してい
きたい。 

（４）まとめる段階の表現活動と評価の観点についての教科書分析 

 小単元名 まとめる段階での表現活動 評価の観点 

 
 
 
 
第
３
学
年 

まちの様子 絵地図を見て、まちの様子について分かった
ことを表にまとめる。 

【思】学校のまわりの特色について話し合い、場所によって違いがあることを表現している。 
【態】省略 

市の様子 市の様子について、調べたことを白地図を使
ったポスターにまとめて話し合う。 

【思】市の様子について話し合い、場所によって違いがあることを表現している。 
【態】省略 

わたしたち
のくらしと
商店 

お客の願いとお店の工夫を関連付けて線を引
き、関係図にまとめる。 

【思】お客の願いとお店の工夫を関連付けて、関係図に表現している。 
【態】省略 

わたしたち
のくらしと
工場 

工場で働く人の仕事と地域の人のくらしとの
関わりについてノートにまとめる。 

【思】工場（農家）で働く人の仕事と地域の人々のくらしとの関わりについて考え、ノートに表
現している。 

【態】省略 
火事をふせ
ぐ 

消防署の働きについて消化と防火の両面から
関係図にまとめ、標語を作成する。 

【思】火事からまちを守る働きについて関係機関の連携を大切に関係図にまとめ、大切なことを
標語に表現している。 

交通事故を
ふせぐ 

警察署の事件や事故から守る働きを関係図に
まとめ、安全マップ作成する。 

【思】事故や事件からまちを守る働きについて関係機関の連携を中心に関係図や安全マップに表
現している。 

【態】省略 
市のうつり
かわり 

区の様子の変化と道具や生活の変化を絵年表
にまとめて移り変わりを話し合う。 

【思】学習問題について調べて年表に整理したことをもとに、移り変わりの様子について考えた
ことを表現している。 

【態】省略 
 
 
 
 
 
 
 
第 
４
学
年 

県の地図を
広げて 

調べてことを県の地形・土地利用・主な産業・
交通の広がりの項目で表にまとめる。 

【知】県の地形や土地利用、産業、交通について調べたことを表や白地図などにまとめている。 
【思】学習問題を確かめ、調べてきたことをもとに県の概要について表現している。 

ごみはどこ
へ 
 

ごみ関わる問題やごみを減量するための地域
の人々の活動をノートにまとめる。 

【思】学習問題を確かめ、ごみの処理や減量について自分が協力できることを考えたり学習した
ことの中から選択・判断したりして、発表している。 

水はどこか
ら 

水が供給されるまでの経路や水道事業の役割
についてガイドマップにまとめる。 

【知】学習問題を確かめ、水を供給する仕組みや安定的に供給するための工夫や取り組みについ
て理解している。 

【思】水を大切に使っていくために、自分が協力できることを考えたり学習したことの中から選
択・判断したりして、発表している。 

自然災害（地
震）にそなえ
るまちづく
り 

地域の人々が大きな地震の発生に備えてどの
ような取り組みをしているのか表にまとめ
る。 

【知】学習問題を確かめ、自分たちの地域が地震や津波災害にどのように備えているのかについ
て捉えている。 

【思】地震や津波災害に備えるために自分が協力できることを考えたり学習したことの中から選
択・判断したりして、発表している。 

地域で受け
つがれてき
たもの 

文化財や年中行事の歴史や保存・継承のため
の取り組みを表にまとめる。 

【知】阿波踊りの継承や発展には、様々な人々の工夫や努力があったことを理解している。 
【思】学習問題を確かめ、阿波踊りがどのようにして長い間受け継がれてきたのかについて、考

えたことを表現している。 
昔から今へ
と続くまち
づくり 

当時の社会の課題や人々の願い考え、用水開
発の様子や工夫を地図にまとめる。 

【知】調べてきたことをノートにまとめ、井沢弥惣兵衛の新田開発によって地域の人々の暮らし
は豊かになったことを理解している。 

【思】学習問題を確かめ、新田開発の成果や井沢弥惣兵衛の功績について考え、表現している。 
焼き物を生
かしたまち
づくり 

焼きものづくりが盛んなわけを関係図にまと
める。 

【知】東峰村には焼き物の材料があり、作り手の工夫や村の人々の協力で焼きものづくりが盛ん
になったことを捉えている。 

【思】東峰村で焼き物づくりが盛んな理由について考え、表現している。 
自然を生か
したまちづ
くり 

岡垣町のよさを表に整理し、地図に付箋をは
って、岡垣町のよさを発表する。 

【知】岡垣町の人々は、自然環境を生かしたまちづくりをしていることを理解している。 
【思】岡垣町にアオウミガメが来たりビワづくりが盛んだったりするわけについて考えたことを

表現している。 
国際交流が
さかんなま
ちづくり 

交流が盛んなわけを話し合い、わけをグルー
プごとに分類して、ノートにまとめる。 

【知】福岡市には国際交流を進めていくための施設や行事のほか、市や市民の取組があることを
理解している。 

【思】福岡市で国際交流が盛んなわけについて考えたことを表現している。 
 
 
 
 
 
第
５
学
年 

日本の国土
と 世 界 の
国々 

日本の国土の位置や構成、広がりについてカ
ードにまとめ、グループで話し合う。 

【思】世界の国々・大陸・海洋との位置関係、緯度・経度、国土を構成する島々などをもとに、
日本の国土の特色についてさまざまな言い表し方を考え、適切に伝え合っている。 

国土の気候
と地形の特
色 
 

日本の気候や地形の特色について、白地図や
表にまとめ発表する。 

【知】国土の地形や気候の特色や関係を、白地図などを使って的確に整理している。 
【思】学習したことを関連づけながら、各地の気候が国土の中の位置や地形、台風や季節風など

の影響を受けていることを考え、適切に説明している。 

自然条件と
人々のくら
し 

自然条件に特色のある地域の暮らしや産業に
ついて、その条件と関係するものをリーフレ
ットに整理し、紹介し合う。 

【知】自然条件に特色のある地域の人々が、どのようにその条件を生かしたり克服したりしてい
るか、的確に整理している。 

【思】調べた地域の様子をもとに、自然条件と暮らしや産業との関係について考え、適切に説明
している。 

米づくりの
盛んな地域 
 

米づくりに関わる人々の工夫や努力について
表に整理し、これからの米づくりに関する各
自の考えを発表し合う。 

【思】米づくりにおける様々な変化や課題、それに関連する人々の工夫や努力などについて調べ
たことを総合して、米づくりを進めるうえで大切なことを考え、適切に表現している。 

【態】省略 

水産業の盛
んな地域 
 

水産業に関わる人々の工夫や努力についてカ
ードに整理・分類して、これからの水産業に
関する各自の考えを発表し合う。 

【思】水産業に関わる様々な人々の工夫や努力について整理したことを総合して、品質や安全性
に配慮して様々な変化や課題に対応しようとしていることなどを考え、適切に表現してい
る。 

【態】省略 
これからの

食料生産 

食料生産に関わる人々の働きや、消費と生産
の関わりについてノートにまとめる。 

【思】食料生産に関わる人々の働きや消費と生産の関わりなど、調べてわかったことをもとにこ
れからの食料生産の発展について考え、適切に表現している。 

【態】省略 
自動車生産
に は げ む
人々 

自動車生産に関わる人々の工夫や努力につい
てキャッチコピーで整理し、これからの自動
車産業に関する各自の考えを発表し合う。 

【思】自動車の生産や輸送、開発に携わる人々の工夫や努力について整理したことを総合して、
社会が必要とする製品や優れた製品を消費者に届けいること考え、適切に表現している。 

【態】省略 

※令和２年度年度版教育出版「小学社会」と 
指導計画（案）より 



日本の工業
生産と貿易・
運輸 
 

貿易の流れを図に整理し、日本の貿易やそれ
に関わる運輸の特色や役割について話し合
う。 

【知】日本の輸入から輸出までのおおまかな流れを図に整理し、貿易や運輸が工業生産を支える
重要な役割を果たしていることを理解している。 

【思】調べたことをもとに、工業生産と貿易・運輸のはたらきを関連づけながら、貿易や運輸の
果たす役割について考え、適切に表現している。 

日本の工業
生産の今と
未来 

日本の工業の特色をカードに整理し、意見を
交流しながら、これからの工業生産について
まとめる。 

【思】調べたことを分類・整理して日本の工業生産の強みと課題を理解し、日本の工業が発展す
るためにどの強みを生かしていけばよいか多角的に考え、適切に表現している。 

【態】省略 
情報を伝え
る人々とわ
たしたち 

マスメディアに関わる人々の工夫や努力につ
いてカードに整理し、情報を扱う上で大切な
ことを自分たちの生活と関連付けながら話し
合う。 

【知】放送局の人々の工夫や努力について整理し、マスメディアの情報が人々の生活に与える影
響が大きいことや、その責任を感じ、重要な情報をより多くの人々にできるだけ速く、正
確に伝えようとしていることを理解している。 

【思】調べたことを根拠にして、マスメディアの情報発信における影響の大きさや責任と、自分
たちの情報の受け取り方や生かし方を関連づけて考え、適切に表現している。 

くらしと情
報を支える
情報通信技
術 

ICT 活用が進む暮らしや産業の様子について
表などに整理して、これからの社会の情報の
活用について話し合う。 

【思】ＩＣＴの活用によって、誰が、どのように便利になっているかを整理し、ＩＣＴ活用の進
展が暮らしや産業に与える影響をメリット・デメリットの両面から考え、適切に表現して
いる。 

【態】省略 
自然災害と
ともに生き
る 
 

調べたことを自然災害の種類別に整理し、災
害が発生しやすい国土の自然条件、災害への
対策・事業と自分たちの生活との関わりにつ
いて考える。 

【知】学習を表に整理し、自然災害の発生と国土の自然条件が関連していること、様々な災害か
ら国民生活や国土を守るために国や都道府県が対策・事業を進めていることを理解してい
る。 

【思】自然災害と国土の自然条件を関連づけたり、自然災害の被害と国民生活を関連づけたりし
て、自然災害への対策・事業の重要性や、自然災害が多い国土で暮らす一人として取り組
むべきことを考え、適切に表現している。 

森林ととも
に生きる 

 

森林のはたらきや森林を守る人々の取り組み
を図に整理し、森林と自分たちの生活との関
わりや自分たちが協力できそうなことを考え
る。 

【思】調べたことを整理して森林と人々の生活との密接なつながりを捉え、森林保全につながる
取り組みの中で自分にも協力できそうなことを選択・判断し、意見を適切に伝え合ってい
る。 

【態】省略 
環境ととも
に生きる 
 

公害防止や環境改善の取り組みを関連図に整
理し、そこに見られる共通性などを話し合い
ながら、環境保全に大切なことを考える。 

【思】調べたことを整理して公害防止や環境改善の取り組みの重要性を捉え、環境を守るために
自分たちができることを考えたり、環境保全により多くの人が関わるために大切だと思うこ
とを選択・判断したりして、意見を適切に伝え合っている。 

【態】省略 
 
 
 
 
 
 
 
第
６
学
年 

憲法とわた
したちの暮
らし 

暮らしと政治のつながりや三権分立のしくみ
を図に整理し、国民と政治の関わり方につい
て考える。 

【思】日本国憲法や政治のはたらきと自分たちの暮らしを関連付け、国民と政治のかかわりにつ
いて考え、表現している。 

わたしたち
の暮らしを
支える政治 

人々の願いを実現する政治のしくみについて
図に整理し、自分の暮らしと政治の関係につ
いて考え話し合う。 

【知】人々の願いを実現する政治のしくみについて理解している。 
【思】自分たちの暮らしと政治の働きのつながりについて考え、表現している。 

国づくりへ
の歩み 

縄文時代、弥生時代、古墳時代の特徴につい
て表にまとめ、米づくりの広まりと人々の暮
らしや関係の変化から国土が統一されていっ
た様子を考える。 

【知】米づくりの広まりとともに人々の暮らしや関係が変化し、国土が統一されていったことに
ついて理解している。 

【思】米づくりの広まりと人々の暮らしや社会の変化を関連づけて考え、表現している。 

大陸に学ん
だ国づくり 

大陸から伝わった文化と日本の国づくりにつ
いて表にまとめ、日本独自の文化がつくられ
たことをつかむ。 

【知】天皇中心の政治体制がつくられたこと、大陸の文化を消化・吸収した日本独自の文化が発
達していったことを理解している。 

【思】大陸から伝わった文化と日本の国づくりを関連づけて考え、表現している。 
武士の政治
が始まる 

武士の政治が始まったころの出来事や幕府と
御家人の関係について年表や関係図にまとめ
る。 

【知】武士の政治が始まった経緯や幕府と御家人の関係から武士による政治の仕組を理解してい
る。 

【思】幕府と御家人との関係について考え、表現している。 
室町文化と
力をつける
人々 

中世の産業の発達についてノートにまとめ、
人々の中から現代につながる文化が生まれた
ことを考える。 

【知】人々の暮らしや産業の変化を背景に、室町時代の文化が生まれ、現代まで受け継がれてき
たことを理解している。 

【思】室町時代の文化の特徴や現代まで受け継がれてきたことの意味を考え、表現する。 
全国統一へ
の動き 

信長・秀吉・家康の政治を年表にまとめ、そ
れぞれの政治が全国統一に果たした役割につ
いて考える。 

【知】信長・秀吉の後をついだ家康が、どのようにして支配を固めたのかを捉え、全国が統一さ
れて新しい時代が始まったことを理解している。 

【思】３人の武将の政治を比較し、それぞれの政治が全国統一に果たした役割を考え、表現して
いる。 

幕府の政治
と人々の暮
らし 

幕府の政治と人々の暮らしについて年表にま
とめ、幕府の政策が人々の支配にどのような
影響を与えたかについて考える。 

【知】江戸幕府と外国との関係を捉え、江戸幕府の政治のしくみが武士による政治を安定させた
ことを理解している。 

【思】幕府の政策が人々の支配にどのような影響を与えたかを考え、表現している。 
新しい文化
と学問 

江戸時代に生まれた文化や学問について表や
図、新しい時代への動きを関係図に表す。 

【知】江戸時代に町人による文化や新しい学問が広まったことを理解している。 
【思】江戸時代に生まれた文化や学問について社会の変化と関連付けて考え、表現している。 

明治の新し
い国づくり 

江戸幕府が倒れる前後のできごとを年表にま
とめ、学習してきた時代のできごとや人物を
関係図に表す。 

【知】明治の近代化が欧米の文化を取り入れて進められたことを理解している。 
【思】明治政府の改革の内容や世の中の様子の変化から、どのような国づくりが目ざされていた

のかを考え、表現している。 
近代国家を
目ざして 

学習してきた条約改正が達成されるまでので
きごとを年表にまとめ、どのように条約改正
が達成されたのか話し合う。 

【知】明治政府の政策により社会が変化したことや産業や科学が発展したことを理解している。 
【思】明治時代の政治や社会の変化と条約改正を関連付け、日本の国力や国際社会での地位の向

上を考え、表現している。 

戦争と人々
の暮らし 

戦争と人々の暮らしについて年表にまとめ、
戦争の被害や戦争中の様子から人々の暮らし
に与えた影響をノートにまとめる。 

【知】戦争が国内外に大きな被害を出した後に終わり、戦争が日本や他の国の人々に大きな被害
を与えたことを理解している。 

【思】戦争の被害や戦争中の様子から戦争が人々の暮らしに与えた影響を考え、表現している。 

平和で豊か
な暮らしを
目ざして 

戦後の社会のできごとや社会の変化をカード
にまとめ、戦後の日本の政治や国民生活、国
際社会での役割を考える。 

【知】日本が民主的な国づくりを目ざし、国際社会からの信頼を回復するとともに国民生活が向
上していったが、日本と他国との間に課題も残されていることを理解している。 

【思】戦後のできごとや社会の変化から、戦後の日本の政治や国民生活、国際社会での役割を考
え、表現している。 

日本とつな
がりの深い
国々 

調べたことをポスターセッション形式で発表
し、日本とのつながりや調べた国々と日本と
の違いについて考える。 

【知】日本と外国とのつながりについて理解している。 
【思】互いの学習成果を交流し合い、異なる文化や生活習慣を尊重し合い、交流することの大切

さを考え、表現している。 
地球規模の
課題の解決
と国際協力 

世界の平和や環境を守るために活動している
組織や日本人についてまとめ「持続可能な快
活目標」に示された 17 の項目をもとに実行し
たいことを理由とともに発表する。 

【思】学習したことをもとに、国際社会の一員として、自分がこれからどのような行動をしてい
くべきか、考え、表現している。 

【態】省略 



 



Ⅳ 研究のまとめ 
１ 児童アンケート調査による考察 
年度当初４月に実施したアンケートを再度、年度末３月に実施し、その結果を一覧にまとめ考察した。       

 項目 

「平成25年度学習指導要領実施状況調査」の児童質問用紙を参考に作成 

３年 

R2年3月 

全国 全国差 4年 

R2年3月 

全国 全国差 ５年 

R2年3月 

全国 全国差 6年 

R2年3月 

全国 全国差 

(全国と４月) Ｒ１年４月 年間差 Ｒ１年４月 年間差 Ｒ１年４月 年間差 Ｒ１年４月 

1 
社会科の学習が好きだ。 

 
70..9 

― 
― 77.2 

58.8 ◎18.4 
75.7 

55.2 ◎20.5 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
臨
時
休
校
に
伴
い
未
実
施 

63.2 
◎11.8 

― 75.0 2.2 68.1 7.6 75.0 

2 
社会科の学習をすれば、ふだんの生活や社会に

出て役に立つ。 
75.8 

― 
― 81.8 

80.3 1.5 
90.0 

80.1 9.9 78.8 
◎12.9 

― 73.9 7.9 79.2 ◎10.8 91.7 

3 
問題を決めてその解決のために調べたり、考え

たりすることが好きだ。 
82.3 

― 
― 80.6 

66.6 ◎14.0 
75.7 

63.3 ◎12.4 66.8 
◎23.5 

― 73.9 6.7 75.0 0.7 90.3 

4 
自分で資料を集めて調べることができる。 

 
82.3 

― ― 
77.2 

75.2 2.0 
90.0 

79.4 ◎10.6 85 
3.9 

86.3 ▼-4 73.9 3.3 73.6 ◎16.4 88.9 

5 
自分の考えを資料などを使って説明することが

できる。 
69.3 

― ― 
75.0 

61.0 ◎14.0 
75.7 

58.6 ◎17.1 62.6 
◎13.8 

83.3 ▼-14 65.9 9.1 52.8 ◎22.9 76.4 

6 
友達の意見に対して、自分の意見をもつことが

できる。 
77.4 

― ― 
77.2 

72.8 4.4 
81.4 

75.3 6.1 76.7 
◎20.5 

60.1 ◎17.3 72.2 5.0 66.7 ◎14.7 97.2 

7 
調べたことをもとに自分の考えを文章で書くこ

とができる。 
87.0 

― ― 
80.6 

74.6 5.4 
81.4 

72.9 6.1 77 
◎16.1 

77.2 9.8 81.8 1.2 77.8 3.6 93.1 

8 
問題やテーマを決めて討論（話し合い）するこ

とが好きだ。 
77.4 

― ― 
82.9 

63.3 ◎19.6 
67.1 

55.3 ◎11.8 51.8 
◎19 

63.6 ◎13.8 77.3 5.6 72.2 ▼-5.1 70.8 

9 
学んだことをもとにして、自分たちがすべきこ

とを考えることがある。 
69.3 

― ― 
79.5 

75.0 4.0 
77.1 

76.6 0.5 76.5 
▼-7.1 

74.2 ▼-4.9 76.1 3.4 69.4 7.7 69.4 

10 
問題の解決に向けて、学習の計画を立てたり解決の

見通しをもったりして学習を進めている。 
74.1 

― ― 
82.9 

― ― 
74.2 

― ― ― 
―  

71.2 2.9 69.3 ◎13.6 70.8    3.4 86.1 

11 
問題の解決に向けて、学習がうまく進んでいるか自

分でチェックしながら調べたりしている。 
70.9 

― ― 
70.4 

― ― 
65.7 

― ― ― 
― 

74.2 ▼-3.3 60.2 ◎10.2 58.3   7.4 83.3 

12 

調べたり考えたりすることがうまくいかないときに

も、ちがう方法を工夫したり友達や先生に自分から
相談したりしてねばり強く取り組んでいる。 

74.1 
― ― 

72.7 
― ― 

71.4 
― ― ― 

― 
75.8 ▼-1.7 71.6 1.1 63.9   7.5 79.2 

アンケートの結果から以下のように考察した。      ※「当てはまる」＋「どちらかといえば当てはまる」の割合を比較 単位：％ 

３年：４月のアンケートは、主に生活科の学習を振り返って記述していることから比較的高い数値となって

いた。年度末には自分の意見をもって話し合う取組に関する項目は向上した。問いに対して自分の意

見をもって学習を進めることに重点をおいて指導を行った結果と考えられる。一方で、資料を使って

説明することや資料を集めることについて難しさを感じはじめている児童もいた。３年生らしい体験

的な学びとともに資料活用の技能を身に付ける指導を充実させていくことが必要である。 

４年：視点を明確にした資料の選定を行ったことで、問題意識をもって資料を読み取り、話し合いが活発と

なった。学び合いのよさへの実感が社会科への関心を高めたと考える。４月に比べて、問題解決への

見通しや学習調整に関する項目で数値が大きく向上した。学び方カードを使用した振り返りを継続的

に行ってきたことで、学習の進め方を意識し次時への意欲を継続することができたと考える。 

５年：「自分の考えを資料を使って説明することができる」の項目で大きく改善が見られた。調べる過程で

使う資料を明確にし、調べたことをもとに考えをまとめる活動を重視した結果と考えられる。一方で、

話し合いに対する意欲に課題がある。児童が話し合いの良さを自覚できるように指導する必要がある。 

６年：アンケートが実施できず年間差の考察はできなかったが、４月時点で問題解決的な学習への意欲が

90％と高い一方、「学んだことをもとに自分がすべきことを考える」項目は約 70％と低かった。学ん

だことと社会生活とのつながりを意識できるような学習活動を工夫していくことが重要である。 

〇社会科が好き、問題解決を通して考えることが好きと回答する児童の割合が比較的高く、教材開発や資料

選定、学習活動や問いを工夫して授業づくりをした成果と考える。 

○自分の意見をもち書くことができることの数値はどの学年でも向上している。じぶんタイムを設定するこ

とが有効であったと考える。 

○学習の計画を立てたり解決の見通しをもったりして学習を進めていることの数値はどの学年でも向上して

いる。「学び方カード」を活用して学習の進め方を児童自身に意識化させることが有効だったと考える。 

●学んだことをもとにすべきことを考える指導の工夫や社会科入門期の３年生での資料活用の技能や学習の

進め方について丁寧に指導していく必要があることが再確認できた。 



２ 今年度の研究のまとめ 

（１）研究内容について 

①社会的事象の見方・考え方を働かせることができる教材開発 

○学習指導要領及び解説の記述内容を基に「枠組みから見た位置付け」「指導内容の構造」について学校で

開発したフレームワークを活用して、指導内容の位置づけや構造を明らかにできた。 

○単元の指導内容を明確にしたことで、単元指導計画や１単位時間で学ぶ視点や内容が明確になり、学習

のねらいを適切に立てる際に役立った。 

●フレームワークによる分析は、学習指導要領及び解説の記述内容の読み込みが欠かせず、一定の作成時

間を要する。 

②学習課題を協働的に追究して学びを深める学習活動の工夫 

○１単位時間の展開の中に、「みんなタイム」を位置付けた授業設計をしてきたことで、児童相互の学び合

いの質が高まってきた。 

○社会で活躍する人々と関わって追究する対話的な学びのポイントが明らかになった。 

●「みんなタイム」の質を高めていくためには、話し合いの「問い」と「話し合い」のスキルアップが必

要である。 

③児童の学びが深める問題解決的な学習過程と「問い」の構成の工夫 

○指導内容の構造を明らかにする際に、主な「問い」を「社会的事象の見方・考え方」や「知識」、「資料」

と関連付けて分析することで教師の側から「問い」について吟味することができた。 

●「問い」が、教師の一方的な提示で終わったり、児童の実態と離れて難しくなったりしないようにする

必要がある。 

④児童の主体的に学習に取り組む態度の育成方法と学習状況の評価の工夫 

○単元展開における評価場面の焦点化と評価のための「問い」や学習活動の必要性が明らかになった。 

○主体的に学習に取り組む態度の要素を分析し、問題解決的な学習の過程での育成場面を整理した。「学び

方カード」を活用して児童が問題解決的な学習に主体的に関わる姿が見られた。  

○１単位時間での授業における教師の働きかけ方を整理することができた。 

学習過程 教師の有効と思われる働きかけ 

問い 

をつかむ 

・本時に学習することについて児童に発問して発言させる。 
・学習計画を振り返り本時に学習することの見通しをもたせる。 
・資料を提示して本時の「問い」について調べることを焦点化する。 

じぶん 

タイム 

・一人一人が調べたり考えたりできるように時間を保障する。 
・調べやすい資料の配布、考えが書きやすいようなワークシートなどを工夫する。 
・十分時間が取れない場合には、宿題など家庭学習で事前に取り組めるようにする。 

みんな 

タイム 

・「問い」や話し合いの目的を児童一人一人が意識できるようにする。 
・一人一人が発言したり意見表明したりできるように学習活動を工夫する。 
・板書やノート記入などを通して、学習の道筋を振り返ることができるようにする。 
・調べる事項や方法を自分で決めたり選んだりして追究する時間や教室環境を整える。 

ふりかえり 

タイム 

・「問い」について、分かったことや考え合ったことのまとめを自分で考えて記入する。 
・「学び方カード」の項目について振り返り、できたことをチェックする。 
・学習過程の段階ごとに、自分の学び方をふり返り、「学び方カード」に記述する。 

●評価に関しては、単元のまとめの作品の分析（知識・技能）やノートの記述の分析（知識・技能、思考・

判断・表現）を発達段階に応じながら分析する手法をより考える必要がある。 

（２）専科部会の取組について 

 専科部会では、学年ごとに社会科の基礎的な知識の定着を図る掲示物の作成を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今年度の課題と次年度に向けての改善案 

 ◆今年度実践できなかった新教材の開発と授業づくりの手立てと評価方法の検証 

 ◆主体的に学習に取り組む態度の育成方法とその評価方法 

 ◆２年間を通した児童アンケート調査の実施及び比較分析と研究成果の発信 

【地図記号】 【新宿区の地図】 【東京都の地図】 【歴史人物】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

＜研究に携わった教職員＞ 

１年 1組 ◇城堂 陽子 

  ２組  首藤 祥野 

  ３組  舟山 貴博 

２年１組  高瀬 まどか 

２組 ◇大木 雅也 

３組  菅田 恵理子 

３年１組 ◎栁沼 麻美 

２組  白澤 恵梨香 

４年１組 ◇大島 なぎさ 

２組  串﨑 広和 

３組 ◇本木 綾子 

５年１組  大橋 英之 

  ２組 ◇菊地 めぐみ 

６年１組  瀧上 悠太 

２組 ◇木月 康二 

算数   ◇松木 貫太 

音楽   ◇山下 惠理  

図工    飯野 玲子 

養護    松本 真美加 

非常勤職員 川口 ゆかり 

      貞森 裕子 

      辻本 啓子 

 小林 裕子 

事務      宮島 砂織 

栄養士      齋藤 愛 

学習指導支援員   古川 惠子 

特別支援教室専門員 岡本 敏子 

用務      青柳 潤 

新田 茂 

伴  有子 

加藤 美幸 

 

◎ 研究推進委員長    ◇ 研究推進委員 

校長 石井 正広      副校長 岩澤 肇 

おわりに 
  

副校長 岩澤 肇 

 

 本校は、令和元年度と２年度の２年間、国立教育政策研究所教育課程研究指定校（小学校

社会科）として研究に取り組んでおります。 

令和２年度より小学校学習指導要領が全面実施となり、「主体的・対話的で深い学びの実

現」に向けた授業改善が求められている中で、本校では研究主題を「社会的事象の見方・考

え方を働かせて、学習問題を協動的に追究する社会科学習～主体的に学習に取り組む態度の

育成を踏まえた指導と評価の工夫を通して～」とし、全学年で研究授業を行い、全職員一丸

となって研究に取り組んでまいりました。研究は半ばではありますが、国立教育政策研究所

での中間報告会も終え、この一年間の成果をここにとりまとめることができました。この研

究を進める過程で、新しい教材の開発、教師の授業力の向上と、そして何より子どもたちの

主体的に学習に取り組む態度の向上が進められてきたと感じています。 

この一年間、聖徳大学院教授 廣嶋憲一郎先生と文部科学省教科調査官 小倉勝登先生、国

士舘大学体育学部教授 澤井陽介先生、そして新宿区教育委員会教育指導課の皆様には、何度も

足をお運びいただき、貴重な御指導、御示唆をいただきました。この場を借りて、心より御礼

申し上げます。 

来年度はさらに、ここまでご指導いただいたことをしっかりと受け止め、研究を進めてい

く所存でございます。令和２年２月には研究発表会を行い、その成果を発表できるよう準備

を進めて参ります。今後も各教員が研究の成果を実感し、児童一人一人に「主体的・対話的

で深い学び」のある授業を行っていけるよう、努力を継続していきます。 

 

 

今年度途中で産休に入った職員 ◇塚田麻衣      育休の職員 長田英恵 
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